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コンクリート専修講座の開設

コンクリ ートに Ａ ｾｍ する常識を滅廷し共 ｊｅ しき ｊｬ ｩｉＮ彼方法の普及を Ｑ ［ ，， ［ Ｑ らんが ＿こ め 、円み［ ボル ト ラ

ンドセメン ト 同 ｾｚ 千＿に於ては大ｼ庇にて ｊｾｾＢ トー ｬ 吋を、犬れより順次ｽ↓〈京 、 名古屋 、 京都 、 ｦｴ ｬ Ｇｬ Ｑｩ￭の

各地に於てコンク リート 夜川議初子? を問1111せられまし? こが、今同更に之を徹底せしu ' る震にコ

ンクリ ート 工事現場凸として不可低! となる知識、技術の修得を門的と して大阪市立都品工業事校

札喋手+:; ifZl二本協合の後援によりコンクリート専修講岐を開設するこ主〉なりまし Tこ。

Jt内苓は下記の通でありますが) ! J r方iuiをi立接指13せらる〉方は Ij l すに及ば寸、Ji¥'i ¥出l係、の) j

ノ? も祇って御受1¥11;; せられんこ e ｾＭｉ［ｩ ｊ ｾｾ 放 します 。

昭 和 1 3 年 8 JJ 
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円 本 ボ ル ト ラ ン ド セ メ ン ト 同 栄 子 ?

人; 阪市 :u: 都 品 工 業 撃 校 建 築 科

円 本 建 築 協 令

2tr;j月II¥j- IO月3日( 月) 一 11 月30 日 ( 水)

毎週月 、水、 金曜午後 6 時- 9 時

大阪 市立 都 日工 業製校 Ｈｔ Ａｩ 電占 ｾ ｉ 山本通 下車Ｉ2. 間前場所・

3. fill j; rli! i  大阪市立都品工業墜校教諭

部 長 谷 五 郎

中 野 順 次 郎

主 主 尾 辰 雄

日本ボル トラン ドセ メント同業科技師

中 村 猪 市

篠 原 太 郎

木 野 山 照 雄

4. 科 円 材 料 セメン ト、 コンク リート、 仮枠、銭筋等

構造著書 ( 数撃、力撃を合む〉

施工法、見町

賛習及賓験

科外討様

5. 受計儲数 40名乃至50名

6. 交誹資格 高等ノj、接校卒業以上の者ーより若手脊の上決定

7.  r! 1込期限 9 月20日一一但し期限前と関1，も締切る 事め るべし

8. 受 講 料 金 2 問、材料代不要

講座終了のJ-_は試験の結果によ り修了誰書を授興致します

コンクリート専修講座受講申込書雛形

コンクリ ート 専修前座受前致j支此段巾込{ 民: 也

1. 勤 務 先 ( 又 は 性 所 )

2. 墜匪及年齢

3. 氏 名

大阪 市北 ｾ Ｎ ｪＧ ｾｾｩｽＩｊ 寺 町 大阪 市 ｊ Ｂ￬Ｚ郡山工 業事 校篠原教諭宛巾込のこと
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時 局 ・ 建 築 制 限 ・ 鋼 材 節 約
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戦時に於て怯Ａ 家がｾｉｲ需 以外の物資を節約するにめ ｬ こ建 築が若 し｜ .jJpl !i IJ されると云ふこと

は首然の事である。必十しも金 ｪ 必である鋼材のみが制 ｉｕｾ の封象であると云 ｳ 、のでな〈既に

木造週撲にも a日J / 以の乎は及ばうとして居る D 又之も jfl に木材ーが不足すると云ょ、松な立1¥未の

みでない。建築Ｈ首商の緊急の必 要 な建築を除外するＩのにめに諸般の物資並びにう ， ｪ Ｈｾ 動力

が貸される事が現ずf: では撒迎すべき事ではないのである。例へ鋼材ーを UIJi約するにめに無防

コンクリ ート の米尽を建てるにしてもコンクリ ート を作る砂や砂利はし、づこからかトラッ

クで混ばねばならないのであるが、 トラックもすで に建築工事の ?こ め lこir'm'併ではないであ

ら うし又ガソリンがほ重な配給制限をう けてゐる事は今民によミムまでもなし 、。例へば地1 : L

が侠川制限ぞうりて居なし、からと 云って建築の ? こめに充分なる供給を想、像11' ，外えるでゐら う

か。煉瓦全焼¥1 こめには燃料が必要 である。しかも燃料は石茨は VJ I i i I i i 新に至るまでこうし

7こ福要 tこ到して充分である 筈がな いのである。

我凶が現在行ひっ〉ある事業のIjil11聖 ' i . 意義については弘如きr I -' すまでもないこと である

が、 その Ｑ先制ｾ孔 ｪ見 ｌ 脱の批大さはぽ凶 ＧＱ限 ｬ

のE産主:業匙でゐる建事築築仕従一力がf 主ひぴr しいう禁先J北1:的な; 肱伏附f態E にあお噌かれる事は官首; 1) i前前:計泊詣ij‘の2事Hであつて、 我々にと

ってy ; ふべき現在放も 重要な ことはこう 云ふ批況に彪していかにすべきか。建築米と して

如何に凶策の机に副ふべきかと云ふ事である。

建築は以i米の_ ，n 要な産業である o H' l ! らぐ下は地業を? 掘る土工、 J ては凶iui { f づい技r: Jj i、x .

Ｑ ＱＮＮ焼きからぷｈＭ ｨｩ まで ｊ うほ に入れて、ＡｊＩ［ 築産業 に出銭 ｾ IlJ J接に| 剣係し、 その脱水ーに ttlfえに附

Jf給する人の敢にるや質に正大な撒 tこ上るであらう。従って建築の11;IJ 叫が強化されるに従っ

て労働払染者、技術家の失業がｾＧ ｾｾこ 表面化されるでゐらう。その中にあって白山労働

ＱＧＩ Ｍは一方 に軍需向工 鏑業の労 働力が不足して居るのであるから その替動は簡 ｊｾｩｬ 且寄与幼でゐ

る口又建築材料開係者にあっても 金 属Jm工業の如きは始ど全面的 lこ: ，[ 1 : 需向きの仕事の方に

持換を了しにと云って良いであらう口しかし例へは窯業石』オ来の如きものではその時局向

産業の斡業は寄与坊でな 〈 その背 Ｑ ｦｚ は弐却に表面化するであらう。労働ｾｾＭの巾にあっても特

殊の熟練工、 ) ( 工、 /1': 1主の或者ー も亦この例 lこ決れない。

占互に近き精米に RI 師化すべき J丑大な InH直は建築に直接闘1併せる技術者の犬臨時峨の問題

であらう q 建 築界が首 ｬ 白 ｩ せる ｾ ｊｦｪ ｾ ｭ は今までに介つにことのない Ｉ ｉ ｟Ｚ Ｇ ， ｾ｜の ｪ 伏態である。従って

その剖策も従米のやり方の践に名人ゐ' ) 1 ) ) e競守のみによって飾決する方法はj品 j ，'l :い や

り ｕ であって、こう云ょ、機 ｆＷ こそこの極の ｉ ｬＮ｜ ｪ 閣を慮 ｬｾ 日する強力な ｾ ｬ Ｍ ｉ ＺＡＩ と機ｉｩ ｍ の品むさるべき

1  I X 



時期ではないかと思ふ。技術者の一部分を時局と共に建築市勤の盛な る方面に A 固として

診すことは勿論、更に又他の軍捕工業分野へ技術者を jさることをも策せねばならないo 又

その? こめに必要なる再教育機闘をも。

建築は現在にゐつてはその多〈は不 ＺｾＷ の事業でゐる ｯ しかし選つてならぬことは建築も

うが生活必需のものでゐって只他のものよりも繰りのべることが ｉｉ｜ｾｅ ると云ふにけでゐるこ

主である。建築は凶家の干{ - 立に t って不可放な産主であることは何等控りはなし 、。凡それ

は食器ーの如〈生産主消耗との凶係が短い時¥i nでむすばれなし、 l岐にその}!llfliI J、繰り延べが可

能と云ふピけでゐる。

従って建築所勤は必掃の ｫｾｈＢ 中心にして波の ＩＱ 予を描しそして故は Ｉ， ｜［ｫｾｾ より極めて出 ｩ <. 

又波それより極めて低くもなし得る。それは生産と泊耗との附係が長い時II¥Jで結ばれる 8立

である 。建築活動の波は景訴と共に尚〈なり又低〈なるのが自 111資本主義経怖に於げる i伏

Ｑ ｬＮｾ でゐった ｯ しかしこれからの計 設経前時代 にあっては「 金」 と云ふ陛物の＿こめに長訴の

波が打つものでなかるべき筈であって、凶家の粧ir¥r的全控計くlEによって高下せしめらるべ

きものであらう。

建築の産業的な活動は極めてlJ5't純である。ぞ れは牌米に於げる凶米の工業的な千円動力の

貯水池＿こり得るものである ｯ その包合する工 業の分貯は 、 製制 ｾｴ 、 金属 カ ＱＱ 工の如きＱＺ Ｑ ＱＺ掃工

ｊｾ の大部 分をもその傘下に牧 め得るの Ｍｦ ゐって 、 ↑ ｴｬｕ ら 〈は ｬｬ ｩＧ ￯ｩｊ 工業の伐なる時は主 主 築を ｊ 乃 ｬ

Ｍ ［ＱｩＱｊし 、 軍需工業が徐力ｾ生す・るに従って建築工 Ｚ ｴｎｩｧｩ Ｉｊは ＱＰＺ｜ 止になれ一陣 Ｑ の工業Ｉ ｝ のギ衡

が似たるべき性質のものではなからうかとすら忠はれるのである。

建築活動が時局下にあって必掃の紘よりも低< . :j' Jllili ! j せられるこのj伏態がいつまで組げら

れるか叉続き得るか、それはこ像断は許されないが、少〈とも その後に* るべきものに必掃

の線に快復する にめの高い波でなげればならなし、。

現在に於て年々莫大な数に上る都，Iiーの新築家屈は凶民の宜伸のTこめに ilt てられて括るの

ではない。年々改築する必要を生すＧる家信、 Ｚ ， ￬ｦ ｩＮびに工 主の迂 Ａｩｽｪｾ ｾこ 作って膨脹する都 ｲ ｬｩ 人 口

を匂協すべき家屋の必要がその必礎となって居るのであって、ill 染WI Ji! i! j は1J 1l i ! i l J せられ?こに

けの戸数Tごり不良家屋と住宅不足と過絞り二居を生みつ〉ゐることは lリj かな事責である。

世界大戦後に於けるは雑巴の交戦諸凶は戦後に於て激 しいW-' 七雌に也 l自l し、 これを解決す

るために剰徐工業力を働かしめて数多の集合住宅の建築 となっTこ。そしてそれを遂行し? こ

のは戦後の政治勢力を握つ7こ連中であつにと聞く。

我々も ｬｦｾ <. か晩 〈か徐々にかな激にかい こもか〈にもこの住宅難とよが解決をなさねは

ならぬ時期 iこ面するであらう o その時期までに我々は技術符として準備すべき多々の事力:

ゐる と忠 ふ ｯ 将来 に 於 て 建築活動力［佐川する時期に ｬ 探 し て今までの如〈都 ｔ ｬ ｩ の ｴ ｬ Ｚｾ とをノ ｪ 、 資

本 によ る木造の倭ノj 、1J _ 借家建築にまかせておrいてよいと考へる 人は憎ら くある まし、。そ れ

ならは現在に於け る建築前助のt I llililJ はそれが深附でゐれはある Tごり 、ノk 航すればする にり

I X 2  



こう云ふ問題の徹底的な解決が熱することになるわりでゐる o. J;! fJ もこの建築li t; illJJ の作JIJ 凶

はむ しろ将来に於て都市の住宅政策を更新せ しめるべき準備期でゐり 、叉そ うあらしめな

ければならぬものであると思ふ。凶家又は公共の管泊! の必要あるものは必十 しも護送電の

みに限 C、な いのであって、例へはお11市に於げる住宅の如き 、将来に於てはほ しい ま〉な e ‘

弘人の利潤追求の仕事からはなれでもっと大き い子がその建築のJ -. Iこさし のべられねばな

らな い ものである椋に思はれる 。

すでに現 {I: に於て家賃上也代に1討する統制lカ;11はれ始めて、士tt 築資材の入手紙、建築費の

がi トーり主ね ! まって借家建築は11/;1人々 の々資金l l i ¥川法 t しての妙味はうたはれ、政 I(f の政J ; f ; : 1こ

ｩ｜Ｂじてそれらの資金は ｦ Ｚ ｬＱ金 、 公 ｩ ｬｩｬ Ｚｦ 責の［ｊ ｬ ｾ に於て諮も ｬｩ されつ〉ある。これらの統合され ＿ こＧＨＱ

本を焔米に於て 111，1々 の担任統制 な併家建築に泣元することな し その大資本を 強力 な組織に

よって故も附巡の匙ｴｊノーに持興すべき介 ｦｬｪＡ 的な都 市 Ｑ Ｇ ｉ Ｚｾ 七到封切 ｱ Ｇｪ はるべきものであらう ｯ Ｚｩｬ｜

築敷地の借入今に附 し て何等かの樺阪を有する同家 、 公共闘関 、 或は公谷法人による ｴ ｬ Ｚｾｴ

建築が行はれるとえ五、税な司王も必す' しも想像を許されぬ事ではない。

我々如ｾ Ｎ Ｎ校術米の時局 ￯ ￐ｬは 、 ↑ ｗｾ ら く は ｭｦ 汗な ｉｩｲｊ 泣ひをも合むでゐらうカ［ 、 ともかく我

え々li 築技術討 が現イ1:1こ於て仕事ーがな いこと を嘆す' ベき時代 e %へてよ いで あら う1; ' 0 乍 JT

は等ろ否と誌ふ。今日ほと主L喋 技 術 持 lことって多事な時はな い。家を控てる時に は、 も'1'

ｉ［ｩ ， ｩｬｬｬｾ ｩ は完成して肘なりればならな い 口その棋に辿築爪動力Ｚ雌んになる時期には 、主主 築のイ�Ｚ

，!刊 はシヒJl 主されてMなげればならな い。例々の家屋の刊文に肱じて| 凶耐を 01¥と 公 i 、棋なを

ｦ 症はも ＧＱ ＧＮ 新しいｼ時代の建 築家 に和 Ａ臨 しい ものではな い 。時局はすでに括［築家会醗に首Ａ日 ｾｉ こ

ム: されないんきな; 注文を渡して13るのである。そしてその花文に到底するにめに建築家全

髄がその411能と技能とを総動μ しなければならね時期にある口

例へばこ〉に数日、の住宅払喋に釘する資金が1政J i'， されるとする。どこにそれ lこ封) 起する

，¥1設があるか。どこにそれに剖虚する計設を立案する基礎的な: ) 5 究の結果があるか。計:; n:

の工 ｊ ｪｾｭ を ＱＱ ｜ｪはなけれ ば家は いく らでも建てることは ｈＧ ，Ｕｉ ｾるであら う が 、これ は勿論許すべ

から F ることである。何故ならばこれこそ府米に於ける凶力の泊耗をむiJ し凶民生日の能率

ぞ尚め同Ｉ Ｉ の 琳 逃のＩ ， ｾ ｦＡ世と なるべきものであるから。 例へ ば二つの土地の ＡｩＧ，ｪ によ立を 作 る に

・は幾多の 1.1 1をこえて進む羊阪の倍、一つはよ内試を行〈坦々の路とすれば、 その いつれが

選ばるべきかは|リj かである。

嘗てイｩＧｉｦ本オリムピックに訳する ｴｬｾｬ 艇につ いて 艇型の研究が 仔Ｊｦｬｉに せられに事がめつに。

組めて僅かな抵抗の減少のにめにその研究には多くの ＵＳ 苦がｾＡＨされ に のであるが 、 その僅

少な抵抗の減ノレは全f J 豊のレ ースコ ースに於てイl前E身にも及ぶ差を生す・ると ころであっ? こ。

|必i家のおi乍は、i i?に長期i政持久戦であって 、僅少な差カ: も' ( l ) 引って大いなる仙ーとなるので

ある。

凶 Ｓ 誌の ｪｾ ＩＨ なる企 別に 添」、て辿築家ｾ ｉｏｊｬｬ せよ 。有能なる 建 築家ｾ 徒らに 雌 ｩｦ ，波 せしめ て
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彼等の智能 k 技能とを巻! 主にまみれ 3 せるべき時期ではなし、。物資と労働力の節約をすへ

き時期が必すもしもいにづらに建築家の智能を節約すべき時期ではないのである口

都! l i 百十輩 lこ陸| 土防衛に凶民生活能率の研究に鍋輸して幾多の対語楽家の参加すべき仕:.:' j]: が

める。建築構造に? こづきはるものにとって釧付首l約 の虫Il き又極めて重要な問題であって 、

その根本には数多多大の年月をかけて研究すべき J主要な事項がゐるので ある。之のみのWr

ｕ とを以て しでも向 多数の技術汗研究符の活動をま に なければならな いで あら う 。 Ｑ ｾ 米利 ｊ ｭ

介衆凶に於ては石油 の 研究者のみで三千人の人が知ると i - d、。挫築 に闘する各種の必要 1';'

川題に3討する研究者の教は日本では全部を合 して 100人にも み? こないでゐらう。構造撃の

研究芥に至つてはその何分のーかに過ぎないのである口建築、 そこでは_ E [ f : 立の資本が年々

究されつ〉ある。建築の合理化 は数千寓悶の資材を年U:l こ節約し得るであら うo X之に よ

ると 1，，1<:1民 生前能率の増進 lこ寄興すべき何等かのものあらしめればノk き年月の裡に於げる そ

の利得ははかり会11れぬものがあらう 。 我々は我凶の建築 ! 支術-11'の技術441能に| 制して世界抗

- .Vfeであることを確L1 して居る。八11.主等カ: 凶米的な合;!tl jに参 加せす或は参加することを は

Y まれて徒らに舵なき舶を漕いでfuる松な現献を必ふるのみである。

ｖ 筆者はこの問題に関聯して果して現行 のー 翠な安全 率 合以てする 百 ｉＧｾｾ 法が合理的なりや Ｎ

否や， ｾ ｾ 与なる震度を以て計算することが合理的なりや否や 、 餓 筋コンク リｻトに 障害 ｩ して

現行の n= 15式を以て計算することが合沌的なりや、等の事項につき研究の結果を置を茨し

久意見を述べるとこ ろみつ? こo それらは単に問題を鋼材節約にのみ[ 浪つでも いかに多くの

構造拳上の娘本問題の解決金必要とするかを示唆するものでゐる 。そ の他高級鋼使用の問j

!1Il .  i府援の問題等又鋼材節約の問題と胸聯する新しL、大きな liH究極凶でめる。
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5 米. 界に潤する )1守家への示唆

1 前 提 事 項

現今我が附の執りつ、ある戦闘行11の 11的法に今後の! t ! . 透し等に就いては、各方問。j ノじ

ま ｾｴ から ｲｩ ｴＧ ｎｩ の芯 』ょ が既に新問 、 ｾＨ誌等に幾多殻去せられて居る事である し、 一雨紙撤のむ ￬ ￮

約の閥係もあるので、私は之を前提事項として、共の結論Tごりを( 自僚書に示すにk める。

I  戦闘行: E t の全き格了迄には数年を要する。共のIIrJ列強の干沙も必ら今作ひ激闘を

相手とする戦争の危険性も多分に干Iょする。ノトや我岡は同家行年の計の需め乾坤ー榔

のｊｩｬ ， ｾをしてゐるのでゐる。

If !I民間行: E t ヵ; 終結すれば芭もに、 すべての統fljl Jヵ: 解かれるとは者へられない 。

111 ./千人 の門下進む道は、戦捷抗- 主義あるのみである。

2 耐 え 忍 べ

主主築は今後I問 t の川はわ'i i日を免れな い。然 して之に到する根本的切り抜り策は、遺憾 'r:

ら先- t - 無いと思はねばならな し、 o 1i品提出ー主義の今日に於ては、|必lは多 〈の業界に針し、

耐 え忍ぶ事を要求する以外には他に方策カイ郎 、のであるから 、之に耐 え切れぬものの中か

ら自滅 、 ｬｃ 解するもの州 ｐ ， 来ても 、如 向ともなし ｾＴｴ い。建築界と して途方 ｩ こ 暮 れる のも無

ｦｬ ｬ｜はな い が 、他 の業界の幾つかは 、 ｊ ｊ 京悶 こ そ異なれ 、今日 ｬ 二 Ｑｦ Ｚｴ比すべき程度の幾多のｾ＼ｴ棟

を受け 、共の度: 1. : 1 : に業界の組織は向上弦述 して予kI このである。建築界として大いに考へき

廿られる秋である 。

今日 ij i事業な る;71iを組めて不川口に川ひ、之が費現を簡単に論争る人も居るが、常態と異

り、戦捷第一・主義の下に於ては、主1:[ 需品説] 係、輪IH品協l係、代用品開係以外への特業は、

7限定味且つ不可能でめれ強いてよをおせば| 当械を早める fごりである口建築染者力三l - . i il己三

水への何れになり 、 料 ｾｕ ｉ ｜ 来るか、 ＯＧＱＧ， 来な い か 、常 識で 判 断 して見るカ九、〉 。

3  悲観1玄、かりするな

世間の問題としては、悲加設に肯定せざるを得ないのであるが、之の事は決して建築共
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れ自身の位lil立を宅も侮げるものでなし 、。人HOの活動の森待でめれ頭要なる生産手段の一

つである建築をあづかる斥々は 、 こんな事位で見 ｾｦｦ をｉｬ ｲ Ｚ いて良 い ものか。 今日受けっ、ゐ

る打聖書 、 決損は 、 事 経 終結後の何年かの 腕 には 、 ｾ Ｎ ｾ 数信号 、 数十倍となって 、 必必 、 らす宇 Ｓ寸 ￼

るのでゐ る。建築家をを? 大いに要望し、11つ業界も大に爪 j授となる時期は 必 ら十米るのであ

る。 放に今日 の損失は 、 長・期号 ｼ ・ ｾ ｾ Ａ Ｍ Ｑ Ｚ のイ ｩ モＢｊｾへの投資と僻燃 し て 一 向 に差支へ Ｑ ＱＡ ｾぃ 。 Ｇ ， Ｇｩｩ Ｚ［Ｎｦ 三 に 投

資 し、 共の成育を作って牧谷を. f I J1げるに 比すれば、i主に直持.11下JIiz 1) 町、、 とも考へられる

4 針 策 一 束

政倒的E つ根本的の針策は無いが、梢倒的且つ丸li 息、な針策なら全然無い事もない筈であ

る。共の一例 として恐見を述べる 。

( 1)  満 支へ進出せよ

満洲 lま今や諸般建築の最中であって、f佐賀 なる業者、優秀なる建築家を要望すること il L:

1': しし、。北 支の一部又然りである。現在大なる組織を有する業者は勿論の事、単調に て(1

ｩ￟ｬ ｈ し ｾｾｉｾ き群少の業者も 、 此の際充に介。干 して 進出せよ。各種園髄は之 に 封 し より多 〈 の

也綾支援を ｾ Ｇ ｉ ・究Ｚせよ。→立従業 ｮ も 、 ｙｪ 境問部目の辛苦ぞ思ひ 、 ＪＮｭ を排 して 跨路せ 制的支

に躍1:1'，す可しである。

( 2)  建築調芥ー局( 恨名〉の新設を単む

過剰の建築技術家を諸に探用する。峻工後数年を絞7こる1: : 1;1: 1の科建物はすべて、之の調

1 Ht' 受 v) 、共の命令に服する事となし、調千日日は各五n築 につき 、共の惜敗世すれば五年し t

芯命の短 い もの 、 耐出 、 ￯￳ｩｊｊ 町内に紙製 ｩ のあるもの 、 ｦｦ､ｊＺ 者 ー の Ｑ［ｾｪ 生に悪しきもの等を調べ 、

ょにまJ し適切なる修拡を命じ、也接共の工事の監将をする。 使用材料はセメン ト、 煉瓦主宰

なる可 〈制限外のものを使川し、修結の! - I Uそに堆へ得ない見n物所有者には、地方自治岡W. ' J :

等よりイlZ特質の貸訟を行ふ。之の菜は人的資源、物的f ' fi if，l間有ーの愛護方法となるものであ

って、政府さえ持の必要を認めれば、質施は何等の閑却をWl 、もので無し 、。

ＩＨＧｊ 也辺 、 大風等の＿こめ 、 倒出家 足転［ ＱＯＱＧ ， し 、人 命をも蝕 ｭ し 、 人，心己心、は柑皮皮‘に安定 Ｓをｾｾ快 Ｓ決 ｴ き 、

3父乙倒t出良

Ｔ符守宅守Ｚカが ｺ 、 ｚ 官経Ｑ］ ＱＧ に起らぬと散が保詐 ｾ ｉ ｲ Ｇ ， 来るか。

( 3)  煉五、石、無筋コンク リート 迭の再認識

上記のt 7 I J : 迭は冊以: 、耐風土快拙を? 有する事は事費であるが、子千々建築家は過去 lこ於て、

一般枇千? にまJ し、 共のJ快駄を ii :f<りに誇張し過すぎでは居らぬであらうか。私の見解によれ

ば 、 施工法さえ碓貨であるなれば 、 二附程度の建物に於て 、 ー 卜 ｾ ｊｉ 己の ， ｦＯ ｬｩ 起ｾが木起 Ａ ［に劣る ＢＢ ｽ ｩ は

向所 にも鷲見指摘する事は If "米な し、。防犯、防火の_I - . からは、府米木it に代るものさえコラ

へら れる 口此の際此の正しい認識を 一官立に 了併せ しめるのは、 J千々 建築家の義務でもある

し、 叉之の採用が それ1': 1!t 建築界に仕事を興へ るものでもある 。
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(4)  常介建築家を新し く作るな

j卓からす志して数多〈の建築家を要望するに有る司iーは IlrJ 注の無い事であるカヘそれ迄に年

々、新し い建築家が増)JII する事は、差首りあー刀; の不幸である。之が封!ri [ ; 策としては、各製

校 J与に墜則i " 謎更し、低年紋に於ては建築門生徒の他利 、特に機械科への1制 :1の途を論じ

て] 主ひ度ぃ。機械科等は. いくら卒業生をけl しでも向不足なのであるから 、定H等に拘る

必要な し 二部教授なり 三部数民にすれば、いく らでも牧森川米る筈である。又高感年に

於ては、一早期 1-[日伎を、建築科の授業を排し、之に機械大意、機峨製1:弘l共の他を課し、主f.

議後は昔前り機械lii; ;j工Tこり得る様に教育する事も必更でめる。叉大里美専門製佼の建築' f;.; 1に

耕せられて居る材料強弱事は、機j戎刊ーに於げる それと 、111持同一であ り、 之を北礎 とし て続

期の機械講習を佼げれは、組めて優秀なる機憐設計! l) J乎を得る事がIH来る。私は偶然にも

中等墜校に於ては機械を、J . !H"j 皐校に於て建築を製んに7 i - であるから、之等の言は相首の

撮 り底のあつての事である黙、特に御留意願ひ度い。

叉訴のi也は多少それるが、大工l阪をして、機械工場に於て罫書き職工に使用し ?こ場合の

成杭は、各工場共に I!<ri る良好ーとの事である。

5  業界に封する将来への示唆

本日之i " 殻去す可〈依りも 貧弱な資料しか1-1- ' . 来て居ら子、制めて抽象的 1J ; ; ; r ; となれ誠

lこ遺憾ではあるが、以下が何かの示唆にでもなれば、ご作者ーとして望外の喜と言は Y るを得

ない。

事組、の全き格了後の市1: 令は、従ボの資本主義に釘し時多の修正が)JII へられる: J : j { - は、を 〈

1I ¥1J 1( ; ・ひの無し、司王であるが、 さりとて共の根底を援す様な 縫 ｟ ＧＮｾＧ［Ｚは考へられない。然し乍ら各

脆の業界、 qyに時代に辺れ勝である建築業界 t しでは、相常の封J ! i l ( 策が施きれなくてはな

らな L、口元来単なる分業的企業は一見合U] 1 的の校でめるが、之は資本主義の急: 激なる殻建

過科に於てのみ、脳を? 利かせ得るのであって、今日既に共の根底に大なる矛盾がイFする。

故に帰米建築のみを専I"J とする大なる企業は、相岱の危険を? 負ふてゐるのみなら歩、お正

に共倒れのお子F をit長tlAな〈されるであらう。建築イ失業は恐ら く府米、科墜さ的合.J:1I l的綜合合

業組織の一部r' J としてのみ安全 tこイ( J i: し、殻述するのでは無から うか。 此の事 に就し、ては

不日 より整備しに資料 lこJ忠 弘 皆 扱 t 研究し合ふ事を約して欄筆する。
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銭 鋼 節 約 の 具 腰 的 方 策

}安 野 新

俄 ｗｾ と ｉｾｾ ら宇線て ｐ ょ Ｑ ｾｽｪ＠ＱＱＱ ｾＧＧ｝ｩｬｩ 成の ＱＱ 必要たる物資、又は ｴ￹ｊ 妾剛力 ｻｉｉｉ 民 ＱＭ ＧＮ 才 Ｇ パ ｬ ま銃後 ｬ Ｎｪ策

上 必要なる建設に要ーする物資及bt 杯相場の維持並に陣| 際牧支の改苦上輸入を抑制し又は輪

ＯＭｉＧ ， ｾ奨悶 ｊ す べき物資を Ｑ ＭＱ Ｇ， 来るにり同内普通Ｇ丙要に充てることをｩｬｬￍり［ｦｾ ¥はその長を節約し

つ〉市も f!!f 要の建設を閑ifHこ些の不安もな く遂行することは前記必要物資の同内政市資制l

による生産Ｈ，ｦＮＨ￭ ｪ 少必 要 資 ｩｊｨｾ は寓 ー の場合に備へて愛謎しなげればならない〉古品の ｊＴ ＢｪＺ梨 、

代 用 品の護明、生 産、 叉 は優秀なる新物資の創製等の杭制的得興と共に一般技術家の !I"fに

多 〈を負拾すべき名枠ある義務であって、 技 術家と して今日凶2家支茨.に3詐針三すIして努むべき i此l比止人んJ の

御イ卒三公の迫でなければならな L、、。而而j してその中でも餓鋼の色官白節j'j約 lはぽ立式上.'千，

要守者有?仁こる ;否百ノ々号建 築i炭支抑争術府家のf解q昨平i決jたとし lゆφ 〈ベき 詰商の最も霊要なる' ) . '官Bk4務でゐる。. ! . ; .I，以;.1ユ.1，、下詰? 法まる〉

ま〉に此の問題のJ具1; 骨鰭豊的j解昨決方法に開する私見をを? 迷ベ各伎の御参考に1J 1 . : しようと思ふ。

IX  8  

記 述 の 便 主卜次 の 6 項に分げて述べるこ と〉す るo

( 1 ) 材 料 の 選 揮 CI V) 強度計算上の考慮

( l[ ) 平 面 計霊及 建 物敷地内配置の考慮 ( V ) 施工上の工夫

什11 ) 構造の工夫 ( V[) 仕上及意匠設計の工夫

(  1  ) 材 料 の 選 揮

此の'.1 P 常時局に於りる材料の選搾は次の如き J μ¥1 > に撮るべきものと思五、。

( 1 ) 純倒産rr;' ，( 凶内即料又は材料を川ひ間内資本に局する工場にて生産せる rl ，' ，) を川ひ

る

(2)  J I : むを得す・( 1 ) に依り灘い場合は海外支持1¥の11' ，来るにり少いものを朋ひる

(3)  /-1¥米る TごりmHnで強度、耐久力、比頭、衛生、外問、施工法等より槻て 11的 に 比較

ド1''] 良 く泊合せる品を斤j ひる 。

( 4) 間保るに付金属類の使) 1) を挫げ、J I : む を? 件な い場合は強度や耐久力さへ我山/ - 1'，オ隠れ

ば合 Ｑ え樹脂 ｊｾ の他の有機物 ｦ パはモルタ ｊ レ 、 漆 ｈ 食 、 プ ラスタ ー 等 ｫ 金 ｬ 必の、Ｇｴ ｦｩｉｊ［ｕ 七一校

I't'- J  Ｇｾ ｾＧ ， ｊ なる無機物｜･以て製作し Ｗ こ芯に鍛金せるものを川ひる ｏ

(5)  ＱＱＧ ，米る Ｗ ごり冷 Ｎ［［ｈ ・ｾ川ひない松にし 、 ＩＱＩひる窃イトは ＱＱＧ ，米る ｦ ごり成長の ｪｩｬｩ い附般で ｦ 淀川Ａ

に1M.) へるもの叉はノト迄依り) I J ひられて米なかっ ｔ こ限類のものて彰 ｾｶＧｦ 最多 〈 使 ｊｬ ｪ に耐へ

るものを習慣になっ' ま今自 IIJ 'J: J 工場で検討して灯l ひる。

(6)  ＯＭＱＧ ， う ｪ ￯ＮＺる Ｗ ごり不燃 Ｇｉｾｉ ＮＺ のものを丹 ｬ ひる



(7) 強度に比し11'，ボるにのW <て縮 工 に賀川のか〉らないものをf { j ひる 。

( 8 )  Jfd. J 共 の他 の干1IJ.tJ)J Iこ金属類を佼j 日することの少い ものをmひる 。

(9) 建 築 法 規 共 の 他 の 法 令 に 抵jぬしない ものを 用 ひる。

上 記の{ 床1'1' に比較 的 合 ふ も の で普 通 の r日と して は次の如 きものが場げられる。

セメン ト、 石灰 、川 砂、 川 砂利 、 ｎ 十三石 、 徹 ｩ ｾ ｲＭバラス 、 シンダ ー、 煉瓦町 、 火 山 砂 利Ｎ 抗

火石砂利 、 ｪ 立大石 、 Ｊｉｩ ご ｦ Ｚ 、 妹 ｩ 五 、 陶磁器 、 石材 、 耐火間 藤木 材 、 竹 、 従ＯｾＨ干 ｉ ｊ 川 将度ｻ尽 く ｦＱＱ ｪ

も者右!i 長 大 な る i くなの如き材、市内了ープロック 、1ii'i 子市lii、冊 子管、1ii' i寸・板共 の他の1i i ' i子 製 品

スレ ート、 極々の繊維板( テックス 、 ボ ード 類)

その rj .1でもセメン ト、 砂、砂 利 、 シ ン ダ ヘ 餓 i宰パラス 、粘 土、附 子、竹 等 の利 用 が 宜

L、。

セメン トは凶内又 は我 が勢力附内に多平: にイ子する資視を使用し生産能力はめり依る将あ

りそのJ 二品質は1叱界的に優秀なものであるから出来るピげ利「日す る と 宜L、o 1fu之につきも

の 〉砂 、 砂利も亦無 ｾ ｉ Ａｾ 裁 にめるの ｔ ごから精々利用すべきでゐる。建物の構造轄には煉瓦を

使月1するよりも無筋コンク リート を 使 用 し て 完全 に一 躍的 な構 造 の も の を 法 る 様 に し に方

が党 ぃ 。今雨種の ＪＱＱ［［ 迭の優劣を針 ｊｈｾ 比 較 し て見れば次の通り ｬ こ なる。

無筋コンクリート造 煉 瓦 造

(  1  ) 縫手の歎極めて少〈場合により全然之を無 (  1  ) 総手が無数に出来る

くすることも可能でみる。

(  2  ) 強度が大で強度の信精度も 高い ( 墜縮強度 (  2  ) 強度が小で強度の信頼度も 低い ( 腿紛倣度

に於て少〈共煉 ￌｩｾ 積の Ｒ 倍以上で ｊｌ ＺｧＮ｜￬［る桟皮曲げ 、 に於て;精荷コンクリー ト迭の牟分以( : で曲げや 引

引張、M笛i等に鈎しでも強度金礎資に期待するこ 張 、 ｾ 断等 に 劃しては係り強度を期待 することが

とが ｮｾ 来る ＩＰ 出来ない法規上は比等は零 となってゐる〉。

(  3  Ｉコンク リー トの製作及 打 込ｾ少しく指導す ( 3 ) キ自営監督を?厳重にし ても トロ の巡り不充分

れば充分敏符に打ち上げるこ主力 ;LB来る。 となり 空股が多く なる。

( 4 ) ;t:r.稜Et 督しなくても キ目蛍 なm*告を えに出来 ( 4  ) 絶え す，監減する 桟度にしなげれば仕事が不

る。 完全になり 易L、。

(  5  ) セメン トは新鮮な品含貯蔵に注意しで用ひ (  5 ) 線天は一々検査しなりれば不夏品が混じ易

さへすれば品質については殆ど心百日はし、 らな し、。 ぃ

( 6 ) 材料の供給量が大 (  6  ) 材料の供給量が小

( 7 ) 材料の蓮織に大しです主意を要しない (  7 ) 壊れ易い L の故材料の運搬に侍別の注意が

(  8  ) 工授が安L、。 要る

什) 1. 2人の段'仔と卜2人の経験者とがめれば (  8  ) 工費が高 ト

f也11米綴雪量の低賃金勢働; ( i で L 不安なしに施 ( り 質際施工に '11; る戦人は本首・ 0 煉天工でな

よ1: 11'1来る 。 げれば 充 分な仕事Ｚは ｮｾ 来な い が 今 ｈ では仲 ａ

( 2) 断面が大きくなっても等間の方は左手宅昇

らな し、。従って工事の速度が速い。

作られなし 、。従って経験乏しき左官工を使用

しなげればならな いが何れにしても賃金は高

くなる。 叉此の虫f I き 戦入金使用する場合は自

然完全な仕事が出来難いばか りか能率が惑い

( 2) 断面が大 になる 程往々手間を食ム。従つ

9  iX  



て工事の速度が遅れる 。煉 又検 は l 日の工政

高さ に於て約20段 を最高 とす る。共れ以 上積

土せる 時は{ 頃い 1: り振れ1: りして燈形が大主

( 3) 複雑 な形 の関 口の場合又は 関口 の駄 が多 な る。

L 、場合共のf也複雑 な細 部構造の場合に も材料 ( 3 ) 複雑 な形の関 口の場合又は 関 口の盟主力t多

の無駄が少く 手間 L 比較的界らな し、。 い場合共f也複雑 な細 郊構造 の場合 に[主主主形物

( 4) 仮枠 lま要 るが同 一偲枠を 3 同位 l士用ひ る のを 多 〈 要 し 手間 もか、り向府も多く ＺＱ Ｑ • 来る

ことが :B来 る (4) 仮tJi' は要 らな い

(  9 ) 煉 京;迭に比し重量が約21Y. 程竜 い ( コンタ ( 9 ) コンクリート 造 に比 し重 量が 約17Y. :f 1型経L、

リー卜 遣 の)!jl .位惚積の電量は2300kg/ m
3

)  C煉 主主主主の皐位穂積の重量 は1900kg/mり

f持参考の10に煉瓦匙に釘して最も有利な場合Tこる; 煉瓦一枚積に相賞する 厚の無間口の昨

暗について無筋 コンク リート 迭と煉瓦遺左右? 比較しに結果は下の通りとなっ? こ。

!享煉瓦 l 枚 ( 7. 5寸 = 22. 7cm) 高 3. 00m、長6. 55mの無関口の壁障について煉瓦遣に依る

場合と無筋コンクリ戸ト謹に依る場合主比較すれば、

構造髄のみについて云へば、

妹l瓦造の場合 :

煉 丸 2，630本 ( 破損 を100本見込 む) I. 000本に付35. 00閲， 計 92.05閲

' 1' . 問， 2，530本

! 切に付 0.345回

1，000本に付 12.30闘

多 13.80

?  31.12  

合計 136.97閲

セ メントモルタル C1: 3) ， 40匂j

無筋コンクリート迭の場合

コンクリ ート ( 1:2.8:3.2) ，0.73立坪 、 l 立坪に i寸 87. 00岡)

ci 幾械練 J ト95. 00問 問

機 械類 の償却 費、損料、電力賞、回線質及手間共 ?  8. 00 )  

偲 ，ｦＧ，ｾ ( 2回使用 ) 11.70商坪、 l 面坪に付 1. 85図

69.35閲

?  21. 65 

合 計 91. 00阿

となり構造主慢 のみ について云へば煉瓦迭は無筋 コンクリート迭に比し約 5 割方高 い。更

に仕上ーげの費用 lこついて考へれば

村 直し モ ルタル 煉 京; 積 2回塗 I m
2

1こ付 0.46閲 l 閃に 付 20. 0m
2 +in  9. 20阿

会 コン ク リート 造 l 回多 。 0.23 ?  ヨ会
?  4. 60 

内外共 モルタルに て仕 上げ る場合

煉 瓦 積 0. 23悶 x 2回 + 村直 し費 = 0目 92回 40. 0m
2  

小 計 37. 00閲

コンク リート 逃 0. 23 x  2  + 村直 し'!i. =  0. 69閲 d急
。

28. 00 ?  

内旅漆日食 Ｐ Ｎ ＴＶ 阿 ＫＰＮＹＵ 閲 ］ｾ 1. 41 [JJ 20. 0m
2  

士
一
貝茄煉閲

n
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外11日モルタル 主主

内部漆!喰 0. 23閲 +0. 95閲
r 卜 18闘 20. 0m

2  

14.00岡 1

1
37.60閲 … ーコンクリート 3fi

23.60闘 j

外部モル 9 ル
i会
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内派 プ ラスタ ー 1. 05阿 ＲＰ Ｎ Ｐｭ ｾ＠ 21 . 00悶 ・ぃ・・煉 エt 4京

ｾ＠ 0. 85閲 20. ｏｭ ｾ＠ ＱＷＮＰ Ｐ 閲・ ・Ｍ ー コ シ ク リ ート ｾ

外部色モ ルタ J L- 掻 きHIJ し 1. 96関 20. 0m
2  

39.20回・ ・・-煉 宝石 設

?  1. 75問 20. 0m
2  

35. 00閲・・・ ・・・コ ンク リー ト造

"'i- '，'(s色モ l t.. ! )  ，レ刷毛引 1. 80悶 20.0 m
2  

36.00閲 ・煉 '1C 干員

1. 60悶 20. ｏｭ ｾ＠ 32. 00閲…・・ コンク リー ト誼

従って仕上 げ共の場合は名場合 lこ! (在じ て雨構造の工費比較は次の様になる口

仕 ト
( / )  

傾 妻責
| 煉

又 氾 | コンク リ- ｾ 造ｼ 煉 悶Ｏ コ ｙ ク リ ー Ｑ 遁

内 外 共
モ 2し 亭 173. 97回| 119. 00閲I 1. 46  

外 部 モ ル タ ノレ 内 官li 漆 喰 |

外 部 モ ル タ ル 内 部 7 ・ラ リ ー |

外 部 色モルタル掻 IH し 内 部 漆 喰 |

外部色モルタル掻 出し内部 門 ス 9- 1

外 派 色 モ げ ル 刷 毛 引 内部 モル F ル |

外 旅 色 モ バ ノレ刷 毛 引 内 部 漆 喰 |

外部色モ )L- 9  )L-刷毛引内部プラ スタ ー |

即 も煉瓦迭の方が無筋 コンク リート 迭に比し大髄 4 割強高 〈つ 〈こと がわかる 。克も古

煉瓦: ft ' {克i 、苦言介は構造主瞳のみで 92. 50闘位 とな り、 大韓無筋コンク リート 士主 主同じ位の

工費となる。

シンダ ーや鏑i宰は履物であるから之が利用を? 岡る ことは有意義である。又粘土は至る 所

にあり時取識 であるから 利用の遣を研究すべき である 。唯注意すべきはシング ーは不完全

t吹焼 してゐるものは無水硫酸佐合 んで居 れ 震 に水分と 接備する時は硫肢を生 じ、 之がコ

ンク リ{ ト を，:， f止して硫酸 カルシウ ムの結晶を生 じ膨脹するのでコンク リ{ ト を局部的に破

壊する様になる こと である。そ れ故シンダ ーを使用 する場合は充分良 〈燃焼 して ゐる もの

を選ぴ吏 lこ検ユ?でして燃焼不充分の ものが混入し てゐ?こ らば之を除去 し向使用前水にて洗織

する等の注意が要る。

1ii 'i 子は我岡の重要産業のーであ り原料Tこる 桂砂 及曹建次は問内に 盟宵 にあ り生産能力も

充分 にあるから板ガラス に、 ヵーラスブ ロック仁、 ガラスタ イルに、 石i'i 子市:i Hこ、 冊子管lこ、

向1'111こ所要の製品を遣って建築 に駆使すべきで ある。

竹ーは次妻女D如〈 強度比較的大に霊長 も軽 <li 最 も好都合の ことに は生後 4 年{立から 充分

使月j に耐へる 様 になること であって、構造用として使用 する には生後 5 年依のものが最 も

宜いのであ れ 従 っ て資源は極 めて担官である。 腐蝕の方も 諸般の事情より綜合判断する

1  1  I X 



一
第 1表 各所の護去による 竹の強度

研 究 者 又 は 研 究 園 名 1 ｾ翠性 係歎 ｉ 引 張 張度 ｫ ｧＯ ｣ｭ ｴｼｼ 懸綿弧度 ｫ ｧ Ｏ ｣ｭ 。 Ｍ ｼｼ 幽げ強度 ｉ 附着強度

( 接 表 的 附 n

2

内肉音li l禁Z室 内肉昔日|委532 附 n

2

附
Y12

梶 111 浅 次 郎 氏 〈大正4年)

1  1  
1. 299 

1  

鈴 木 丙 馬 氏 ( 昭和8
1，
1-'-)

1  1
1. I72

1  
1. 971 

1  
745

1  
508 

< 1 ' 移 民 図
( 唱 和 的

1
116.900 

1  
9861  [， 760 

1  
915 31.7 

Datt a氏 ( 昭和 II 年)

1  
175.000 

1  1  
l. 750 

1  
735  

1  
365  16

恥 2叫 (3.2)

印 皮 ( 昭和 II
的 | 1  

(825)  

1  1  
(825)1 

峨 屋 政 男 ( 硬 化 竹 筋 洞 和 l
同 | I  

2. Ｒ ｾＰ＠
1  

(  ) 内の数字はf也のヂ - ，;1 ーに比じ著しく異 る もの

第 Ｒ 表 「 まＮ，ｾ け ｊ ( 背竹〉の強度

(ET??型車許認Z鰐間三宅詰LZ諸説)

日毘 度
グJ 干重 類 破 援 強 度 kg/cm

2  

J と 皮 官li
1  

3. 067  

ｉ［ｾ Ｎ＠ 度 内 肉 l. 172  

表 皮 内 肉 共 の 場 合 |
1.971 

眠E 総 I民 度 | 表 皮 内 肉 共 の 場 合 |
745 

出l げ
5[[ 

度 | 決 皮 内 肉 共 の 場 合 |
508 

第 Ｕ 表 木邦 産 竹 材の強度及 ｾￏｾｪ 性 係 数 Ｈ ｫ ｧ Ｏ ｣ｭ Ｒ Ｉ

2蹴矧読刻| 積
別

1

1 幹 部 | 中 幹 部 | 上 斡 部 | 卒 均 | 総 卒 均

iい「

|医叩: 詰認出悶
;z
誌利叩; : 引Wい山;Hド 山|いげ(:;

う 〈

lr;;; ! 2;;; ; 122 ; | I;;;J l z; : |  

そうにげ

112; |
33;;: 

1  
1: ;  |  

2;;;; 

l  

2;:; ;  

l  

:[; -I j l』; 出川王li F
皮

1L うそうだげ

1

?  

I  

585，67  

I  

648. 84  

I  

597.1ヲ

|  

川
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ち く l ー |

| 内肉昔日|

もう そ う 仰 |表 皮 判

内肉 昔s I

126. 750 I  

135. 583 I  

24. 013 I  

494. 750 

115. 272 

378. 914 

21 1. 257 

に直接室訴 に踊れるこ主なく絶えす・相官; の水振を ;宵する場合には、かなり 長期 に亘っ て進

行しない様であるから乾燥する 民れのないコンクリート例へば土中に入るコンクリート殊

に基礎盤や必礎杭の鍛筋の代りになら 大僅の ものを殺掻剤 と防崎潤j で充分鹿現 して侠へは

強度上不安は先づ無からうか主考へる。 ;むも粧! 験の之しい材料で研究も不充分であるから

技術家主しての恨し みの上 から今の 臨ま ＿ご 徐 り規模 の大 きなものや 重要な 建物には使ｔｬＭ ｊｾ

惇るのが至首であらう。向竹は水を含むと膨脹し、乾燥 して来ると牧縮する性質が顕著で

あるから之をその ｦｾ コンク リート中に 押入する時は初の巾はコンク リｻト中 のＷｫｩＧ吸って

膨脹してゐるが次第にコンクリートが乾燥してチk るにつれてコンクリートに比し多量に牧

紺iする鱈コンクリ ート との附活力を減じる成れがある故注認しなりればならない。 Dat t a

1.¥: の張家- によれば白鉛塗料の如き防水性でコンクリ{ トと の附着ブJ をも減じな い塗料を塗

ればコンクリートが牝燥する所に於ても支障は起らな い山である。竹の許容強度主しては

川左すべき倣壊強 度が殻表者によりｾ々であ る ので安全を制て各種類 に肱じて第 Ｔ 表の

様に仮定する のが宜いと うjラへる 。安全率は大韓 7 以上あり木材の安全率 6 に比し通話; e思

はれる叉竹の弾性係数は、強度と同様竹の種類年齢等により相等差異があり向各所の護衣

のIl f J にかなりの懸隔があれ jj 量確な所はわ からな いが、低肱力の所を よ} 5へ安全を見て大韓

120. OOOkg/  ｣ｭ ｾ 程度 と 削るのが宜 い でゐら う 。 然る時はコンクリ ー トとの弾率比は 1. 0 と

ｾＱ ｦｊＱ るこ ｫ 、 Ｑ ｊＮるロ

土 7ご り

(吉正 竹〉

11 ち く

〔淡 iJ )

も う そ う fご り

〔 芯 宗 竹 〉

第 4 表 竹 の 許 容 強 度

ｾ｀ Ｎ＠

日I'! 長強度

歴縮限度

附着強度

引5長強度

医 ｾ ｬｍ 強度

引3長強 度

度 の 種 類 |  許 容 強 度 Ckg/c mり

部|

表 皮 内 内 共 の 場 合 |

時 の 賓 皆i 面 積 に 劃し |

内 肉 150 

240 

100 

空洞部分迄節めれ全断面積 I  45 

100 

4  

表 皮 部 |
200 

内 肉 100 

丙 ふ 向 吋 に 封 し |
60  

事え 皮 250 

内 肉 部| 75 

1  3  I X  
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向将来鍛鋼節約上登場せ しむべき材料としては版の材料として引張に釘 して仲びの徐り人e

なら ざる 様材 料( 少量の合金元素を混入する 等のコ伝法により) 又はパンチ孔の大きさや配む

を工夫する主か又は若し Expandす る種類のものならばその Expandの租車二を也1誌にし て副主

の加工硬化 械 へ る 様 にしに薄鋼銀打抜 ラス ¥. . F¥f . / ¥八/ V V V V

を形等に曲げにもの、叉はアルミニュ ーム荒〈はマグネシウムを主原料としに椛迭川紗. 金

属材又は鋼に少量の准索又はクロ ーム を合イ{ せしめて高強度ーとし制の利川{ 賃値を高めに {i 1  ｾ＠

素鋼若{ はクローム鋼及高強度の陶器、附子又は餓筋コンクリ { ト 等で逃つ?こ大型以ーもの

〉定洞材等が等法げられる〈アルミ ニュ ーム やマグネ シウムは我凶に J-t iWは盟1h-にあ るから

将来電力の供給が充分になれば多量の生産が可能てずある。) 努k に主i ! l iJ材は内賀村 lこ比し 1111

げに釘しでも! 監縮に釘しでも翠位重量首; ｾ の強度が大であるから今後は製作技術の除問 ｩ 合

克服して出来るだり Ｕｾｻ ｲＮ， ｊ 材を利月 ｬ する様にする 主よい主思 はれる。 コンクリ ー ト が良 質 と

なり施工が確賢になって来? こ今日に於ては現場打の餓筋コンクリ { ト材で も大きな材では

えい仁左洞の活用をお奨めしにい。現に我隊ｼでも基礎用ケ ー ソンとしては丹 ｬ ひて居り又 Ｑｾ Ｇ， ｬ

温で は第 6 及 7l ，，'iill こ見る如く 床版用の主主制材が賓| 際伎は れて居り 術米凶では Purdy bridge  

の主桁に鍛筋コンク リ{ ト 迭の主洞材を使川してゐる 。( 第 1 固)

(  II ) 平面計聾友 ;f主

Zl干主J (翠事1
窓認広風前

建物敷地内配

l有

置の考慮 国 本版
0) 平面及立| 自[ の凹

凸ｾ少〈 し 翠純簡明に
号軍

する れ |品.il

Ｈ Ｒ Ｉ 給 水 排水等の設備をＺｦ ｪ する古 ｾ ｜ ｬｴｩ は成る べく 隣接又は ｟ｉ Ｍ Ｎ下に 亙る ｴ Ｇｋ に 配世 して 場包 引

を節約する

(3)  1+¥タI <i 得れば逗問、 j創設、 洗濯場匂ーはガス 、7]( 迫等の本管のiill ってゐる lli Jf.持'々りに 1，:

に隣接して配置しカ‘ ス、水道等のメ ート ノL の位むも主主管の節約に便利 な践に配位ーする

(4)  1占|定間仕切位及lnI f民又は lnIH武引をは_ I-.下にA: る 棋 にし;むし返ねられな い場合は ト.併の

暁鰭は成るべ 〈粧 〈法る

( 5) 桂は成るべく上下相重 り、前後 N.;{i に一直線欣に相並ぶ棋に配l位する。

(6) 不必要に訪れ、部屋や間口の大なる部屈 を遊らな し、。

Ｈ Ｗ Ｉ 建物全躍は敷地内 ｬ こ於て ｉ ｌ｜米る＿ごり瓦 ｪ 折 、 電気 、水 道ｾ Ｚ のメ ー ンが泊ってゐる道路

に近〈配置せし め導管や謀総類の飾品りをliii;j る

( J[ )  構 造 の 工 夫

(  ]  )  前 項 に於てゑ ￟ ベ＿こ扶な工夫 の 他に、 ＱＱ｜ 似る に け ｉｬｪ 拍 ｪ ｾ 低 〈、佐ｉｬ ｮ を独〈し Ｑ ｴＧ ， ｊ ｊｬ ｕ Ｇ ，Ｇｽ
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を統一 して出来る Tごげ種類を少 くする。

( 2 )  木材も閣内の資源少 〈共の上直接軍の需要大なるのみなら今パル フ・資源 k して 必

要なる上年々多量に外閣から轍入 してゐる欣態に在るから原則 主して鍛鋼は木材を以て代

答させな い様にし? こい。但し トラスや床は例外とするも JJ てむを得な いであら う。

( 3 )  第 ｬ に ＱＡｾ 筋コンク リｻ ト迭を 、 第 Ｒ に鍛 ｊ 百コンクリ ー ト迭を選ぶ様に す る。それ

放出来る t: け無筋コンクリ { ト迭を以て築浩する百十重で進み、止むを得ない所fごり少量の

餓筋を使i 、様な方針にする。

( 4 )  マツスを大にしても差支へな い所とか又は主主して! 土佐縮力や掠断力や斜張7J に|耐

へるべき部分は大韓無筋コンク リー ト遁又は極めて餓筋比のノj 、なる餓筋コンク リ{ ト 迭と

し、且此等の種類の力を多〈此の部分に集中させて引張力やモ ーメン トの多〈起る所に於

げる共等の力を軽減する様に特別

の梁組やヒンヂ、ローラ ー等の特

殊部臨機捕を巧に利J l J する。例へ

ば梁を第 2 圃の様に配置し、桂の

上下端をピン緋迭とし耐'dJ 壁を充

分| 制強にして地長又はj武に基づ〈

ヘ ＯｬＮＮＮｊ､Ｏ ぬるｾ ( よ 下端 山 ヂ 〆社〉

第 2 悩l

7 k 千力は皆控睡に負婚させ柱にはj } ' r i也荷重による刺1方向力t: けを負指させる様な構造とし

桂 t S空瞳及J前進 とを無j効・コンクリ戸ト lこする様な方法である。

(  5 )  ｉ 相応 ｲｪｾ 利 ｭ しその接合モ ー メントを材の中出 ｬ モーメントの軽減 ｴ こ活用 し て鋼材の

節約を凶る。

( 6 )  剛比を趨賞 l二して鋼材の所要線、量の軽減を| 謝る。

( 7 )  主 主して曲げを受ける材tこ於りる! 軍縮部の補助鍛筋は出来るにり少くする。

( 8 )  鍛筋コンクリ 戸 ト造のトラス に於ては出来る fごり引張材を短 〈する様に材の配置

を工夫する口

( 9 )  スラフ♂や梁等の如〈 主と して曲げを受りる材では持活、方杖理事を利HJ してスパン

ケ短くする棋にする。

(1(} )  合j . I fや地下室には無筋コンクリ ート の ア戸 チを前 )IJ し* も無筋コ 、ンク リ戸ト のア

ーチを以てするとよし、。但 し此の方法は地質の徐り返し、所ーでは避りなげればならなし 、。第

5圃は此の極の構造の- f j IJを示す。誤解の民れがあるので寸法は一 切省いである。各部の

寸法は勿論強度計算によって出さねばならな し、。

( 11)  餓骨造工場建築では無筋の腰壁を設け之 にて佐の下部を観ひ固める様にすれば、

粧の挫屈に到する抵抗を増し 、 以て桂材の 節約 が出米るとづ ｴ に胴縁用鋼材及壁 ｭ 泌飢 ｾｾｊｩ の

節約が出来る。

(12)  工場の建物で建築耐肪 ＲＰＰ 坪以下叉は ＲＰＰ Ｚｦ ｦｾ 超えても Ｒ ＰＰ 主 Ｑ ［ 以内Ｇ￭［ｪＺに防火監を試

1 5  I X  



A - A  

2  

lρ  
1

7

 

B - B  

r' ' ' l  ，---、

宝 P官

f

i
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-

o
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けにものて‘ 両65 )'(_ il 可:高50尺以下の比較的小規模の建物では恨令li納長を要する種類の建物で

あっても特に火訴を扱ふものでない限り/ J I nj 縁類は組、て木材とする。/ J I iij 縁m餓鋼量の全建物

の餓釦Ｇｾ量に劃する比率は建物の規枝、Ｉ IH金、クレ 戸ンの有無関口の大小等によって差異が

あり一概Iこは云へないが中には26 %程度にも

:速するものがあるから此の問題も馬鹿にはな

らな い。

( 13)  叩極防火地区内の木浩建物の外肢は

ｊＡＡｾ ｊｽ ￭ Ｚｩコンク リート 浩又は餓筋比の極めて少い

j攻防コ ンク リー ト迭とする。その場合は第 4

圃 の加さ方法に準じで適宜に布 ｪ ｬ ｾ 設け控 ｴ す

:1' 

-
e  

合、-
ｾ，＠

意よ P官

4 凶

0 0  

( 14)  木造の長屋共の他の建物の防火監は

第 4圃に示す如 〈適宜に袖を設り 7こ餓筋比の

組めてノj 、なる銭筋コン クリ ー ト迭とする。前

枕及本放の壁韓は勿論木造部分と構造的に ー

悼として働 〈ものとし木浩部分の荷重を肱分

に負推 させる。

(15)  ＱＧ Ｑ Ｑ なる曲目 力 筋は 山 米る ｔ ごけ Ｊｉｉｉｾ 、従の

j泌を粗に 入れる

(16)  基礎杭は* 杭をやめ JD<: るべ く竹前入

I X  1 6  



のコンクリ ー ト杭とする。但しフ

ー7

0

は利11 い餓筋又は針金とする。

( 7 )  基礎盤は法営強 〈 し ( 鉛

ｬＮＡ ｾ｝ｊｪｬ に針し ＴＵ Ｐ ｾＳ Ｐ Ｐ Ｎｦ主度〉無筋コ

ンク リート 又は竹筋コンク リート

とする

(18)  ｾｬ 殺ＢＧ￼ｔ ｩｾ 欠鍬は餓筋コン

クリ ート 矢似に取り換へる

(19) 桂に( ; l )Hdf &J 主l制定、 日j.j

ui-

r-:--ーーー一一一一→

2広 5  刷

力型等に於けると竹ーしく成るベ< ，:C:J 強 l立のコンクリ ート ( J kセメ ン ト比 を 悩 〈ノj 、に し て 振

動指コンク リート とするとかノk セメント比ぞ比較的ノj 、にし川繰りとするとか、高 強 度 の セ

メントを佼川するとかぷふ松に してi 1 1 る) を

快 川 し断 I(O智大事〈して倣筋上ヒを 11'，斗4 る? ごけ

ノj、[ こする。

(20)  認は川米る fごり申立iのがい、丈の l山'J ｾ、 断

Ilii とし1，¥] んきなものでは 11' ，［ｪＨ得れば ｾ ［ Ｇｾｩｩ ， ￮ ｊ 断 ｬ 師

とする。

<2 0  なとには 1 ｍｒＧＯ ｦＮ ｊｊｾ 等のえ断 ｩ 白 ｩ のｽｊＮ ｾｗｾ を

ｪｾｮｊ しなし、 。

(22)  主古川u1( e第 5 圏 にノJ d 七五に絡[ - ) [ ) 、、

そ ｊ ｉＧｾｊＡた Ｓ くは Ｑ ・ ラス Ｉｉｊｾ にし 、水 Ｇ Ｑ リ ｊ に釘して附

強ならしめ以てえ. ! l ! J 1 ; J に) J I l はる i k '1サ J ::t' 11¥j . j 民自

にブビ分:負推させると I"j II -!fに 1' ，:fls: の分散がJ 県;及

染古市[ 1 ¥の負モーメント lこl人!る' -1' 1:11モ { メント

の ｩｪｾＺｾｾｩ 成主 ［Ｉ ｊＡ［ｽｾ を ｊｬｪ tこ干U}- J J する

(23)  ｾｾＨＧｩｾｬ￤＠ (f Ｇ ｉｩ￭ｪｾｩ 比の棋にする

時は11ミWi はl I ! tml uj ，;y lt ! をえ: へきへ

すれは.宜いから! 日米 るにv1 ＡＯｩ Ｇｪｾ 主ＱＧｉ ｬｩ

幼にするお普通{ 沙にシン ダ ー又 は

Ｚ｢ｬ ｕ ￭ｉ可を主且 すす 材として Ｉｊｉｉ へ Ｗ こ ｩｬ ｾ 日 止

コンク リート を以て造るか、コ亡は

第 ＶｾＷ 圏 の如きホロ ー の餓筋コ

ンクリート コえは銑;jtj モルタルの /1¥

米介 Ｊｽｾｉｘ 材 Ｓ くは第 Ｘ 固 の如き リ ブ

;ぉ 6 悶

1 7  I X 



付床版材 の出米合品を敷 き詰める

様に する、コむも軽量コンク リー ト

を耐力部分に使用することに到し

ては現行法胤が邪魔をしてゐるの

は遺憾である。

(24)  前枕に述べ? こと同じJ 1 ¥¥¥]  I  

によりえ帰米は第91l al こ示す松な

尚強度の薄餓銀の連続ア ーチの枝

な断面を有しコンク リ { トとの倭

鍋商に附活力を大にする n/ J、突起

を備へ? こ如 きもの、若 〈は同様の

第 8 図

材料で同園 b に示す椋な断面を有するものの出現が待望される。殊によが悩 Ml しxf 主い担金

嵐ででも 出来る棋になればH[l想的であらう。勿論此の場合も梁は Rost T  rager ( 格子i V¥配

置梁〉と する。

(25)  向格子赦配置の梁組の

床に於ては各パネル に) 辱の薄い

銭筋コンク リ{ ト 造ア ーチをな

す耐 力床版を架し、 その上に粧

量コンク リ{ ト を打 も水平床面

を造る のも商白 し、。 (第10買)

(26)  耐力壁以外 の回定壁謹

は勿論、向 耐力壁でもそのス ト

レスの絵り大き くない監

躍は全部軽量無iJtj コンク

リート とする。普通砂と

シンダ ースは妹uu討を 以

ベ Ｑ ＱＱ Ｚ ＿入 ｾｾ ｲｩ ｾｾ ＧｾＺｾ イ ト ヂヰ必混声弐情貴子町符戸品
ミ:... .，:.(. Ｇ￯Ｎ Ｚ ｾＺｊ＠ ¥: .'.' ，1  ¥.;;九! / ¥'がJ

- ¥ . 埼 鳳 -4 一 一

ｦＷＺＨ 万叶Ｎｪ，他ｾ今昔コ ＢＭＧ討対守乙伺 Ｚ 立

関 子位当直ｾ電コ牧町ぷ出白糠手弘主 主 ｆＷ ・ホ ＿を ミぷ ふ 係 争 ｨ

関 関 ! 本欽翁氏 闘

も

第 9 岡

第 10 闘

て造つに軽量 コンクリ{ ト の強度は普通コンクリート の大韓 6 害IJ と看 l赦して宜い

(27)  屋根は成る べく 天然スレ ート、竹筋 スレー ト等較 〈て総入材料を伎刷して ゐない

不燃質のもので :r): <様 にする 。共の場合竹筋ス レート の類、もその断商を浪形にして充分 fill

げモーメ ン トに抵抗出来る様にし、 極木は一切使用せ令母屋も 間隔を粗くす ることが出来

る様にする 。

(28)  鍛骨造工場建築の母屋は強度さへあれば相首の控みがあっても宜いこ主主する。

向母屋は木材でも聞はない。母屋の餓鋼量の全建物の餓銅量にますする比率は建物の規模、

JIl 注、クレー ンの有責任等 lこより :主興があ り少きは 1 %程度の ものがある が中には 20% に出

I X  1 8  



するものもゐるか ら此の問題も真[ 面目に考へる必要がある 。

(29)  機筋は! 日米る Tごけ 繊手を無 くして長ものを伎五、様 にし末端の鈎の音官分の会 長は j函

曲の始端より i単位 の 8 倍程度にとどめる。

(30)  餓筋にも倣甘' に も出来る Tごり電気熔後を利用する o {rlし臓工及使m電極斜地ば充

分吟味することを 要す る。

<3D 昨婦は出i 2m以 下のものは土塀でもも宜 く、 成るべく尚 4m以下位のものは無泌コン

クリートとする。防潮塀等も成るべく到Ａｾ Ｑￌ Ｑ ｪ 又は餓筋比の極い ｪ 、ぃ政 筋 コンクリート迭とす

る。此の程AJJ i' 1悦史的を受付るものは街突するものの運動のエネルギ{ 営放牧する話マツス

を相官;大にする 必要があ るから此の方針はその目的にも好都合なのでゐる。向柵、 I"J 桂 、

四阿、- 温: 長等には竹筋コン クリート を伎川すると宜から う

( 32)  木造建 築 物 のＩ ，ｾ礎 は ＱＹ 日五 コ ン クリートとすべきで あ うう

( 33)  擁壁綴は行政又は無 筋コ ンクリート迭とする和j れの場 合 にも充分の法刻字と え・YI'

Ｑ ｩＮｾ 設の 水 抜とを不 ｦ せしめ こと を要 する 。

(  V[ )  強 度 計 算 上 の 考 慮

( 1 ) 積 1&1'，)f 重を必要最少日Hに If : め る

(2) 鋼材は許容強度一杯に働かせる

( 3) 高強度ーコンク リート を採用する

(4) 強度，-;-1引: は剛比に基づ いて行ひ IH来るにげ精算: 又は説差の少い略算による

( 5 ) 部材中の鋼材は肱力! l 犬態に忠責に従五、棋に配置し冗mをi控げる

(6) 部材陣rf直[ の算定に際 して は餓筋但の麗類の増加を嫌はす' 要すれは種々の径のもの F

ｪ 昆ｽ目し計算上 ， Ｎｾ，・要な断ｼ古ｻ前 ｬ こ出、責に合はせる

ＨＷＩ 梁の折 ｊ 二げｊＩ方の ｽ ｊￎＧ 上げ 音 ｉ｜ｾ 潟断 力 布 Ｑ Ｑ 強に有効に使用する

( V )  施 工 上 の 工 夫

( 1 )  Ｚ Ｑ 切削として使 ｾＱ Ｇ ｊ する 鋼矢鋲は木製矢放と し之に附ひる樹極も成るべく轍入材を ｩ 控

げる

(2) 施工別総只は Jo X るべく木製とする1 YUへばコンク リート用材半、お里搬に使用するカ ート

傾は車| 陥及jildl ｩｆＭ， 以外 は Ｑ ｾｾ ｾ とする。

コンクリ ート川 走水タンク及コンクリ ート引 揚問パケッ ト、 ｉ ｊｬｾ立等は木製とし 、 又危険

防止f I j 金網類は例へば丸竹表面に苧を巻き之ぞセメントモルタル中 lこ浸して モルタルを附

着させにものをよしっ献に網んTご様なもので代らせる。

セパレ ーターは木製又はモルタルブロックとしパ ーホ ルダ ーはモルタルブロツとす る

(3) 工事附設備は成る べ く木製とする 。

例へばコンク リー ト111 エレベ ーター端、 コンクリ ート 受ホッパ 一、 コンク リート流下肘
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シユート、 給 排 水用 パイ フ・は木製樋又は竹製パイ プとする D 又 足 場 の 部 材 緊 縛 周 の 織 線 は

議 細 とする 。 又工事 場の板園は之を竹製と する 。

( VI )  仕上友意匠設計上の工夫

( 1 ) 位、 J末、 天 井 等 に は 石 材、 テラコツタや肉! 豆大なる行i子製等のレ リー フの類の如 き

亜抵のものを使用しない。

る

(2) 防 火 上 必 し も 必 要 で な い 所 で は ス チ ール サ ッ シ ユ や ス チ ー ル ド ア ー等は1! J ! _ Jij を避け

( 3 ) ドア ーの 握 り 金 物、IPi1了- 掛、千拭掛等はガラス又は陶磁製とする

Ｈ Ｔ Ｉ ドア ー の蹴板やｻ政担 ＱＱＺ は ＱＡ｜ｾ ¥する 。

(5) 銅 製 家:n及 装 飾 品 は や め て 全 部 木 製、合 製 樹JH1 . : l えはセメント製とする。

Ｈ Ｖ Ｉ 鋭格了類及透金物等は木製コくは ｊｾ の他の新材料を以て ｩｩＡｩ る

(7)  ｈｾ ，＠ IoIl 等 の II J : 叫がはやめて II セメントを以てする。

(8) 附段のとり 11: め 金物 (1陶 磁 製 の も の に 代へる 。

Ｈ Ｙ Ｉ 附段の手間り旭川訂Ａ｜ｾ，Ｉ百コンク リートえ は紋 ｪ ｬＩＧｪ 比 のノ ｪ 、なる俄悩コンク リート を以て

ili る。

人Ｚｾ豊以上の政な方針で江主んにら立いと ｽｊＡ，ｾ 、。

謝 齢 、 本 文 作製 に 叫 つ て は，i*ffs'(iM池l ヒぶ郎氏に: hJ ! 1LjJj:と 1! 日むコンクリ ート ili とのji ぷi"h-I" J

ｊｕ Ａ ＺｩＨの司， Ｇ ｊ Ｑｕ え ｬｩｩ､ ｬｬ 白ｻ の 作製 を拾日して ｲ ｩＧｩ い ＱＺ 。誌にＩ，兵 〈 伊 ｬｬＧｬ￬ｾｬ をｉｪ ｬ しＡＭＮ げる。 ｦＯ ν く の 文献を ｪ ー

として参) 5 にし 7こ。 1年だ'1♀1'';: ｉ こ慌 ｬｬ ｴＱｾる， ｩｍ ぷそ」返する。

必吉田金一郎 。建築用紙銅 ｊｕ 也ｲｻ ｩ ｾ 夏物資の節約に就てヘ建築雑誌 ｾｾ ＵＲ 中 ｉｴｾ Ｇ｜ ＶＳ Ｔ 買え ｬ ｩＺ ＲＴ

ｾｉｴ築祭｜ￌ建築資 材に 附する委 ＱＱｾ Ｇￌ Ｚ ＼非常 ｈ 与局 ｜Ｇに於 げるえ主築総 ｩｬｬ 丹ｬｽｦＯ，ｬ ｴ ＾｣ｬの節約 ｊｨ と 九 位築雑誌 、

ｾ ＵＲ ｾ Ｑ［花 ＶＳ Ｙ 競ＸＺＶ ＳＹ

主主祭皐ぞi i l l : 築資材に除lする委 iJ . 合' - 非常時局¥' に於りる法楽丹j木材の節約 )i1l;; ' 、 止It 主主雑誌、お52

中i1:第640鋭、立753

"Ball polizeili che  Massnahmen  zur  Ei nsparllng yon Ballstoffen" ， Sonderdruck aus "Zent ralblatL der  

13811verwaltung verrem'雪t miL Zeit schri ft  fur Bauwesen" ， 57， J ahr g" 1937， Hcft Z?， Seite  747- 748  

"Schut zraumbau  ohnc  Stahl "，同 l 女献 57 Jahr g・， 1937， Heft 26  

p，おident en des Staatli chen  Mateli arlprufungsamt s  Berlin，Oahl em “ Baustoff c  und Ihre  Prufung"， 1938 

ｈ 本 ボル トランドセメン ト 向米台 、 Ｔ コ ンクリ ー トＦＮ畿 筋 コンクリ ート 集ｾＧｴ ヘ昭利 ＧＩ Ｍ ＱＰ 年度 昭

和 11- 12年皮

中村猪市・ 4 セメン 卜界主主事長ヘ: m; 365盟主、 P ，379- 382

2質住松衣郎 11 近代 の金l i ¥材料・ ，1933 

ltオi!ill 法人三菱経済研究所 。H 本の産業と貿易の凌展夕、193う， P  _  82- 83&363- 384 

小波竜雄 : .1J 戦時産業施設考ヘ 1937，P  _  170- 184 

何日 新 聞経 務 ;; -li パ河 日経1昨 1' JJc.ぺ 1937，P ， 206- 2¥0 
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重 大 時 局 下 に 於 け 石 建 築 家 の 覚 悟

並 に 賂 来 へ の 封 策

大 須 賀 巌

( 1 )  

如 何にも 日 下の 円 本は非常時である ｯ ｊｐＭ加工 ｊｾ が ｷ び ｉ Ｍｩ Ｑ Ｇ ＺＧ ､ＱＺｲＺｴｅｦｊｾｩＢ ｊｬ Ｎ文京が 日 に日に強化され

て、 都合及び 川 合の自動車が影石ナノレな 〈し、 ス ・ フが織羽 ｬｾ に ｪ 見 Ｉ ｉ ｪ され 、 電話の資質禁 ， ＱＺ ても

その 値 段カ ［ｉｊｨ ｹＺ 存するなど〉 日 本の ｩｪＭｩ ｬ Ｚ 合的経抗的の事象 が 、 われわれの ｉ Ａｊｾの 前 に控って行く

の が、 ハ ツキリ見へるのである。従って、日 本の建築の上にも 、 先 づ そ の材 料 のf!i IJ 映があ

れ その様式 に於ても 、 時! ¥的な影特をうげな い搾 に はし、 かぬ口

しか し、日本の現 ( ，: の建築は、 きのふや 今円に I-JI. 外(1こものでな い。伐に lリJi fi以外4人;疋昭

和1を過 して、所fii 'i 外 陣1) 武の輸入時代から校倣の時代を jili して、近 代 日本の建築が成立せん

としつ〉 あっ 7こ。 建 築 す る も の に 就い ても 、 外 岡入の乎による外陣! 建築から順次、日 本 人

の 手に よっ て、棋倣から澗自の域 に と進まんとしうf( つ に。そ こに は時の経過があ り順 序 が

あっ Tこ。

日本の 註 喋 が、 1: 1本 の民 族、断 史 とその文化 から 、外にあるものでな L、こ とは し、 ふまで

もな ｌ 、。寸べで は 日 本の阿史と地 ｊｾＡ｟ 的環境とが 、 これまでのえｾ 築を 作らしめ 、 今後も その

運命下にある べき こともい よ、を 佼Tこなし、 o _/ -.1¥: の円本位築から外岡接闘による Ml 教 文 化 の

影押をう り に、部 ー ｜ 泊三の ｵ 守代金あらはすものは 、 ｉｬｩｬｪ ｬ 功忠爪Ｍの 三 ｾＺ Ｇ ｉ｜ 御征伐以外正 、 ム ｒ 州と

開 地 の 統 治 が、 II +-J i I : の刊によって1)とど l'l "j となって、 11 本 ( i ) ，Ii : を泣l じて -IU:界fl'- J な交化に政

備すること〉なれその粘月ｾ ｾ＿ 日本建築の ｟ Ｑ ＭＮ にあらはしに口 ｊＱｉ らに武家時代に入って 、 ｪ 亡

定以外七の仰宗( ま 勿論、浮 上、法ヨfくの日本的宗殺の路匂をうけて生れfこr=1ＭＱｾ建築といへども

これま? こ支那文化の町、外にあるものではなかっ? こ o ｙ［ｾｩ＠ ｊＮ Ｈ ￭ ｦｾ ｊ のＺＨ， ｅｾＨＺＧｗｴＱ 炎に於て 、 同主任巴の建

築 が 円本の城師に平IJ 川 され? こもの〉 、 - Ｍｾ立建築としては 、 天智天 ｩ ｆ 以 外七のえ Ｚ Ｗｈ ｉＺ 文 化 揃 ｊ ｉ ￎｉＮに

よる 、円本Ｚ 文化の 流 れにｩＧ ￭Ｇ￭Ｇ ｬ 、て 、 Ｍｾｾ築され ｔ こことは疑のないところである。 ＱＮｩｾｾ 川 幕 ＱＨＭＩＧ の成

) '，: によって 、 I. } (立袋に納まれ Illi 人| 併殺の杭術的悦大が、 数名:y ＩｩＺ ， ｾ 建築会 ＢＱ 心 として 、 浮 世

耕 そ の他 の江戸支化を開成しにもの〉 、 陥 iiH女:1リiの作りは、 11 ＭＱ ｾＡＢｾＱ の建築の ト ‘に 、 J，f;l 'p)iJ j  

松時代に於てすら 、 ギヤマン lま天: ) 1:) 長とし て、金 /(1，を?子! 二げることを ま主i'事のil 止卜ー としにに i位

ぎぬ、 円イ，Ｚｾ 築の う ちに 、 附 洲 j風武の主担匙!!; 築力が; と h入れられ、 従従ＺＧ ｾ栄七の始 λ ど 日イ牛本 〉正［ 主起匙ＡＡ［ 築と し て Ｑ ，い怜川 J市川lij |  

定せんと す るJムk

明f揖訴I取以と の二大方 向の 下に、 l凶郷 妃 し大 久 保箆 れ でも 、水戸治合 三{伝記 しで も、 13 4よは :新
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文明の旗印の下 ｬ 二、軍制と自治制と資本主義的経 ｩｊ ｴｦ 及｛ｩｾ上令 ｬ こー・路進む ＱＺ 。而して、 ｬ 欲風の

建築を取入れて、これをわが物とするべ〈五十有飴年の歳月を要 し? こ。日清日露の戟役は

勿論少なからさ' る影響を 日本建築に加し? こことは、木板摺の浮位*rtr/); 銅版或は石i 慌刷 lこ、

! 円版、 コロタ イプに、或はグラピャヨ立にオフセッ トに鐙 化し? こことからでも解せられる。

殊 l二、欧洲大戦といふ世外的大秘動及び帝都民災といふ日本にとっての大事縫に 、日 本建

築を鍛練し? こ こと はし、ふまでもなし 、。斯〈して、出米 l二らんと しに新興 日本建築は、世界

的経附盤調の真只 中lこ於て、支那執政者の無謀なる挑戦によって、好まさ' る l二、戦争の繍

大を強ひられ 、 舎で白村江 ｬ こ和見へ仁川ーの大卒 、 それは ｉｉｾ 央 ＱＸＱ 判 ｉ ｉＮ＼ｲｲ ｩ の 征服者ーであっ ｦ こ将軍

及び兵士 と戦って、遺憾なる幸jfJ 共に総つ? このであるが、今次は、7亡の都北京も南朱の都、

南京も己に制座して、胞の都西城交通路であっ? こ天山雨路も、臨と萄をも併せて、 その馬

蹄否快速部隊の足下 lこ践捌されんとして居る。北保時宗や盟太開は、地下で大杯を禦げて

快裁を呼ばはって居ることであらう。この瞭古の大事縫 に阿って、日本の建築が、大なる

鐙革を得ま いとして も、 それは出来ないことでゐる。

白やJ i I の戟は、わが問の年表に、 「白村江に戟ょ、て利石らす'J と誌されて居る。底軍の

職勝記念碑には、倭軍の死屍を以て・江7]( を掩」、 ?こと 誇示しである 如〈、 この戦は、 わが寧

の勝利ではなかっ? こ許りでなく、事賞、長くも六明の聖天子が恨{ t 遣され? こ、わにくし共

日本間民として=f歳の恨事であっ? こところの、任那! 白及三時のうた地回復の阿策{ t 地楽せざ

るを得ｾる こと〉 詩つ＿こ。しかるに 、 天智天皇の御英明は 、乙 の結果としての戦敗闘の苦

杯{ t 嘗なることがなかっTこ。( 現日本の総工' I [ 大臣近衛公田空事のi幽先、藤原鎌足公の有IT弼の

宜 しき を得? こことも勿論であるカリしかも戦勝間として常然に保有すべき結浜、す なはも

戦敗閣の文化石? 揖取する に芥かでなかっ? こ。内村江の戦後、府と日 本とは J Eに日間づる聞

と日淡する閣との封等の交際であっ? こ。

今次皇軍勝士の忠、勇義烈 l二釘しでは、如何に ilk惜しみの移行 b!i官勝t'/t' .{t 、北京 lこも南京

にも漢口 lこも樹つる勇気は喪せにであら うし、合て白1:. J江 tこ利めらさ' りし以外4の日本建築

は、こ '::.1こ一大縛機を得て、新なる建築を見/ + ¥すであろう。しかも、その戦敗同の支那文

化石? 戦勝間としてうり取らぎるを得ない o r?i 命的に支那建築が日本建築tこ入れ円本建築

は明治維新以来護達し Tこ、峨風建築に育成せられ?こものにこれを取入れ、. l J 2ーら に出時代に

ゐつては、唐を通じて凶城の文化を得? こに過ぎなかっ? こものを 、今日の日本は、世界の建

築ぞ鋭敏に感すＧ るも のでゐる以 ｊ て 、 ｲｲｲｾ ＱＧｊ東西文化の梓＿こる 、円 本建築が生れ ｈ Ｇ ， でなげれは 、

ならぬ道理である。

( 2 )  

今後の日本建築の様式と して考へらる〉ことは、f耐 iq日本的なもの〉立! J fi ，f ! t . . ぴ世界主義

の後退が或人によって主張されて居る。世界的 日本或は日本的世界と いふ? こ方が、わ が建

聞の精神にかなふやうに思ふが、何れにせよ 、明治以米のl政化主義に針 して、日本精神が

I X 2 2  



高揚されることは IIIH主ひなし、。しからば、日本料ii illr ll ，::;j 揚の建築はどうなるか。農著書博土同

村剛氏は最近の新聞紙上に 「日本風景の特色」を高唱し τ 居る。ま仁、 「平和 lこして優美

な閑土、多彩にして鑓幻限りなき気象現象 」 と「千九な郷土風景ｾ Ｚｊ 四百そし愛護せよ」とも

いよ、 て居る。恐ら 〈は建築についても、この環境にかなふものが主張せられて差支ないで

あらう。! 歌洲大戦後の風潮に乗じて、米防| 製の組立家塵やバンガロ ーに位む1:: 男炉、 とう

も何虚か工合が悪いとかし、ふて、u[ ぐ lこ寅り飛ばしてしまっ7このは、 こふし 1こ特異性にシ

ック リせないところがゐってであらう。

い づれに し てもわが ｉＢｾ の珪 ｵ る 様式の ｾＱｾ 幹ぞｦＮＺｾし Ｑ こえ那辿築が 、 ｾｽび 、 何等かの形式を以

てあらはれることは免れぬ事責である 。 これは前にいよ、如く 、戦勝同が常仁枝敗同の文化

を多分に 、 その岡に取り 入れる事が宿命的な展史的事賓であるからである。現代の支那建

築が取入れられるばかりでな く、 古〈 北宋の仰山朱iC門の遇仙洞控ーとか宋門外の仁和世、

新門内の合仙沼位、或は臨安の茶坊酒棲等が、少 くともわが問の大都市街路lこ姿をあらは

すこと もあら う。要するに戦時事縫中及びその後に於て、支那建築が支那の凶民生活力 Z日

本間民の生前のうち に多 〈取入れ られると 同時に、 日本建築の尖端を行 くも の と思五、。

( 3 )  

わ? こくし としては、二十年間を四同 九州、! と近畿地方に{七ひ して、四五年前聞東に蹄り1 J

tr 1: のであるが、先づわ ?ごくしの限に 映っ?こイ ヤなものは、全附的と いってよ い、 ゐのシ

モ トヤ のポテ張 り建築である。ア ノ安っぽげな、 ク ド、、しい安普請は、日 本建築か らi邑

掛ってし まひ度思ふのであるが、今日まで、黄河長i J : のtk: mの勢を以て j張ってしまっ? こ。

ジャズ禁止のカフェ 戸自加のと L吐、時世 lこ、建築家と替業主との協力でこれに代はるべき

一 一 回大同民的建築が殻見され得な い ものであろうか 、 それに聞東の 則 合に 見 るカヤ ｪｽ 家ｾＺｊｾ

ｾ被ふプ リ キ張りは 、 山災後窮 ｦ 訟の防火主Ａｴ訴さで、はあらうが 、 赴 ＭＺ ｗ 伴めて欲しい。 こ のごつ

の も のは 、 同氏総動日の時に於てでなげれば平めることは困 Ｆｾｉ でめら う と考 へ られる。

( 4 )  

建築が材料 によって左右されるのはいふまでもな し、。巴に』市障の :I ;IJ 映が、 この上に力11へ

られてる今日である。わが凶の建築家にとって一大脅威ともいへる。 しか し、今 日わが阿

の科撃者の総動D i は「必要による殻明」がなされて居ることが、わにくし共の耳にも n尽に

も少なから十 入って居る。 陶磁総のこの方商への也/'1
1

1
は、

j
也L三同 日本と して多少の 不安が

ないでもな いが、 I
白i 力陶器はベ ークライ トや リグナ イト などの合成、樹脂の主主入と加肱加

熱によって、強度ーは勿論弾ブ1'1'1: もゐるとの率一でゐる。 JJII .T.も H II 似るといふのであるからし

て、こ の方聞に和賞の利用似イ[ 直があるのではな し、か。

硝子力;-(止界の建築に 一大革命をmi らしに ことは、火架炉設l列されて 人類の生爪が一一戦

時ばかりでな く平時に も革新されに と同一縦であるが、戦時事挫の賜 とし て、硝子の糸が

い ろｾ ｾ の 用 注 に 供せら る 〉 ことと な っ＿こ 。餓 と 木材 と 共 に 今 日 の建築では 、 大な る材 料
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であり 、制了・の家すら生れ1このであるが、か〉る透明的な性能をアスペス トlこ代はり件る

特色こそは、叉新建築を刺殺するものでな〈てはならぬ。

再生ゴム 人法ゴム殻明はゴム輸入: 1 日l限の紙を初u、て徐りあることであらう。しかのみな

ら争 、 体ふるところによれば 、 ＿こ ｔ ごに ￭ ｴｊＮとを Ｚ，Ｚｲ ｬｬ ｩ ふばかりでな し こうしに製品は従Ｍｳｪｾのゴム

その ものの持つ性能以外に 、 他の新? こなるものが、認、めらる〉に宝つ 1: とさへもいはれて

知る。

おl胸Lriyi の時代としてばかりでなく 、銭筋コ ンクリ ー ト建築は、 わが日本間の新足喋では

あるが、大建築以外によを者及せしめんには、依りにもJ r ( 過ぎる嫌がある。 JJ nli の.J; a間投

手が琵明されに竹筋コンク リート とは、 どんなものでめるか、筆者・は之を詳かにせぬが、

日本従来の二11i;; 主造りその他に そうしに柿成があっ? こ ことは、的とセメン トと のコンビ1 ) ; 、

永久性の干{ 在である ことに及ばないと いへ ども 、明治維新この方、四民平等となって、Lf;氏

主の挟搾が自r . 13となっ? こ今日では、親の1[，読も親の家も 、 その子が継ぐ とは限ら向。そ うと

すれば、普通の伺人商応や住宅は、竹筋コンク リート の古命ではなから うか。竹の桂 iこn

の屋根と いよ、言葉市; 、如 何にわ ? こくし共日本人に親しみのあることか、竹の張力を利用し

て鋭筋コンクリ ート の冷やかさ 、 コチ 、、しに酷らしさを救ふとし? こならば、 これにこ の

頃、市場にあらはれ出し? こ、山畑の厄介物扱ひをされ? こ禿木知の杭物機粧を限縮 しTこ天井

板や壁板は、正に俳蘭西のコルピジエ ー氏の枯草を笠1mに利}I Jす る の し 同 巧 異 的、恐ら

れま、千利休を して今日在らしめば、こうしに方面へ、 その茶主主を 工夫し? こであらうとも

巧へる。

給料にせよ紙類にせよ 、必要による殻IIJi (i1f(: ｾ ｉ ＼ＮＺ のｊｬｊｪ全を鎚平せしめ新なる加古ｻへの Ｇ ｉ ｴｴ￬ｾ

ｾ殻却すベ 〈、 科撃者が 、 減Ｚ｛［Ｑ，奉公の貨をゐ ｬ グつつゐることを忠へば 、 わにくしは 日本 の

建築は、 その材料に於て悲視すべきでないと考へて居る。しかし、 これは建築も ま7二、非

常時＿こることを究つての護出野力 がめっての事である。 ｦ こ ｙ 従Ｍ＾Ｑ＼ＮＺのま〉に 、 ｉ ｾ ｩ いノートを

頼りとして、安 易 tこ高し、報酬を件んとする x. に到してはいふべき I i葉を持7こぬ。

老人の自殺激増、 !弓1tJ ，' t i の無茶な繁目、T与・少年の飲酒勾qこデカダンな項門がはj州大戦後

の湖乙をあらは すところの、文字として ;;c<! 売され7このであるが、 ま? ご〉、円本には そ うし

? こ現象はめらはれて!再らぬ。( 多少はゐらうが ) 0 i.兄んや、六時のFi ll協は わが似!の需政泳三も

凶| 民もよ く承知 して、 前市の轍を} ! U まさ' らんことに力めて肘る n 1ことへ長期抗戦力 Z数年日記

は十数年つづいにところで、日 本は附洲大戦常時の制乙よりは、他会でなりればなられ.。

起Ｚ築もそうである。徒らに戦乍 ［ Ｇ￞ｩｾｻ分 ｬ こ ＱＮｦｾＮ 除 ＱＧＱＺ のものとなって 、 ｔ 可附なｾ築を ｩｩＡｴ ることは 、

わが阿札喋ｾｾの ｊ ｦｊ時である。 ｬｾＺ［Ｚｙ 立 Ｎ ｉｦＡ Ｎな材料によって料 ｊｬｬｬＮｾ 作るよりも 、 有介せの少ない

材料 によって 、 食味の盟かな料 ｊ 取を 作ることが 、 名ｾ，千 ｾ ｉ ｈ 人 の腕前である。 日本 の料 Ｎｮｬｬ 会食

べて育つに日本の建築家は、 このむを生れながらに関得して昂るべき筈である。

新 興 日 本の建築を誇示すべき 、 時同 ｩｷｓｦ 千＿と 、 新日本 ｬｬ ｴ 年の ｾｾｻｊ ｊ 開ゴ ｊ を示すべきオリン
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ピックヵ; 中J l : e 相成つ Tこことは、 時局の局め巳むことを得ぬが遺憾ではめる 。 しかるに、

最近の新聞紙は「大令中J I: t こ精神地綬か一一記録は一般的に調 ffi: J とし、ょ、大見11'，しが、競

技千＿の報道［ 一 己事に 書 かれて昂 る。 わたくしは 、 ｊ ｍｾ Ｑ 斐ないといふ感じにう ｔ これに口博覧令

が中 11: され? こからとて低調と なっf こ建築家ーは、 一人も円本になからうと思ふが、戦時事: 経

あってこそ、 一 代の名建 築を ｦ 千り ＱＱＧ ， そ うとするお慨 はよ よ ｊ ｾ ， ゐって欲しし、。文芸書方而では 、

身を戦場に置い? こ文事者の作 l日，t J ; ポツ、、! I '， て居る。 4設を牧場に世い? こ建築家のスバラシ

イイ十品があってもよい筈でめる 。近時の文撃方市{ の淑ill として、 「注しi辰」といふ名も恐

ろ しい文墜グル ープがあるとか、他か らN.校H千ばれてるとか IlFJ ) ，えん?ごが、カヨ〉る 一抵の費

イ1: してゐること丈けは、{ ぜi向として認められるゃう でゐる。これに到する世n干が宴術性が

乏しいともいはれるが、兎も flJ も、今日の文率的行詰りを打位して、新局面ーを見出さんと

する、ブj 作主義は多とすべき Tごと思」、。日本の青年建築家ーに劃して、わ? こ〈しはその意気

あらんことを品rr るものである 。

(  5  )  

-J( にtlY: 建築である。これに附してわ? ごくしは、本誌に前に述べ fこことがある 。 が、乙

の JIン，:j¥ir' f に際してこそ、必 J i - ' これが昨15T期し0 : ¥ ，｛ ｉ ，ｾ、。戦時事 ，誌 の捨市有ーとして多数羽

である位以へ、日本の建築家は、 i謝恩の鴛めにもその傑作を! 紛らなりればならぬではない

か。支 那 の農民ｻ主主 ｢ ｬｊの ［ｩ ｾ ￯Ｚ ，- 夜深粧戦場袈月! ! 日白骨派閥1 ' 1高f : 1/i 住 者 散 何 半 途 命 牛

奈 民境汚ｦＮ￭ｾ異物 ｊ 兄我蹟胡 虫 及蹄主主在髪粧年至茅 屋 妻子衣白柿働笑持迎悲泉

J宅前OJ ! . j :'f - 生所属児顔色白l務雪 見耶i ' f 商弟訴賦脚不聴! l t : il1J 附少t: 有n綻縫過膝

が1; ，，';1-1:斥iJJ<. iぷ i!f 繍 診ril J) li 天畏及 紫 凧 顕 倒 夜 短 初 老 夫'iilf 'l茨忍 H即位臥敢月 那無襲r . I'

li¥ ［ ｬＦｩＮ女 Ｒ 刊 ｾＮ｡ 架粉情亦 ｗＨＺ 包会例押 ｪ 蔀 ｫ ダ ｉ ｊ 皮去 ｉ 副主 Ｎ￬ｴＺ 痴 ＺｦｲＺ 頭自備事母無不ＱＮＫＮｾ暁 Ｑ 千 ＱＺ

院予 ｩ ｾ ｾ 診時 施 米鉛狼Ｄ￮も ｬｩｾｊｊￏ 悶生還￮Ｚ ｴ￬ｩｩ 利ｻ［似欲応機 ｪ 局 Ｑｭ 率競挽設計ｻｾ能郎喰喝

調j思{: : J I，i X愁 一"受菊i昂L耳目新腕 fL慰 立 生Il iI芯ー設ところでない、味方であるべき支那軍の

j)i: j¥' (. ;t 、安故山の )I .J X市よりも il t: 1ごしし、。黄河長江の7.K{ま、 1十':"1てをド11まんよりは支那農村の

生命と財定礎千幾高幾一l '寓を徒らに荒廃せしむるに過ぎぬ。これに釘しでも正義日本の建

築涙は可然思 ，ＡｊＮｾ を栄ら しむ べきであら う が 、先づわが 隊 ｩ の 農家 に釘して之を輿ふべきが道

であらう 。

(  6  )  

111:外的後退とは、日 本が悼| 内に閉鎖することを; 也: 1 床しな い。悦w- の貯働. ( ! f よ l訓告itせよと

い ふ 如き 、 ＨｉＮ Ｇ ｊ 谷市胤な ｾｉ Ｇ ｃ ｉ ｦ ゃ、わが舟Ｚ附ロシヤといふ虫 ｲ ｉ ｈ Ｇｬｾ作 ｮ 去の思想であってはなら

ぬと いふに過ぎぬ 。ロシヤ 人 はサモワ ノ ｌ の法りに茶を Ｑ ｾＡＱｾ むが究数 、 日本人は平日屋の茶設に

松風の音を立てるカ Zよろしい。が、如何に日本人なればとて 、Z事T-15需を方丈でやるべきに

といよ、道即ーはなし 、。 アフガ ニスタンの王様は「事務服は洋服で泌衣は 日本版がよい」とい

はれにそ うで あるが、ロに日イミの14t 年建築家近藤正浩れは、同隊|の招i侍に肱じてその開問
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として彼の地じめる。印度の王家 tこ招かれ7こ雨君は先王の死去によって一時蹄岡され? こが

再ぴ行かれるの? ごそうである o 印度、 アフガニスグンは、現にわが忠男の鰐て1 : が鞍ひっ〉

ある支那本土のお隣りである。支那人は科1武天皇の御時叉! 万時代に 、巳にこれ等の岡とは

交通を持って居る o 今日の非常時局に| 際合して 、有も日本人? こるものは、白柳秀湖氏著「

歴史と民族文化」の間告文にいふ如〈、 「隈史流科( の法則と勢 ] ｊ ｻ 径桂に ｦ ド五、民族文化 ｊｾ

想、ひ「更に犠牲を忍ぶもの〉快味、 (fr)と乏 lこ堪ふるもの〉愉悦、i(i向は特じて稲とするの途」

を想ふべきで、今後の日本建築も ま? こ、か〉る礎石の上に置かるべきでめらう。

紡 話 術tが 産 金 伺t として掠大され? これ曹達飾 1: 力 強 城 工 作 州J こ特延ばし製鋼令

祉がガソリンに強化する時代に於て、建築家が零常の墨縄を死守するの許されないのはい

ふを侠? こぬ。日本の建築家は創造せねばならぬ。

最後にわ? こ〈しは、 日本の建築家が日本及び支那の都市計誌をそ の双肩に荷i 、の責任を

擦はれんことを切望 してやまぬ。「終」

I X 2 6  



時 局 雑 戚

新 名 種 夫

×  

時局に tt: t する態度に 、今日で もが，] 2 つの傾向がある様であ る。

その l つは、時局が牛永久的性質を帯びるものと見て、そうし 7ニミ工場から針策を講す・る

もので、今 l つは、時局の櫨績を比較的短期間と考へて、時局総局までの期間を目標 とし

て針策を立て てゐるものである。

長期抗戦は政府の持明の如〈既定の事賢であるから、総てのま二j 時局方策も亦、半永久的

立場からこれを考へなげればならないのは勿論であって、時局: : r 短期間と見る後者の如事

態度は、認識不足と してこれを赴正 しなげればならな いのは言ふ迄もな い。

，. ，. ，. ，. 

H佐、正)( にはっきりと匹別してゐーかねばならない こと は、今 日時局的策と して行は れてゐ

るものの 中に、針策 そのものの性質上:.7k ｾ ｜ＮＨＺＱ ＱＰ Ｇ ｾ ｬＺ質をバ Ａ＿びにも のと 、 臨時 的 のものと Ｒ 通り

あるといふ事である。 言ひ換へれは、時局総了後と雌もこれを継続すべき性質のものと 、

時局終了と 同時に jfJ U均して活態lこ復す べ きものとの 2 様あるといふことである。

，. ， ，. ，. 

乙の ｛ 掬 ｅ 企 庁の ｾＩｪ ｬｪ を ー ー自立にはっきりと ｆ 日 ｉｊ して納 得せ しめつ〉針策を賀行するでなげれは

時局，降了後に忠はさ' る納税が成る恐れがある。

時局室.t ) t として設定せられに多数の法令の中には、餓鋼工J 作物築造許可規則の如 い 明

昨に ｊｪ ＨｴＡ 行期限の附記せられにものもあるが 、 ｾ ，ｹＮ ｬ 家線、動｛ｩ法の如 く、時 局を機内に生 れ出 で

に永久的性質の法律もある。

向政I(f の JI 日砕i こ依って同氏の Ilr J に白張的に行はれてゐる、時局に釘する各位の運動に し

ても 、時局を機内に柄米の陥予f} {t> f波って、生1 [ ，を質賃健全の方向に 合: rn化さうとい」、運動

の如 し時局総了後も永久にこれを持続して行くべきも のと 、時局下なるが故に臥薪嘗膳

これを耐 え忍ぶベげれ ど、時局経了後にはなるべく -7.期 に百態に復 しに方がし、いものとの

2 j[fiり がある。

乙の附1 ) ' の医別を一般民家の頭に判然 と叩き込み、 ノk 久的に貴行すべき性質のものは時

局後も有耶無耶 lこ葬る こと な い 般 然 とこれを永続する? ごり の決心を今 日よ り用意しでか

か るに ｾ ｉ Ｂ ぎれば 、時局後 一般民衆はその師趨 に迷ひ、政府 叉は 指 導の立場 に あ る人々に釣

して、朝令暮改龍頭蛇尾の ｬ 宗主 ｾＧ ｉ 袋 き、延いて時局後の ｊ ｾ ， 心 の弛緩の原因とならな いと限ら

ない。

X  
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ｱｾ 近な所に例を求むれば、ＺＱ，主近大 阪 ｉ ｲＺｊＧに依って ＱＱ 日埠せられてゐろ 、 ノ ｬ 、準校及 Ｑ Ｚ Ｑ Ｍ Ｑ 等感校生

徒の下駄問題がある。

皮革の ｪ ｬ ￭ｉ ｊ ｾｬｾ で Ｇｾ ［ｲ ｴ の製造に制 ｪ ト ｪ プ ｾ［Ｉｊ ｉｉ へられる肢になってから、下駄 ｫ いふも のが ，告に人々

の再検討の組上にー!二る様になり 、 F駄の長所 が今史の様に数へ正1: て られてゐる。

足{ f 被能する こと から来るいろいろの弊符からフ リー でゐるといふ下駄の l，mrは、 靴)Ij

の皮 ｊ 苧が制時を受げて初めて京が ｬ 引くべ〈 、 依りにも明内な ｚ ｾｦｦ である 。

ヵ: 、侠が抜に言ひlZt いことは、何iilcにそれ税ーに長所の多い我附 I'i 有の下駄を' : 1!!li i，iJ t して、

足指を持I出してしまふ所の爽秋のj蛋物を 、今 円迄 '!;JMlI Jに依ってき手かせてゐ Tこのでめるか、

そして今yit は何ういふ事情でこれを下駄にもさ更するのであるかといふことを、 下駄を履か

せる場合、生徒の頭に充分徹底させなければいりないとし、ふことである。

￭ｋｾ 絡な事 校では、今まで下駄 履きで登校すれば Ｓ 日仕の伴撃にすらなつ Ｗ こではないか口

それを今度は皐校の方から下駄を奨めることの矛盾宏 、大局的見通しのつかない幼い頭lli 誌

に充分に了解せしめる必要がある 。

判 ｴ の長所と快黙と 、下 Ａ款の長所と ｾｩｕｴ 黙とを比較し 、 ｆ Ａｾ ｉＮ｜の Ｈ ｉｉｊ れ の短 所の故に 、 そ して靴

の何れの長所の放に 、 今日まで下 Ａ 試合禁じ ｾ ［ ｲ ｴ {f 1史川して外(1こかを充分に説明しに後、時局

下皮革の不足の故に 、多少の不便を忍んで下駄を使川することを充分納得せしむべきであ

る。

これ はやがて時局終了後再び出の方針に依って靴{ f 1 } 1 爪しなりればならない場介の川 窓

である。伎は靴よりも下駄のIli忠誠x- であって、これを機内に作製校Jt ノk 久に下駄履きを 1記、

森せむことを腕1ふものであるが、: 1，止近新i片j紙 卜λ こ2. 3 NJ へられ 7こ如寺 、指導自 'L"，: 拐にある

人々 の不月]意な下駄高能論に釘しでは、やがて干lt をi幻円寸る 場 fTにM とz詑lりj するかと反HlJ

し度いと忠ふ。

その若手介に _¥'fi に規J l I Jが笠つにといふTごりでは、指 場xの力! 号泣: 比を? 保持する品N*となり 、

批判ゴ ｊ の護ｾ主し ｔ こ今日の生徒の ｬＧｬＧＺ ド Ｑ ，を ｩ 必 ｩ 止させる所以ではない。

相し、指 名 ｬ 汽 Ｑ こして時局後も ｊ｜ｘ 然として 引 ｦＩＺｾ ｾ下駄履きをバ ｴｦ￼ｩＭ るにげの定比と功ボと

を千j する場合はこの限ではない。

時局針策の ＧＱ Ｇ 永久 ｛ｉＢ ｊ にイ ｕ 制すべきものと臨時自 Ｂｗｉ ， ｊ ￟ｩ のもの Ｊ Ｇｊ 然 ＱＺ る ｉ ，Ｚ［ ｾｾｊ IJ ¥よ こうしに小さ

な事柄にまで必要でゐ る。

×  

11il J以物資の代) Ilrじいこ〕沈し、ても 2 つの場介がある。

その ｬ つはこの機内に ｭ 究の結民投見せられ＿こ 、 本物 よりも Ｇｾ ｩ ，能力［阪れ ＱＱ 出［ Ｚ術的なもの

で 、 これ等｛立本物を凌いで ｉ ｬｾ Ａ む き終了後と関 Ｑ ・も 引 絞いて伎川せられるでゐら う 。或は最 中代

f+J ，:11とは言ひ洲一いものでちるかもう，11れない。

? ごが今 l つは 多 〈の不便l !xは不能怖を，: inHえ忍びなが ら、時局i - J -I は半体して使はねばなら
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ない代m，lil で、これ等は時局 if J 出向後は般的皐の原則に従って、やがて{ 正午i J で粍，内的な) 京ザ1

に蹄るであらう。

賞用品に就いてはこの様にして問題は簡単であるが、認に装身用具や馬民機や楽器や映

苗 等、 多量に趣味的要素の入つに所前官搾品と呼ばれる 一昨の代物がある。これ等の 中の

高級品は全て輸入 制 以や ＱＱ ・金属の使川 Ｚｬ￭ｉｊ 以などの ＱＱ に 、 ＺＺｊＨｾ＿ｴＮこ供給到 ｉｊ こ陥りつつある。

1'f}，IJ よりも趣味に依存する Tごりに、 これ等の代則 li/1は賞JIJ ， ｬｾ ，の様に併 ｪ Ｑ Ｑ ￯ ｬ こ行 かな し、 。勿

論それはそれでし、 L、。こうしに時的に大衆の貫生活に闘係の少い部分は第一教に最大限の

制 版を受けて差文な い口

Tごが認に注意 しなければならないことは、 これ等- の賛1早川JI こ到する資材の伎}IHI;lm{や輸

入制限が、 ( 賛I事rlMi るが放に民先に松玉に_ I - _ つにのも 11V然ではゐるカワ、，H よりも第ーに

副際牧入の調整といふ絞術的 ｐ ｬＱ ｲｬｬ に基〈とし 、 五 、こ左 を明瞭に Ｑｾｾ どに Ｚｭ｜ 併せしめて置 くこと

が必要である。

当日こ投禅117lなるが ，，，) ( にといふ黙のみを強調して比米の頭に泣h 込ませておくことは、 時

局解消後まで賀 ｉ ヰｾ， ｌＧ､ 二割するこの ￬ｾｊｉＺ 的 ｩｬｩｬ ｊｬ ｬｩｈｴＧ 持制する場合は兎も ｦＱｊ 、 ;1品山制iI山山川1;1川;1川lリl山血以4付カが=綾拘和l吋せられ

てこれ等賛I搾翠dんl/付!

緩をを?官首1局より許容せられ? 七こ如き l感惑じ 3を?交i取以りh、 さな' 2 1ピごに反勤に陥り主幼!bFんLい、 I時侍局 i後麦のf危ι 険をを?  

及民i に11)山j点IJ:!長X:: iす-る HU力が: めると 忠 よふ、。

ＱＵＺ 術的血 ｲ ｬｬ から行ってゐる政策と 、 以 ｉ ｊ｟ｾあ ｾ Ｚ Ｇｬ ｩｊ ｬ Ｇ ｬＧ ￭ Ｍ，ｊｪｩ ｩｊ の ［ む味から行はれてゐる政京とは 、 Ｑｾ Ｔ

々相侠つてはじめて効一民営護側( するものではあるが、ド14}f の立義を: ' *リ然と民日 IJ して凶民の

Il¥Jに徹氏させてお くことが、こうしに JAlll から起: づlo必要である。

×  

物資統制に H'くる建築材料の不足を布IU、需に、材料の節約、代別品の侠m等が認め られる

様、ーdd勾地建築物法の規定を緩和すべしとい」、技が各方面から聞かれる。

l つの補地物を造るのに、 一方にg¥( 1: ，j -料 を 使HJ せなりれば許さない規定があり、 一方に

その 材料の白 ｾＱＱＱ ｩＮ伎 ｦ 十 ｪ を ｪｊｾ 11ーする規則があれば、 そのNi ，造物の築地は述処l しlこ祭 u: されに

も同様である。

そこで何等かの; 11三ても法制の緩和が行はれねば、時月下に必要な建築地ぷすら 、 その貫砲

カヲ ド 常に匹 Ａ 刻ｻ ｾな ｩ 伏態にある。

これにきI して取締の任にある府首局に於いても真塾な態度で極々全I策が考究せられ、 例

へば、 今日まで銭筋コン クリ{ ト 迭の佐梁等には計算 k害IJ出されに餓筋力; 徐 りに少量の場

合、算出量以上 l こ餓筋の挿入が要求せられるのが常であっ fこが、鍛 不足媛革il の意味で‘ 強

度計算 ｽ 二必 要な ｔ ごりで許される践になっ＿ここし ［ 及び ｊ ｾ 引有コ ンクリ ート や煉瓦遣など も州

進上差支な きものはJ芯められる様になっ? こ棋である。

Ｑ ｾＧ がこれについても考へておかねばならないことは 、 時局後もノ ， ｪ￧ 久に こ の緩和規定は持
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縦せらるべきであると いふことである。高ーこ の際ピから構詰!t J二多少の猷黙は寛怨すべし

といふ立場からこれが行はれることゐりとすれば、 これは禍根を将来に越すものとして、

断然排斥すべきである。今日の認容は時局終了の後、 それTごげ法規の効果を低下せしむる

原因となるからである。

千平Ij的施設の中 に も、時局下なるが故に寓維を排して建設しなげればならな い ものも今

日決して少くはない。それ等のものが建築法規と物資統制法との聞に、会〈貫現不可能の

ｉＱ た態に陥って居るのは、銃後の質 Ｉｊｩｾ 員長の￭｜ｴ ｬ こ やｩｊとかしなりればならないのではないかと

思ふ。

そこで 、 建築法規の厳 ｬｦｾ 損ふことな し 時局下必裂なる建築地設を宜現せしめる矯に

法i北上の所指「仮設物」の許可の池J +J範闘をもっと蹴大しにら向うであらうか。

現在では貰施期未定の計五12路線上の敷地に建築せられる場合にのみ、僅かに許可せられ

てゐる様に聞 いてゐるが、側凶風水省後に特別の規定が設げられて、ノj 、感佼の値段舎に油

用せられにと同様の取似ひが、 今回の時局に ft してなされでも iょとして不自然ではないでゐ

らう。

期限は時局総了後通首の徐裕を見てこれを限り、その経過後は厳重に撤誌とを命すればし 、

し、。

緩，[: Ij 方法に依って中途半端な本建築を建築せしめるよりも 、 この方が俊足II 盤然として 、

その上去fJ って資材節約の本旨に合致するものではな いでゐらうか。

×  

建染接合に技術者首給制盤委ｾ令れ、ふものが出米 ＿ こ。接合として誠に時機に過し仁成

誼でゐると忠」、。

新聞紙の報守る委員の顔娠を見るに、内務省、営繕管俳局、高凶博工皆部、東京市、厚

生省、陸海軍、湖銭、満洲凶皆総長等から各 l 名の委Li が11. ¥て居り 、反術Jまの需要の側 と

fJ t申告の側とが見事に顔娠の上に表はれてゐるのは会〈感心のほかはな い。

日住止まに不思議に思はれることは、民IL¥Ht!l J として唯 l 人島j泳組の島田氏の名 前が見えるに

けで、他のiAb・負業主誌に事援 に依ってA立も大きな打撃を受付てゐる筈の、11!: 1: 日建築事務所

閥係者の名前が i 人 も見詰らな い ことでゐる。

し 今 1 っ この問題が東京のみの地方的問題ではなし全凶的の問題なるに係らす .1供

給者」の側に東京以外の 人 の名 ＱＱ なが Ｑ つも見えなし、。これは ｩｬ 主近各委 ｌｾ￝ｊ のメムパ ー に地

方の人々 をた力11へつつゐる建築事千? として、大事な乎肢かりではな いであら うか。

こうしに 問題の解決こそ 、 会問的に ｬｾｮ 聯絡がめって始めて図滑な解決が得られ る もの

ではなか らう か口

開西方面に於ても 、陸t(Juli 及び湖餓への就織希望者が杵172;にある。或は叉、閥凶方|函に

於て現在人を要求して居る 向 もな い とは言へぬ。線放を便 りに同部的 にこれ等の需給を! 先
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現することの偏制と不合理とを除去するのが、撃合の この需給委員合設置の第一の目的で

はないのであらうか。

この意味で 、 民間官公署を問は子、地方に於て多数のｽ支術 Ｍ ｉｦｾ擁する各方閣の人々を委

Hに加lへてこそ 、 この歪11令設置の意義が生す・るも のにと忠ふのである力、

新聞の報す・る委員の顔娠がその全部と すれば、時局に依る JR.hV=lI!.方の技術x- の釆IJL I弘

減餓や臨海軍へ周旋する委員千? としか見えない。

×  

技術者の需恰と 言へば、時節柄人の必要な方面は陸海平闘係か、l j [ 閥係の仕事をしてゐ

る l 部請負: JU千か、然ら十んばj鵡銭か北支方面である 。

所で、内地の業界がかくの如〈逼迫して来てゐること を捌なタな 耳にしながら 、似てそ

の方面への就職を懲加 しでも 、多数は容易にこれに! 配じゃうとしない。

その理 111 はいろいろあらう。陸海軍方面の待遇が必いといよ、のもその l つ、制鍛や北交

が、i辰遺せられる現場に依つては、未Tご多少の危険が作ふかも安uれないといふのもその l

つであらう。

請負方面でも 人を求めてゐる所は、多〈の場合、制支方面へ泣るかも釘lれないと し、ふ{ 床

件が附いてゐるから 、満銭などの場合と同じ現rJ 1で二の足を附むのである。

若い 人達は古人が希望してゐても雨親が罵賭する。内地での就践が望み部になっ? こ50歳

以上の 人々l二、案外渡i劫の希望者が多いのであるが、40歳以上は剖要者側で希望 しない。

人は除っ てゐるのに求める方では遁首な 人が容易に得られない。市治11¥1のこ うし に喰違

ひがそ こに起るのである。

所で、若し時局が終っ て内地の建築界が活況を呈し? こ場合、元の位置に復師し得 る道が

開け てゐるとすれば、此際もっと安易な気持で渦支へも行し或は少々給料が安 くとも此

際Tごから陸海軍へも行 〈気になるであら う。

内地 l二建築事業が復活する時は、満支に於りる時局的施設も大韓は整備の後であらうか

ら、蹄閥希望者は元の位置に還し?こら L、ぃ。引制き滞在を望むものは必要な 人数ピけ引続

き成 して世い寸こ らいい ではな し、か。

これは民間業者に於ては業主の諒解にて行はれ得るわり? ご し、 官公器に於てはその例規

の 1部を改正することに依っ て容易に賓現 し得ることである。

，. ， ，. ，. 

非常時局下、 今 日ま では忠ひも設げなかっ ?こ法律がどしどしと設定せられてゐ る。例規

の 1部改正位 易々?こることではな いで あ らう か。

現に、短期間ではある が、上海方面の水道復習の震に、大阪市水道部の 人々 が現織の憧

で出掛け に例 もあ る。鍛道方面にも同様な例がい くらもある様に聞いてゐる。

同じ方法を もっと長期に 、 そして もっ と組織的に行ひ得る様に規程を改正すればし、し、 の

であ る。
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新聞の停ふる所に依れば、事業停止に依る営繕管財局の剰員を陸海軍関係の仕事に制す

ことに就いて、 管財局側では仕事を管財局の方へ委託すべきことを主張し、陸海軍側では

人 を採用 す るこ ｈｾＧ 主張してゐると いふこ とであっ＿ こ が 、 その後何 うし、 」、風 に 落ち着い＿こ

か女11 らない口

日位、同じ官雌内に於てすら簡単に行かないの? ごから、民| 閉まで含めてのこうしに人の7j ，i

給針案が費際には容易に行はれ期tいことは控せられるが、日干し現在行はれてゐる多くのJAL

ひ切っ7こ非常時主肢に比べて、 これ位のものは何濯のことでめらう。

持て 6 大有j¥市相互li ¥lに、 l[i iUl特に波術{ i ' 1 : ' 融通 し合ふとい」、築が、大|以ili の l 部の人々

に依って考へられ唱へられTこことがあっ Tこが、今日の情勢では少くとも建築技術{ i ' に闘し

では、 もっと全間的な政範闘のものが必要なのではなからうか。

星第併の技術者需給調整委n千? など、こうしに組織の中心となる様殻民させな ければ、Yi l.

なる弘，没)i，談業紹介所の: む味しか持? こないものに終るであらう。
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阪 神 地 方 水 害 調 査 報 告

一 一 第

1"1 

l 気 象

2  六甲山塊の地質に就て

3  l-l l 溺 れ に 就 て

1、 集

報 一 一

災 害 強 度 委 員 曾

:k 

4 被 害 状 況

A 、住 吉 川 附 近

B 、大 石 川 附 近

C 、 妙 法 寺 川 附 近

者凶 lこ於ける降雨の原因は、冨悶性降雨、低気l取性降雨、ピヤ ークネス氏の不連鎖紘降

雨、地形性降雨等ーであるが、ま Tご原因不明瞭の降雨もある。

一日中 に 200粍以. 1 - : も雨が降るときは、大雨であるが、割合短時間内に多量の降雨が炎

然起る場合もある 、 之れを豪ｩＺｉｾと稿してゐる。瓦の雷雨は Ｑ 時間か、 Ｒ 時間位で降り終っ

て了ふが、雨の降り方が猛烈で一時間に5，60粍から 100粍位降る ことも、稀にはある。 1時

間50粍程度の雨ヵ; 2 時IU l も降り続〈し都市の街路にありでは、泥水 が溢れて、一時は交

通が社絶することもあるが、大しに被害が起らない。然るに夏時、部然として降る夕立の

如き雨がＭｪ｜ｦＺ夜も降り積げば、各 ｴｾｬｊ 川 は氾惜し低地は拠出となるのが常である。本邦で有

名な大前は高栂の南部山地の奮起湖附近で、明治44年8月31日には日量 1，034粍に速しにこ

とがある。又内地に於ても和歌山 !院の大台ケ原山では、大正 12年9月14日に日量 1，011:粍を?

?悦明しにことがある。之等の大雨は如何なる場合に起るかといふし 一長岡では大方齢風が

製Ｊして＾ｬ ｾＱ こ場介である。

ｊｌ 同 の大￯Ｚｉｾに闘する ｪ 記録は多々あるが 、 正悦なるものは、明治の後 Ｔ とからでゐる。その

ｬ ｐＮＺなるもの〉訪日のｾｻｾｾと昨 ｉ 同量の介ギ Ｇ ｉｩ A， B， C， D， E， F， G， H， 1， ]， K.  L  闘を次に示さう D

1I，J阪，[，11
1地方に於ける大1: 日は明治36年7月8日及 13 14のI:n量lω lは次の通りである。(M及Njj ;，ji)

今 ＱＰ Ｑ の ｩｬｬｬ ｬ ｬ 戸附近に於 げる大 ｛Ｚド ｪ の ｪ ボ ｉｾ とその経過を 、 ｩ Ｈｩｬｬ Ｑｦｩ ｩ Ｎｬｬ ｉ ｊ 候所の報 告によ りて次に記述

しよう。

営地方に於ては六 月初 旬より小雨断綴し 、 ｼ 、旬 に 王 室りて 珍し 〈早期 、 齢風が本邦南 ｪｪ 海上 ｬ こｾｉＩ 、

南米及び東方海上金北京に遜過せるものがゐつ7こ。 止bl h 1 関東地方及び東海道方面に願者なる不謹綴織

を生じ 、 二 日間に約 ＳＰ Ｐ 粍 政 皮の大雨ｾ脅し 、 戸 ｾｲ 々に ｊＡ＼ｾ がおｾ 1) Iこ起つ1:
Q 比国主風の後尾に丙比増Ijm!.よ

り日本海を蔽ふ高糸底と南方小笠原方面の高泉墜との聞に短めで著しき不漣績線生成し 、 九州南フJ よ

り東海道沖に在り 、而 も小笠原高泉懸の勢カを土脅すと共に比不謹績は徐今に :.I G_Cし、 七月三 H には主主

3 3 1 K  



Ｑ，ｬＧ［ ａ 悶 ・ 昭和 Ｓ Ｑ ＱＢ Ｗ 月 ＲＸ 日より Ｘ 月 Ｕ 日の雨ｲ｡Ｚ ｾｪ￟
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に瀬戸内を遁過するやうになって米? こ。比小笠原高気股が優勢でゐるのを見ると 、ヌドヂ1I 殊 に近畿 一帯

lよ梅雨期に於げ る大雨の典恕 的 形態を主主へ るやうになっ1: 。 七 月 三 日午後六時頃より北東乃ヨf -J lt の風

となって 、雨は漸女共勢を精し、四日午後五時頃には檎h 哀へ、従に入りて一時金〈止み 、 豪雨も時

を感し 1: か の 感 さ へ あ つ れ げ れ ど い 同 従 深 夜 ( まL 日午前ーl時頃〉には風向丙に特じ ‘ 雨{ ま再び勢を

盛返して 一 段と猛威 ｦ･ｩ 去しくし、主日午前八時よ ｾｊｅ 午に至る問は卒均毎時 ＴＰ 粍以 Ｑ ＭＮ CI) f;.J.I 合で降綴げ

各所に盤崩れ頻りに起ると共に、大小凡での務流 ＱＱ 時 ｴＷｊ､ 巴澄し、主主に来は商Ｇ宮市 、 尚 ｾＱｾ 恐 Ｗ ｾ 町東 部Ｈ

欄康附附〉に至る R21の紳戸市の内外服組図に百: りて示¥' t { . ( の大惨主公輿へる結果左なつ 1: 。 叉六甲 111

-It;;を，{. i 馬町方面にも甚大なる被害がゐつに模様でゐるが、 永?ご3特田が列目耳しないか ら吹カ報"': ;'1こ譲る

tBO閥、" Tl H 闘 、第 Q図 /1三日より五日迄の天気翻である。

内＿古河「に於て ＱＱ 三日午後六 ＱＱ 与の状況に基き 、 午後 ［ ｨ Ｎｬ ｾ［ｪ ｛Ｂ雨ＨＱｦ ｾｴ 二三 日降績き、 Ｍ ［｣Ｑｽ， ＼ すれば大ｦＺｉｾとな

り ｾ Ｑ ＱＱ Ｑ ノ ｊ､ ￭Ｑノ ｫ の傾向滋 ｷ な るを以て、比カ 商に到し待に ｾｩ ニＺ窓会要す ｪ との気象待報を苦言布し ＱＺ 。又ラ

ヂオによりても この特報 ｾｦｲ［ ｊ 十時前後に草まえし ＱＺ Ｐ

紳戸に於Iずる雨量- ＾［ ｉ｝ Ｊｻｾ叡 ｩｗｉ 茨に詳しし ｕ 殺しであるが是より沙 ､ ｴｊすると ｬ 、の遜りでめる

11 1午前十時限界2明 間 雨 量I ，:c 司王

7  JJ 3  11 I  49 粍6 I午 後六時頃より蝦〈なり 、豪雨降綴〈

午後ヨ ￮ Ｎｬ時檎々定へｾに入り一旦止む多 411

-:- 511 

141 .  8  

270. 4  午前 一時 ｴ￺ よ り再 び豪雨次第に診をｾｊｪｦし 、 八時よりｪｅＧＱＢｾ針孟泌を悩む

合計 |
461. 8  |午後一11寺 附 止

既往記録との比較 ー営地に於げる槻 ｔｾｬｪ 開始Ｈ明治九年〉以降 ＲＴＱ 時間雨量の最大 ｬ 士 、

f  0 1時限界24時間最大雨量累 1，1三の刷証 199. 粍4 Ｈ七 Ｑ ＱＰ Ｑ 昭一一 ｾｾ ＱｾＱＲ ( 明治4341911 7111

l 随 意24.lf 間雨量の最大の累年の係値204 粍7 ( 61120・与一71120尽) ¥ (  1910 1，1'.)' }) ， "  )  

が多年氾銭を保持して* " : が 、今回の大雨に就きて着るに 、

10 1時限界24時間最大雨量 269. 2 (  5  u  0時一一 241時、貨は 13時23分迄〕

L随 意 24湾問雨量の最k . 326. 8 ( 4  1:1 12時 - 5H 121博記〉

となる。立11 Ｈｰｊ に格段の キで これ までの記録を更新してそ るかを知ることカ ［ｕｾ 来る 。

是ｾ先般の闘京地方に於げる大雨量に比絞すると 、 最後の ＲＴ 持聞に降つ＿こ雨廷が来Ｉ［ｾＩ［前に於げる

Ｒ Ｔ ｾ 湾 問 降雨量の約二倍となる。更に時間佐治めて最後の倣時間に於げ る 一時間雨量等より考へ るし

如何に降雨が激しかっ? こかを察知す念事が出来る。

伶最近に於て九州、近畿( 特に京都〕 、 北 陸等に秋， Ｗｾｾ 渦をナ招来し 、 宮市内外にも粉々災害を奥へ Ｗ 二

昭 利 10!ド6) ] 27日一8月 l 日、 8)j Ｙ 日 ＭＸ 刀 ＱＱ 円、 Ｘ 月 ＲＸ Ｍ Ｙ 日 等に於げ る、市ＧＢ戸 の雨量ｾ 見るに、 殆んど

何れも 2日或は3 日間に亘りて合計 200粍内外の程度であって 、 今回7月3 日午後6時頃より 4 日午後51待頃

一旦小止みとなる迄の大雨に匹適するもので 、比皮は其後約8時間殆 Y ドJf-_; / グ後 、 夏予= 浅 リノ 260

粍古車ヲ 僅ヵ最後ノ 12時間で降君主しれのであっ1: 。

嘗地附涯に於ける雨量 の分布一 未Tご詳報到 らさ' る観測J i J i 多き い これ まで 報じ来1: 偶 )i JI のみを掲げ

て次表に: mさう。 但 し普主主午前 10時 l 同 のみの観測でめる 。

3 9 1 X  



現 i}lj 所

1判 官r ｾ 賞 脇

布 J馬
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赤 電車
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| 降 止 時 刻 | 残 り | 令 計

13時40分 I 65. 7粍 I 362. 9粍

3 日10:e y - 4 日10王寺- 5 日10蒋
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69目 5

105. 0  

8.  4  

4. 1  

5. 1  

0. 5  

8. 9 

10. 2  

25. 1  

205.  2  

11 6. 5 

9. 0  

156. 7  

232. 0  

440. 0  

195. 0  

215. 9 

234.  1  

187. 4 

183. 0 

120.  1  

358. 7 

402.  8  

359. 3 

287. 4  

200. 0係

uれま米? ご不完全でめ るげれ共Jk. よ り淑篠 すると市Ijl 戸ドH近 の雨: i l l : 古去し多〈 、 主主さ' かるに従ひ て漸減

してを7ることが解る 。之を沿海地方に就 きて見るに 、 ｲｬｬｪ 宮附￬ｽ ￟ より地勢次第にｾ，、竣となるに従ひ雨量

し亦激貯せ る傾向があ る。 従 って内宮以凶鱒屋以来 の、紳戸市を '1

'

心とする 、人家母 U J，lJ詐;'1，よる地域

に泌水がお濫し 、人: rrl: の以傷、家屋の流夫、埋波等の惨' . 1 ] : 珍しかっ1: 次第でゐる。

Ｑｾｾ 、 ｬ 高地に於て は早晩ｦｲｻー に ｅ 石 の落 ド 、 道路の滅失等起りし 所 ｌ ゐつれ絞憾でめ るが、最 も氾 濫 の

猛威をｾ ｾしうし れ時刻は 、 正確なる ｬｩ￨ｴ 宣告 ｾ ｬ トＮ めてをる ｌ のがｩｊＡｊ［ ぃ 。凶宮市 Ｍ Ｑ じ 郎 、 Ｗ ・ ｦ 屋 川 ｆ 付近 、 住吉川

附近 、紳戸市内外、総 屋Jji 百I: t ，凡てを? 遁じて 10湾 ー 12汚のr，1j でめっ1: ゃうでめる。字治川鱗谷の大氾

畿 の起つれ I時草川 、係りの惨状に正確な時刻 の税測をなしれものはな いが、 大惚 103寺頃 に始まり 、正

午 l司には殆んど流失 しれや うに思はれる 。

字治 川 氾 濫 により ユ ｼ ヒゴ ｉ ｪ［Ｚ［ｾ 低 地 の 住宅 盟 主百が流失しれ常時 、 時々 地 鳴伐の怨きゐ ｢ 、 地震計には士地

の傾斜を示しれが 、 ｾｾ概 要ドの遁りである 。

!! Il ち11時53分、i 3時27分等に約2} の傾斜が現はれ 、又 I1時 15分 lこ小地震の!mきものを? 示し1: 。 宵傾

斜 の 方 向 は 北 北西にして ｾ Ｖ 日 日 時には約 Ｐ Ｎ Ｗ ｽ を ｊｪＧｴｊ ｊ 日し ＱＺ 。 比 の傾斜は或 Ｑ Ｚｴ，ｑｽ務官 Ｑｴ 即ち紳 戸 ｬ ＧｬＡ ￙ 候所に

最 L 近き北方一回に 一大砂測がちt澱 しれから 、是れに 基く L のでめ るか L 知れな いが、 未fご断言 する

ことは tH来な い。

I X 4 0  

81. 5 

11 時 過

70. 0 

87. 9  

223. 0  

193. 2  

，136. 6  

212. 4  
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雨1
1
戸附近に於ける今回

!  
神 戸 ユ 於 ヶル 4zifl I  ｊＮ じ絞Ａｾ日 ｉｻ ｩｩｬ［

450  

の水害の概況を ;); 11 るこ

とが出来 る。然 も今同 仰

の水害が; [ 111
1
'-' 附 近lこあ

りで は如何に激しいも

のであっ ?こかと いふこ

とも 察知し得られるが

今後再び斯様な水符が

めるかな いかを問はれ

るならば、前文に示 し

Tこ内地に於 げる大! 羽の 150 

例か ら見て色、 何年或

は何十年 目かには 『こ 1帥

れと 同様な、大雨があ

る』 と言はねばな らぬ

ｉ 目 ｧｬｯｩ Ｂ ＧｉＧ ｉ ＡＹ ， ｧｊ ヒ広三ロー［ｬｾ

.2 sn:g国十三".J. 11引 叫 九H式a- t o

;) ' ; 10 十年t 問5 J 大 !Itt. ti f - 叫 - s

4  ・ ・ " R九 B- t -o

5  ・ ・八同時，、8- 吟九8

。/ T T3 I i n

6  101 ) 4 I・22 ): 2 6  10 三叫 同 位 互 2 6  10 葦14 11  ＱＲｾＲ＠ ，‘・i l 4 ，¥ zZZ' ]  ， Ｂｾ附 Ｂ 21 1: 

4ト ' f 今 年 守 句 : J . ｾ＠ - ;ト
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2、 六甲山塊の地質に就て

六甲 山塊は西南日本内側構造地帯上にあり又従って地民地帯、火山地帯の一部でもある

之を局部的に見れば中岡地与gと四岡地塊との中nnlこ爽まれ? こ地向斜地域であり 、法 山地

奇特である。

又一方日本列島仮 なる池山環の1 l l i ｦＺ ｉ ｈ ｩＮ ｮ ，ｉ 大陸塊よりの側睦 力 ｬ こよる睦伴 地帯 のＭＭＭＭＭＭＺｧＭ ｾ でもあ

る。従って此地主主は地塊運助成にして断層群営形成し共' 性向は街J -_断層をなしてをる。

殊に六 fp山塊のみについて言へば開裂地塊rl:1の典型的なる地盤山l慌をな し共T有(ft llll 反ili11
1泊

料:に 商せる部分は明白なる断! 阿古を形成してをる。共;末J友ミ端切商部には V 土宇ド形の汗前11-¥搾E翠事のt似4剖!

をを'" 交支げ先端は頭部伝.削蝕!によ b渓符3を? なしA次くφ叫叫d4均叫lJA山，'u

イ化ヒによる佳2銑{任h石を?なし j海b好紛tβj咋Fr亨千p. I地也 t仁こ及んで 3を?る。

抗Ｉｾ司王よ也は介成 Ｑ 毎日即断層隆起海［ Ｍ ｾ Ｍ Ｚにしてい Ｑ Ｑ 日層の粘土沈泥質の Ｑ Ｍ ＮＱ こ山地に於げる第四

紀供杭統の花ｾｉＮ ｬ 走 ［ 咋府の砂陳層Ｈ民砂 ニ ｵ カＺＩＧＷＺ府をなして 山 腹より全商 Ｈ ｉ Ｏ ｾ に 千地を被告宣 し

出［ ［ ＧＱＺ Ｑ こ 向ひ傾斜地をｾ )1予成してをる。

共地質的概要をを? 示せは 子六.丈， f巾|ド1:1地山些蝕lh! の南段は 中生代白I到iE包1立i紀よ h第三紀に占及えぶ注准- 入j訪深丸宋て成岩のE露客

頭 Ｓを＿な し 花尚京一 Ｓを＿主主Ｎとし Ｕ亦』亦］夫等等Ｎの縫成右 ｦれ治 ｡Ｑ守 ｾ ＭＱ 仁こる車 Ｑｬ品Ａ

球i欣/)伏j犬:守等; φ1形|杉予刈1紋たをを?示す 0

叉地入鑓成岩相 とし 1 戸:j :A' i- には間々のJ去蹴鑓質岩相を示 して をる。 北段はお九三紀層にし

て凝i j ( "生岩質を示し|徐々に丹波山地の第三紀以後の噴出火成岩?こる 石英組閣軒、安山抗、

玄武岩等に接してをる。

ユ夜間の之 lこ接する南段の千地は洪政局よりなり if if:; t: 1; 付近はi'rj' 脱層を形成してをる。

以上の ｾｮ き地 Ｉ Ｑ 予 地質を引する六 ｦ ｬＧ地 ｬｈｩＡ は＿ｊｊＭ 佼蝕枠制末期の準 Ｒ Ｑ 三原の相貌を示し相岱風 化

の証sみし脆弱なる地盤にして縁越の断層懸jEは今病問

析i成均的二川のm- lるffii 控なる机を示す斯の如き地域の定

地又は扇; 伏地域に於ては例へ共地質が砂礁にして相'JZ

の耐力を有するも共非塑性主流動'1'1: はもt蝕f#. 姐の一段

階として山地に於ける大j : I :j 量の共合水飽和鈷に於ける

策略の高打ーと共 lこ- 1こまりもなぐ山hHれをなし渓谷を

担め斜面を覆渡し自己の脚下? こる扇HJU也は抑流され盆

地は在日渡する之叉不可避の現象? こるをまぬがれないで

あらう。

i 住吉川上滅、111崩れの状にして念

峻なる鉄谷状をなし地肌は片岩賞にし

て剥離せる 角際破片を扇状形に堆積す

4 3 1 x  



2 戸犀川 、水車谷北屋、 1-，官官は洪積月号 !f.t: 砂土の

ｴ Ｈｬ ｪ 械＼ｨｾ 、 ｉ Ｚ ［ Ｇ ｜Ａ￭は粘土 ｊｈ 田砂の暦をなし ｩ Ｇ ｦＱ磁 ＷｾＩ ｴｘＮ

，腎をなす 。針岸は片計の 111M にして i"T床近< ¥K 砂

士の府をなす 、従 って この」じ爆はl発起悶[ 清爆をな

す Lω と忠怒さ る

_  ，ＮＮｾＮＮ＠ lo・

Ｓ 戸屋川 、 Ｊ￯ｩｩ 谷 ｾｴ 崖 、 Ｒ と同一 員さ にして核法

!  t 粘土府 lこして ト段 大塊を なす!1硬質粘土の府に

して懸躍の零[ 立最IJ 雌をな し崖錐の増設、をうi:す

4  7!i 覧 J Jj 、水車谷北屋、比附近 11挺秒、土の士問責 5  }' 'f屋川 、務官Vo)r 力スケ ー 1-"附近 、南崖! 隊1f， 111 

府なれば比絞的新万 L 大きか らや、 (1' 古川 ( 供1)' ( f ' t f . にして幕吉川 lγ 治質の lーをケ採砂が彼穏せる状況に

府〉科の大法ぬの統鱒を見守 して-li J 崖と J t:地f He具にす

4診 が ゆ い

‘  で合《ー

6 住吉川 k涜七曲附近 、谷床は噴 tP1
岩 の岩床 を. Ｗ 住吉川ヒ ｭｾ 、 渓谷河床の 地 質は洪積暦の 花 岡

露出し爾岸 は洪積暦にし て今次の洪水の然旬: 岩上 岩見の耳J j 放による気候河段 E をなす 、従って今次

り風化剥縦せる大岩与¥He流縛せしむ の主 ｉｉｾ 洪水の場合 ｬ 土露 ｉｕ Ｎ 流鱒し岩 見 を 交 へ＿こ 砂

混智十Lの原因 となる

I X 4 4  



丸 山 崩 れ に つ い て

此の度の阪前1
I地方の大水害は質に稀有のものであって縦災者に劃しては満腔の同町! ? を禁

じ得な い ものがあるが、之を J令かに科書善的に観る時は結局大局的に視て自然の侵蝕輪廻の

通常長年月 に亘って徐々に進行すべき 一過程が長雨に続いての未曾有の豪雨により僅々数

時間主云 i 、短時間に急: 激に進行しにことに作って起つに一つの事件であって、特に此の異

襲の起つ1こ地域が令々 ，人文の設建し? こ都千? 地であっ? こことにより重大化しにものであると

考へるのである。市して此の度の災害を大ならしめに最大の原因は山津波とも栴すべき税

短時間に莫大な量の土石を伴つに水が流下氾濫し7こことに在る。 此等の土石は大部分河川

の沿岸の山々の山崩れに因るものであるから此の度の災害を研究する上には王手々 建築家の

立壌から しでも E うしても山崩れの調伐を度外視することは出来ない。以下筆者等が質地

陪茶により調書正せる結果に基づき若干の考察を述べるこ主主する。

記述の便宜上次の 5 項目に分って述べるこ主 主する 。

( 1 )  地形より 観たる今回の水害地と山崩

け[ ) 地質より翻たる今回の水害地と山崩

(U1) 人文景観より観たる今回の水害地と山崩

CIV) 水害地に於ける山崩の原因

( V )  水害防止の封策

( 1)  地形より甑たる今回の水害地と山崩

今回の水害地の地形を本年 6 月革11柴路屋費行の 3 高分の l の地i凶及昭和1七年 1月夜行の

帝国陸地測量部の 2寓 5千分の l の地|笛|により imるに武山川は扱て置き住吉川、芦屋川及都

民川の 3 川の川 口は特に海洋紘突H-JJ しその中でも住吉川の三角洲は;俗段に設建し沈前作

用の特に旺伎なることをよ〈 去は してゐる。今前記陸地測量部設行の地| 叫により住吉川流

域の等高級凶を作成すれば第 1 圃の様になる。明に此の地域は主主して住吉川を中，心とし

て沈積せることを表し局部的に' 1 - ' 南高等製佼附近に二紫荘西側の大谷より流出せるか主党

しきまS高紘! 剖の突出が見られるのみである。而して此の地形! 耐を仔細に翻るに住吉川上流

ｬ こは多数の崩土、流土、雨裂等あり且沿 ｪ Ｍ ｾｴ は大部分額岩をなしてゐる。Ｈ第 Ｑ 圃参照Ｉ依

って過去に於ても既に

h延々本川の沿岸には j
ミ

小多数の山崩れがあり

且地質も崩れ易きもの

?こるこ之がわかる。向 民

此の地域の断固闘を断官( 王宮

商指示誠に沿って 作成
A  

B  

j為2闘 ・住吉川涜域断面倒 C A - B飽I商〉

4 5 1x  
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する時は第 2 置の如 くな り向川

口を ｾｭ ても 第 Ｓ 圃 の如 Ｑ ＼ ｾ ｩ 成海

岸を なして海中に突出し居り、

正し < ftfiii 手l相官冶: なる沈杭地域

であって民の超大槻棋なる山崩

れのhji 土の流下士11 砧せる 扇 ;U，地

帯ではないことがわかる。それ

故此の地域は過去に於ても底ノ号

沿岸に規校徐り大ならさ' る数多

の山崩れあ り此等の土砂岩石を

第 3 困 ・住 吉 川 川 口

多量に合ん ｴｾ 水 流が激しく氾濫

しllHi'f せる所ーであり、- f f ，j 傾斜2: なる上に山地より栴岸線に至る距離比較的短きを以て泥流

は相首大且多盆の岩石をかなり下流に迄運搬士 ｉｉｾ 積せる 地 域であることが推定さ れる。以上

は住吉川流域についての制後であるが共の他 の河川についても今回の水害地に関する限り

大韓同様の槻察力［ｾし得られるのであって今回の 水 害 も正に此の過去の歴史を繰り返しに

ものに過ぎないと思はれるのである 。

Cl D  地質より翻たる今回の水害地と山崩

第4週 ・節玉虫に沿って酸化共{ 也の千七墾華道化が行はれて居

今回の水害地の裏山金属す山地

は大部分花尚治系の深成岩より成

り11住}y¥川流減附近より J10こか げで

洪t' ( J 首の所が少し くあるのみでめ

る。

花尚治は石英、各Nl.b三石放五位

共の他角閃石、輝石等ーを主成分鉱

物とし、 |対flRにて認め得る程度の

大なる結晶のみより成り破 ｬ ｬ ｾ 質を

合んでゐない。而して此等成分蹴

物の結品は相 lr:にその膨脹係数、

硬度及化事縫化に劃する抵抗能を

具にする。地必に露出する時は去

夜及季節により 加熱冷却を繰り返

して受りるので此 等IJ 彰脹係数を 異

り、待にお! f t 中央官li に右下 b に斜に走ってゐ る凹所は節理に にせる無数の結晶の集合髄は緊張

沿って特に酸化が行はれて鮮紅色を呈してゐ? こ。( 紳戸哀111) 弛綾を繰 り返すこ主主なり その矯

4 7 1 x  
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今迄統治してゐ? こ結晶間 lこ隙間を

生じ自然に結合力をうたってうK，叉

表面 左内部とでは温度 に差異を生

十る 需 内外不等膨脹をなし需に ｾｦ ｬ

釘的に大なる歪力を生じ遂に内外

の結合が li! . l i . れて表面が制離する守:

のこ主が起る。のみならす・長石類

は極めて辿に 71< e化 合して高陵土

( Kaol i n 粘土の類) となり叉共の

他の成分蹴物も雨水 中に合まれる

酸素に因る酸化( 第 4圃参J ! tO 決

酸に因る分解又は雨水 に因る可権

性物質の溶解等に因り比較的短期

H日に ボロボロ主なり多 〈の石英粒

第 5 園 ・花筒岩の規則正しい節迎。節理に沿ひ風化が遂

行してゐ る。( 瀞戸裏山〉

より成る粘土混 り砂 と化して 了ふ

向花柄岩は節理が良 〈護達 してゐ

方雨水 中には茨酸共の他 の酸及
るので ( 第 5 圃参! ! の此の節忠告? 俸はつ. [ . 雨水は法透し

純 物 よ り出 Ｍｲ ＺＺ す 有機酸等を含んでゐるので節理 ｾｉｬ の爽靴 物及旬 ｩ ＮＰｉに於て相接慣する雨岩塊

の商内の長石類を容易に分解し て

粘土 色なしその結果節Z砲を境とし

て全岩を幾多の互に結合力を失つ

＿ こ岩塊の持 ｉｾ 伎と化し〈 感 Ｖ 圃 参 ＡＡｈＩ

その舟此等の中 1 ;岩塊でも河71<の

簡突に因る撃力により 、又は刻削

により下部の岩塊を消贈すること

により、自然 に腕裕せば他 のJ古塊

も引き続き hiiiみする 等の司王・I'r!i'によ

り、荒〈は街i耳E共の他の組裂中に

位入せる雨水が冬期 Ｒ 民主 Ｔ の ｦＮｴ ￬ｾｩ 紡

して膨脹し抱裂を大なら しめる と

か又は樹木の棋の侵入により 勉裂

を増大させる等の原因により 大見

として も握れ易い。 方花向if;-は

犬抵底盤又は岩株をなしてゐるか

I X 4 8  

第 6 回 ・下部及中央郊の願者Tよ節塊に沿って すっかり風化

が進みf也の場事もと総が切れてゐる。 どの岩%も風化により

表面は部鼠色をしてゐるが皆花 i記岩であ る。( 榊戸裏山〉
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此の地域の山 lま太郎分i関葉樹を以て覆はれてゐるがー商に尉土、むfi 土、雨裂等{ e 生じてゐる e
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ら成図上金斜面をなし、且風化は之

に千行して進行するから風化ゴ: の

! ネは少 し¥J享〈なれば自然に滑り

務ちて了 ふの で大 低 ＶＰｾＹＰ｣ｭ 粍

度で比較的成 〈その下は不器透質

の椴術な米風化の持塊 となってゐ

る。従って樹木の成長・に工介が，'llS

〈 そ れ ｬ 抜 大木が 出 ＪＺｹＧｾｦ， < 叉大本が

少いから 樹木 と云五、樹木は大ほ下

部の岩処 に堅 〈根を張る ことがな

〈従って風化j奮の滑孫右? 腕 If : する 第 8 闘

? ごげの効果が生 じなし、。のみなら す'7Kを合み得る風化l首が部し、か ら左程大な るf:l: i盆の降J:I:i

でな〈ても よかしく連続長期に瓦れば忽 ち飽手JI に述し、不法透質の米風化岩塊に接する風化

暦の息角が念激lこ減少し、此の風化局主 岩肌と のIL日の治流主共に重力によって草木諸共滑

り Ｚ 搭ちて了ふ傾向があるのである。 Ｈ 第 Ｘ ｾ Ｙ 園 参照 Ｉ 従って花尚岩質の山では ｬ 唯無頓着に

樹木を植えても決し 7てそれによって山崩れを防止することは出来ないのであって又一概に

喬木は悲 〈植木が良い主 云ふのも常らないし針葉樹が悪 〈澗葉樹が良い t 云ふのも良質で

はない。( 第7- 14圃参照〉要するに根が探< f j 賢〈岩塊に I官ひ入り同時lこ飴り丈が高〈なら

十樹葉に充分雨水を・含み保ち得る様な種類で且首地の気候に趨し生活力の旺盛なものが最

も宜いのである。貰際問題主して如向なる樹種が宜いかを示すことは専門外であるからわ

からないが上記の如き標準によって選揮さるべきことは疑ないと 信する。

向今一つ工合の悪いことを拳 げれば花尚治の風化土はサ' ラザラ して居って粘芯- 力が乏し

く容 易に移動し得 ること であってんとが常一府山崩れの危険が多 いのである 。

IX 5 0  

( UD 人文景観より観たる今回の水害地と山崩れ

第 9 園

( 1 )  建物; 第15圃は1)1南尚令:

墜佼より* へ約 I J 将行つ仁川-の

［Ｂ［ＱＱ ＷＧＣで ｪｾｕ 診しにものであ る 。 引責ー

の撤彩方向が泊ii ;でな い1. : t 感じが

11
1
1て)J I} らないが賓際は 向ってLi 卜.

の方にかり でヅツと 上の方迄家が

あ り此等カし制lをな して押し流れ

て米仁川流の抗に被与与を受げて ゐ

るのである。 IJI 紛れを作ふ豪州の

場合は 川は必しも本米の川筋のみ

を流れるとは限ら十山崩れに よっ



， 

第 10週 ・紳戸哀山F ' ライヴウエ ーより撮影 、

潤楽街株の山嵐れ

第 II 箇 ・再度谷の字治川上話11に泊へる山腐れ、下方" k 右に走る凹所が宇治川筋
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第 12園 ・紳戸裏山ドライゲウエーに沿へる山足首れ 、倒れてゐるのは大抵細いおiでゐる

第 13闘 ・第 12聞と 同じ所 、檎太い松はf臼iれない でゐ る

IX 5 2  

第 14園 ・第 12幽 と同じJ折、'(ji IJ れないでゐ る太い松 の枝元

を見れば比の湿り周園の土はやりドり漸く 松に 支へ られ

てゐ るのがb忍められ る



第 1 5 園

てみ=* の川筋を誌がれればノト迄 道

路や宅地で あっ ?こ所をも察赦な く

流下するも のであるから 山崩 れを

起 し易い 土地 の，包: 斜簡に :(r: る2約二

於ては是非後 lこ述べ る様な注立を

守つ＿こ防水 ｦｦ ｪｪｬＱ ＿ｾ塀を ｭ らす必 要が

あると思はれる。 第16聞は{-I:古川

上流右岸にあっ ?こ工事 中の建物 で

ある口宅 地主? 浩成す る常 に裏 山を

切 り(吠 きその自然の法商を 中断 し

そのあと に充分な砂防mのj権問を

巡ってなかっ fこので裏山の風化層

は下部より次々に 11']' 1) 孫ちて途4こ

頂上lこー迄 一及んでゐる。然し辛なこ

とに此の 山hHれはほんの支局の滑

孫に過ぎなかっ? こ伐と建物が此の

山の切取商から 相 訪離れてゐ? こ伐

に建物に被害は無〈 又 }I  J); とからも

かなり隔? こり 偽敷地の高 さも 高か

つに需に何水に 閃る被守も 受 げな

第 1 6 闘

第 1 7 園

第 1 8 園

2  
-'" 
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かつ＿ こ 。 第 ＱＷ 園も 住吉 川上Ｎ 流布［ｾｾＺ

にあっ? こ合月iでーある 、幅 6 ) ミ相の

道路を隔てて道路より 6) く耗向い

敷地に )111こ商して立ってゐ? こので

あるが川の護岸も建物の) J ; 礎伝来

ねる擁壁も組雑な乱石杭であっTこ

ＱＮ［ｴ上砂を洗ひ流 され て泌尿し＿こ ｴｾｾ

に破壊し? このである。 第18圃 もf七

古川上流右j{!: にあっ? こ建物で第 15

圃 と同肢の原閃により脳波しにも

のである。 上 認 21司共) 11の日 Il fJ :J)}i 

の，nd!!l J に在つに建物でめる。 第19

圃は再度符の宇治)l j J 二流有; ｾ ＡＺにあ

っ fこ建物の倒康を示す。激しい M

水 のf d虫により) 11幅が数fi? とな9. t花 1  9  闘

風化 ｪｾ は勿論未風化の岩石と雌も相互の結合不充分のものは ｾ ｾ＼洗ひ流されて河床は突 ｊｃ

＿こる治石のみ左なってゐる 。 此 の建物は河岸 に近〈千 子在 し且 ｾ ，Ａ［礎 が 地山＿こる 健全な る岩石

左前; 介してゐなかっ Tこ震に足下 を俊は れて倒壊し? こものである 。その上方の建物及第20圏

の111子高k の建物は河)' 1宅から充分隔ててゐ ? 二信川幅ーの増大や激 しい下易IJf;:・0虫にも防見守 (( 'J

等の異常も無かつTこ例である 。

(  2  )  障塀Ｚ第 Ｒ Ｑ 聞 は ｲｰ 甫尚勺恩院の運Ａｊ￭ＢＩ ｊ 場東 北 隅のＩｪ Ｉ｜Ａｌｾ てあってた方 山の方 よ り道局

ト ーを ｴＱ￬ ｬ し流れて Ｍｳｦ ｾＱ こ ｌ イ ｩ 流 が ｾｊ 注 ￭ｲ￭ｊ 寸 ンクリート ｩｬｩ ｾ ｲＭ ［ｉＺ ｬｊ［ｻに よ っ て Ｎｴ ｷ ｾｦ｡ められ七月 Ｑ Ｔ 況を示し

1)( 5 4  

一 一 一 /

/  

第20調 ・建 物l士11，手応女の校合 、1; 手自if の石造工作物11寝担 、)11は比盛に て:右折す



てゐる 。此 の部分は丁度障塀が折 れr! 1J がってゐ

る 仙 の 所 なので強力な拾明を有する虫 ｲＱ ｾ効県が

あり充分1ft .JJ' C111?!<: 1こものと思はれる 。此の度の

ＷＩ＼ 得 ｊ 也 の昨塀は大ｴｊＺＮｾ風叉は地民に到して安全な

ly，J主に也られてあって大なる運動のエネルギ ー

5営? 有寸る斗土: 石t流f寵L3を:' sfl凡凡L止するに足るマツスも強度度
‘  

も千有fせす. 叉高1例雌l医5ゴ力J の前流に |閃勾る J，左t; _( 礎箆下地樵のj洗j先t  

ひ流され等に主剖J オす‘ る備へが1- 1 '， ? ! < : てゐなかっ? こ伐

に泌流が徐々に来Tこ所 を除いては大ほ倒壊 3くは

ft (j到 して ゐる 。然しよは設計上'i;?然のことであ

ってよによって直 に防水場。の無効論叉は製作イ4

Ｂ ｊ 能論を 舟 す こ とは ｴｬｾ［ｾ 平の殺 り を免れ得なし、。

( 3 )  擁 壁 : 川 ベ リ共のi也流水を受げる sr で

は眼力あ る水 のf外流によ りl T後及底部の土砂 を 第 2 1 図

洗ひ流される ので 乱石肢 は全 〈 効 果 が 無い Ｈ 第 ＱＷ ｾ Ｑ Ｘ 圏 参 ＡＡ の之に反し平野 に Ｂ繭み合は さ れ

て杭み上げられにマツスの大きな間知石より 成 る擁壁 は局L石積は勿論不ヲ七分なコン ク リ{

ト掛r-!l，主よ りも透に抵抗力が大である 。第22圃は宇治川上流再度谷の出口近くにある 高 き17

.  Ｘ ｊｾ の宅地造 成 ｭ の擁 壁粂護岸 であって 川 は此の擁 壁 の 右 角附近 で 急 Ｚ に 右 折し従って此 の

擁壁は激流を真正面に 受け ?このであるカZ微動ピ にせ十却ってます7事のコンク リ{ ト 浩護岸の

第 2 2 闘

方が すっかり 破壊 され? ニ こ k を示

す。 一方大なる 水流を受りす・普通

の地 下水!取を受 げる翠なる擁壁 で

は却 って水 の法 /1:¥白山な乱石油や

トロの巡 り不充分 な1l¥l 9.i l石防が簡

易な施工に も拘らすて幼県 があ り水

抜きの設世 不 充分な設 ｾ Ｍ ｉ のよ い Ｉ ｊｉｉ

減なコン クリート浩や妓筋コ ンク

リート 造の擁壁よ りもほ抗力が大

である。 第23圃は今問の7K守時 の

豪雨 lこよ り崩廃せ る大|坂11寺下千里

村 J ;-UJ の一位芸誌に属する無筋コン

ク リ{ ト 述 ( 少 し〈鍛筋力 :入れて

ある が素 人の設 計にて全然誤つに

町 筋 の 鴬現 論 ｢ ｩｪ Ａｾ 筋 コン ク リ戸

5 5 1x  



ト造と 異らな いもの) 擁壁の被害23員でゐる D 上部水抜の多くある部分は後に勝手に縫

ぎ足し? こものにて下部の7]( 抜皆無の部分は皐に宅地造成の際土地所有者が勝手に遺つ fこも

のである。 第2 $ 圏左下のお民の述望の擁壁は組稚な [1¥1会11石酷であるが法が大なのと施工組

雑な需111って岡地から水が自 Fll に抜ける こととに より少しの損傷も 1! l f ; かつ? こものである 。

第 ＲＴ 圃 は榊戸裏 山ド ラ イ ヴウエ ーに泊 ふ斜面の砂防 ｊ ｉ ｗ Ｑｬｦ ｾ Ｎｗ て司 ｡ は 下より見上げに所 ｢ は上

よ り見下し? こ所で ある D 最下部が¥i ¥H: 1I 石股上部は簡単な高Ll it 'i : であるがよく砂防の役を果

してゐ? こ。イ貝し此等の事貨から土陀及水路を考へ流水であれi時水であれ夫々に油し fこ充分

m 2  3 闘

地質は砂少し混れる背淡褐色粘土. 擁壁のi i ; j さ (1地主主面よ h 約 4m

l X  5 6  



第 2 4 園 a 第 2 4 闘 b

第 2 5 園 →

← 第 2 6 阻
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な設計ーとせる コンク リート 迭 又 は

餓筋コンクリ ー ト 迭の掛 ｦｴ ｾ ， ｾをも排

して簡易立筒L石積や問9il l石肢を推

奨する古: ではないこと rl lす迄もな

いことである 。

( 4)  道 路 : 相'E;な傾斜地 で 殊

lこ背後 lこ辺: 斜而を有 し 且ニi二1'l もがj

れ易い性質の土地では道路は 或1:11

の場介は会 くの川に なることを} 象

期しなげればならな L 、。第25圃 は

Ijl 南山守ー製佼の凶方大谷方I白{ より

の流水により道路が君主々にる; ! i H I

で ｾｬｬ ｬ っ＿こｲＱ ｲ を示す。之はほんの 一

例に過ぎな〈もっと酷い所カq :p; 山 1.i m園 ・紳戸裏山ド・ラ イヴウエ ーより撤影

あるのである。従って道路が川と 交 る所は丁度川の合流駄の如き効果ーを? 生じその附近は特

に大なる被害を交付る 第26圃 は此 の 様 な 陣 合流鈷を需 すの みな ら十川 の屈曲結でもあっ? こ

1: : t に蒋 しい被害を交げ にi伏況を示す D 叉 山地につりられ? 仁こ泊路は 山3を? 切り 1献決いて迂述; ちれる

のでで』恰l

なる砂 ｆ防 ｪ占 ｪ 的ゴ汚きＡ 庖伝伝 ，Ｚｾ を＿宇拶捌抑 ｪ月加 ＱＱ つて世かない ｈ 寺は表土居の重 力に因るす予 志り 下下 Ｇ ｉＩ ｦｦｩ 勘右 ＿惹起 しｔｩｽｪｾ 哀を ｭ

第2B函 ・紳戸 茶 山 ド‘ラ イヴウェ ー沿ひの 山崩れ

I X 5 8  

か しめる。又下方に於ては路l白{の

お1i 伎の101: f: j水の分散穆入を妨げ寧

ろκとをノj 、局部に介流せしめて凹 1111

料 lui ( 谷川の山 WL) に流す lこ至る

のでJ l I でにに水の集り易〈従って

表土の，(!.f (J I  J、にして滑り易き 所 に

j百11' ) ' りを JJ) J労することとなり 111

ｨＧｉＱ れを促進する役を する 。 第 ＲＷ ｾ

30及32圏 は此の如き凹曲斜闘に泊

って J11W1れは主として起ることを

示す。 此 の凹 Ｑ ＱＱＱ 斜商は向然の ｍ ￍＡ ｾｉ ，

輪 組 の 爪 勤地域であってみ: 文円叫

に述 べ? こ事柄は此 の事 責を指す の

である。 第27圃 は此の事責を i拍子j

に表 してゐる k 思 はれる 。又第29



第 2 9 園 ・ 紳 戸 N 111 
第 3 0 悶

第 3 1 関
第 3 2 園
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及却圃は集7Kにより 崩れを助勢し

? こことを示すものと 考へる 。

次に谷が道路に交叉 して ゐる所

ではその谷が極めて尚い微弱なも

のであっても土質が花尚岩の風化

土の如〈粘着・性の乏 しい場合は道

路は容易に切断され第31圃及第29

圃の如くなる前者は示1
I戸裏山大龍

寺裏の方で撮影 しにもので あって

コンクリ ー トの舗装下の土砂は約

十数尺洗ひ流され需に舗装コンク

リート 路は自重により自黙に切断

e

流下し去れるもの・と推定きれ、後

者亦同じドライヴウエ ーlこ生じ Tこ

山崩れであって前者に至る過程を

第 3 3 闘

示 して ゐるものと思はれる。 第32圃は谷に沿って 山紛れが起ってゐる様を谷の奥の方から

谷の1刺lに沿って撮影し?こものである。

( 5 )  砂防施設 : 砂防の役は謎J Ｍ ｾ Ｎ Ｚゃ 士 院堤等もその一献を果 すものであるが絃では単に土

砂の崩れを防ぐことを主要目 的とし? こ純砂防施設についてのみ述べることとする 。第33圃

は語rl' 戸裏山ドライヴウエ ーに沿って試げられ? こ竹編み砂防施設て' ある。此の如〈腐蝕し易

第 3 4 図

I X 6 0  

いも の及地山に達してゐるかどうかも怪し い様

な短い杭を川ひにものでは、無い よりま しと 云

ふ程度にて殆ど効果は期待きれな いこと がわか

る。之 lこ反して第24圃 及第29圃の如〈材料とし

て容易俺腐蝕し難い石を mひ下部を利々入念に

同め上部は法商角を i成す・る如〈附段朕 lこ切削し

各鉛直商に低い吊L石杭の擁壁を施し? こものは施

工の簡易なる割に効果が大である。砂防に72っ

て此の如〈一つ一つの擁壁の高さを或る限度以

下に止め山肌を附段以に切削し各掛川lその恭礎は

充分堅い地山に接着せ しめ且附段の水平部をセ

メント液の注入叉は コンクリ ート 打 t 等により

不法i歪質に近〈しj旗印j こは泊! 瓦ーに7K抜きを irxvt

7こ知事桃迭のものは砂防効果が良好の様でめる



第34園は甲南高等皐佼西北斜面に

あっ? こ間知石肢の砂防蹴壁である

が申 し分なく良< H¥- 5kて居り 微動

? ごもし てゐなかっ? こ。

( 6 )  壊提 ; 第19圃及第35園は

伺れも 再度谷を流れる字治川の下

刻侵蝕のAA況を示す ものである 、

此の如き 激烈なる侵蝕は流速の大

なると 岩石の流下衝 突に因る所が

大きいから流速を減 じ併せて岩石

の流下全阻止する 需河床 に幾箇所

も堅固なる 堰堤を設 げることは必

要不可扶のことと思はれる、第20

圃は此の種の目的による 堰堤で あ

るが、 その設置場所が川の屈 曲黒ti

にあり 且そ の謎岸が充分でなかっ

第 3 5 図

7こ儒 lこ激流は最短線 と最弱線 とを狙って流れ るか ら堰堤左岸の土地を打ち破り その結果河

床は左にす・れて 了つ ?こ有様を示す。之では折角の堰堤 も何の役に も立?こな い。 それ故堰堤

を法る 場合は基礎 を竪聞な地山に接着さ せる左 正 lこ同じ現r: 11 によって、 その護岸を も充分

にし なげ ればならす且川の屈曲黙に設げる場合はー眉逸流ぞ防ぐべ き封策が講せ' られねば

第 36聞 ・下っちに見える樹木はIII J 二より務下せる松の木

ならないことがわかる。さはさり

乍ら自然カを真正面に受けること

は甚ピ勢多 〈して効乏しき 業 であ

るから堰堤等は寧ろ水流が此の如

j  き屈曲黙に至る前に、 その水勢をT

， i成ぜしめる様、河心の実直な所tニ

多数を設 けるのが宜いのではな い

かと考へるのである。

( 7 )  護岸 : 山は如何に上部 に

於て充分なる 砂防工事を施 しでも

肝腎の山裾が 自然の法商を中断さ

れE それに劃して養生が施 されて

ゐないならば山崩れは必至であっ

て' 上部の砂防工事は水泡に闘して

6 1  I X 



第 37園 ・住吉川上流左岸

了ふものである。此の山裾の自然法! 面の 中断は

道路の開磐、宅地の造成等の人工に困るものも

あ る が 最 も 大 き い も の は 河川の下刻侵蝕でゐ

る。既に 第19圃及第35圏に於て示し? こる如く牝

尚岩地帯に於げる此の 下刻td蝕はItriる摩I j しきも

のであるから自然に }J'd立すれば山制は，2 峻に切

削さ れ従って第11園 に示す如き 山崩れを慈き起

すこ主 は羽Ａの ＱＲ ｩ 然である ＰＱ ＴＺ れ ｬ 抜山 ｪｾ ｪ れ の ｾＩｪｬ ｬ Ｇ ﾭ

の矯 ｬ こはヲビ分なる ［在日工事が 北非 ｊｉｾ 必 要である

此の場合 にも水勢をまともに交りるこ主はl T 1 ーも

t/l¥策であるから 1-1'， ｾＨるにり流れの 方 向 を良 也に

正 し?こる !・、 工事を進u ' べきであ ら う。第22圃

は1m夕、11石もlIの設) ;ミであるが、かなり激しい7kVl t

ｾ交り ＿こに も拘らすイ ｉ 百等の 被 害も受げなかっ ＿こ

ものである。 護岸の構造に於で注意すべきは大なる起動エネルギ ーを有する 水 を交げるの

であるから護岸その ものも充分なるマツスを有する 要あ り又:l S;礎底及背後の土砂中に両腿

の消 流を 生 じ 土砂の移動ｾＪし易 い 故 謎岸の壁簡は充 分水桁であって且基礎は必十硬さ局

に接 着 し且基礎前面には透水及洗ひ流 しを少からしめる役をなす不謹透のエプロンを試世

するこ主であると考へる 。

CIV) 水害地に於ける山崩れの原因

れる o

;)( 1 )  ( ! ! ) ・に於て詳述しに肢に風化焔が J: I:j

水を多主に合 み殊に不法透貨のぷ瓜 化府の出卜ｾ t  

のj習に多[ J !:の7kを合みその忠、f{ J ) ，え階憾ブJ を減じ

白身反自身とJCにず1: る樹木や工作物の1' .l j . wの増

大も千f ! l J . ひ遂に風化婚が1'1わ与することに凶るも

の

( 2 )  ; 樹木の動指及仰 lJi占の地え に| 刈るもの(

第諸国 参Ｉｉ ｾ ｕ

(  3  )  ;  下内告1日lIi勾I

の( 第 5幻7， 38及39圃参HH)

(  4 ) ;  ;岩石及水流の衝突に基 づ 〈聖書ブJ により

I X 6 2  
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局部的破主喪主? 楽し崩壊することに 除、

r>j:; ・ミ去、 ，工l刈る もの

平年 lこ多量の土也下7]( {t>合 u

地層 よりの地下水の旬' t/ IJ に作ひ土

砂町: t I  ｩＧ， し拷れに Ｑｾ Ｎ ｉ Ｍ ＭＱＧ ， ￯｜ の上積が見

J!H) 

;[h) J 反すること tこP4 る ( 第40圃参

(  3 )  (4) 及 (5) の場合は土砂

ｉｪ Ｎ ，にメ ｾＯｊ 、 の米風化の ｦ［ イ ｛ が混入し

( 5  )  

第 39悶 ・夙川上競t越木岩温泉附近

Ｈ 昭和 Ｑ Ｐ ｾ ｦＭの豪雨に 困る溺媛〉

てゐる時一層崩れ易い第 37.38及

40圃はその例である。叉 (3) の場

合は夙川の流域の厳に 7]( 成の地層の所に多〈児られる。( 第 39 園参加〉

水 害 防 止 の 封 策( V )  

此の度の如き性質の水害 に封する防止方策としては治山的針策、治水的主J策 }jz建築的t1

策の 3 つが考へられる。

策劃的山
:.1.‘ 

J ロ( 1 )  

( ] l ) に詳述せるまIl きt条件に油しに種類の樹木を他ゑ且出米るにけ1 : 11( 1 ) 山に努めて

Ｗ ｫ ｾ 土居中に穆み込ませぬ様働葉にて 支 へし める鴬樹業主＿ 以て地表をそ ｴｩ に被はせる様その

指幹の長 さに大ノj 、のある樹木を育成せ しめfこる雑種林 とする 。

その斜商に充分な砂防地i設

6 3 1 x  

道路の[ ) f j撃又は工作物の

敷地造成等のｦＮｴ 山 の自然の法 ｬ 白 ｩｾ

中断し? 二時は必十充分な上fl 怜 it1!.1:

は道路下に必す・多少の山崩れに 1l

ふ土砂が米ても充分な臨I陶ーのl暗渠

水害の廃れある山地及斜

谷が道路と交父する 所 で

[ 白. の道路の傍 には必すも断商充分大

且底部及側壁をコンク リート 等を

を; 投げて排水を良くする 。

を設ける。

特に崩れ易い凹 dfl 斜商に沿って道路をつりる場合は、

ClI[) 

CIV) 

CV) 

( H)  

を施す。

第40園 ・住吉川上流左岸



以て囲め不法透性主 し?こる開放の溝渠を設けて排水を良好にする。

( 円〉 此等の溝渠よ b集り来る 71<は務tI71<の民れ無き大径の排水省: 又は溝渠によ り速に?" T

中に導〈。

( 刊〉 山を傷め る行需を充分取締る。

( 2 ) 治 水 的 針 策

(  1)  }II を成 るべ〈 真直に流す。

(  I[) 河川の整血統合を|凶 る。

( UD  川の断面を土砂をも 含め Tこ洪水量に劃して充分な7ごりにする 。

( I V)  川の護岸を完全にする 。

( V)  河床に積々の7]( 制工一及砂防工を施し7]( 勢を減十ると共に土砂の流出を 少くする 。

ょがnに必要ならば川に接して沈i殴池を設げる如き方法もとる。

(  VD 橋は橋下の川の断商が充分なる程度に両〈し且河中に設げる橋脚の散を少〈する

( 刊) 説岸を傷付る行括( 例へば土、砂、砂利、石塊等の探J fx、河水の取入れ及流入、

堤の樹木の伐保又は鯨樹、堤及河上tこ工作物を設置する等の行矯) を充分取締る 。

CVI) 水防組合の}品 工、強化。

C!X) 鍛道 、軌 道 、 道路若 〈 は防 ｊ 悌是等が舟 ｬｩ 到の土地より遣に高い所では此宅ーを泊り ｾｉ￴

7]( 溝渠を 充分な敷fごけ設けて世 〈。

( 3 ) 建 築 的 劃 策

( 1)  建築物は成るべ〈近〈の河岸から相嘗の距出 ｩｾ を隔て 、 且敷地は少〈共河床より ｲ お

くする。

( 日) 建築物の基礎は必する堅い地山 ｬ こ接着せしめる。若し基礎を直接地山に建せしめ ｾｾｉ

い時は基礎杭を必す・地山に接着せしめE 杭頭は基礎版中に充分担め留め、向出来得れば杭

相互にをー瞳となる様連結する。

CUD 建物は床下の高さを許し得る限り高くする。

CIV)  建物には成るべく高い布基礎を周らし、その通風間開 口は高い所に つけ且出取得

れは.必要に l色じ開閉 し得る様にする。

( V )  否権礎と土蓬叉は桂、叉は椛 と土韮共の他主要構造官l材は相互に金物に て充分緊'j '(J

せしめる。

( 町〉 建物の構造主韓は水平力に充分抵抗出来る様にし、且小屋組は和ノj、屋を避け、 ト

ラス とする。

〈叩) 建物は必十 2 附建の部分を備へる様にし且此の部分の主要な桂は充分な断面の通

し住とする 。

(VI)  敷地を声¥¥し且同闘に防水桝を設りる。 防水堺は*"J; にマツスを大に し、 又檎闘の

I x 6 4  



少 い-H豊的構造と し且Jき礎はがとして土の側睡 に持 ? こせること な く総 て 必 礎 底 lili i の地|耐力 及

! 単操力に持? こせ、 tt.J 基礎は必する堅い地山に喰ひ込む、!，([[ ¥緩/百二させる。 施 工に官; つ ては lお

り易い ｼ占 ｈＺ｛ｾ 等は 丹念 によを除去し ｪ 副進 ｮ こ左様 なもの の 入込まぬ様注ｽｾーする 、 その 十 二 外 ｬ 白 ｩ

に は不法透性のエプロンを突 川 せしめ ｩ 山 ｪ ｾ ｴ Ｇｾ の ｉ 件流により足 ｪ 乙 をｩｊｴはれることを防ぐ 椋にす

る。Ｏｊ ｬ Ｍ ｪ 口 Ｑ Ｑ，，｜のｊｊ￯ｬは自身の ｈｈｩｬＦＱＱｾ ＱＮｊ げ に特に防水効 よ ｬＭＧＺ ｬｈ 子 なる如き考 ｬ むを持 ｬ ｵ 、

(  lX) 敷地il l-成 川 のおiU: ，t もJ忘礎は必 す' 地山に問〈喰ひ込ませ充分な 法 、 水 抜 吉、 Jk >JlJ ¥J主

交定! 主を千j せし め、 1，'，]依り が ［ ｪ い ものは数段の拐 ｈ Ｚ ，ＧｬＺに分 ち ｉｬｪ Ｎｬｦ ｲｾａａ ｉＺ ， ［ Ｇ 支げる ｣

( X )  生ｾ 物は敷 地 より ＱＺ ・ｾｾ、 土 地 のお ￬ｬｙ ， Ｇｴ Ｑ 白 ｩ から ＯｊＧ，ポ るにげ泌さ ｖ る 。

〔氾) 建物 の敷 地 よ り 出 ｊｾ 、 土 地 の 絶端にて必物 の敷 地に ｬ 白 ｩ する部分 ｬ こは大本 を舶ゑ ぬ紋

にする

( 泊1) 谷 II ¥J や 谷 の 聞い てゐる方向の 低I也、 又 は 貯水 池の 下 方 等に敷地を選 ぶ こと は也ニげ

る。

(  i¥!D LUl i，Hこ近 〈建物をぷけな い践に する。

J_' J.J 二の立11き詑立をι]'9 施。武3Ttilt 十るならば今: ) (_ の如き 7k't; :はfthらくはκとをうと全に 防11: す

ることカ ワ1' ，ボる であら うと|占I < もィするも のでゐる。

( 尚リザ新一、ギ 肝J占、雄、'l: li liuJ 俊 行、 文¥'__(-{t 均出I')

6 5 1 x  
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- 4. 被 害 紋 況

よ考

住 吉 川 及 芦 屋 川 水 害 被 害 地 【 域 闘

八、住 吉 川 附 近

下変

A‘.. ‘  

、判、ゐ

‘ 同. . . '

匡E1

人

l 、甲南女祭校附近の流水 2、阪紳幽溢甲 l暫女暴校両iJ 附近の浸水

ゐ咽



3、住吉川の涜石取除作業

丸山吉川府岸安宅邸内土砂堆訟の状況

ーア、ーr .. ・ とー一 喝 方

久住吉川草花域水道道に於げる水道幹線

の破損を::'1.主f!j 中の状況

ノー

〆・

6、同家f幼切破損の状況

ー::... .... ""_一一一J

7，住吉川米害総の破嵯 8、住吉川東省線の破壊

6 7 ，x  



9、7 月5日午前9時20分頃住吉川束力に

て水害 に遭遇せし下り念行列車

11 、住吉川東土砂に埋れれ る家昆及命線

13、住吉川西方図道沿線 にて

I X 6 8  

10、同 キ

12、住吉 )II Y 省線掘11. ¥工事 '1
'

14、水害 iti 後住吉川、川底



15、使古川 の下流、主主日に於て 1i簡 の * もな い

この附近の家は完全に無被; t

ＱＷ 、 住 吉川の Ｑ Ｇ Ｍ 流 、 ｾｘ 地の。認 さ の 設 が Ａ万 には床

まで侵7]c し、l 方は完全に無秘書 、右手の家

のは側面、背商l土コンク リート、 プロツゲ航

み、こ の事 L無被害の原因の l つである。

18、住吉川の下r;f( 、石慣 の有効 な例、道路やF付近

り家の中 には l 目 2m棋の砂がもtつにが右足の

rf 1では土問に も水カ: 入らなかっ仁 、子供の足

iGにあ るはポス トの照

16、住吉川の下派、到る足患に 見 ι る、 )11 とな

〆 )1:1註E存

19、住吉 111 ド流 、市I闘の京t司会下手，t  ｾ見 ｴＺ

)ili 

20、住吉川ドi " t ，t 、洪水の泡路となっ 1: 所、家の

ｱＧｦｦｾ＠ られて仕事華つ仁 、古if々制の有手の家

6 9  j)， 
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• ｾ ａ Ｎ Ｇ｜ＮＡ＠

22、住吉川下統、高I/ iIiIに P有効 な垣がめっても 側 面

ヵ: 板塀であっ ては作j に L な1'， ｾＩ 、 闘 道 よ Ｑ Ｉ 少

しr -)j ，本流のt . ' l : 防近〈

23、住 吉川 中流、園 進、l I I / 闘より一寸*; J 、前岡

山本流には少しも 水 のな い に反し 、 この附近

lま今宵流れ てゐる 、同J ち現在 の住吉川 の上流

からの* は本流を流れすe に全 部比の附近より

東方 に波って流れてゐる

24、住吉川中流、f:E'古川が闘道に 11:¥' 1こ所、手前の

関知石は流れて来?L石か C，l'乍つれものa・・

25、住吉川中流、間道 上手、有I/闘の直ぐ下

は 7 0

噌高九三ｾＺ ｾ ｾ

26、住吉川中 流 、無浅に も舞重装 置 の様 になっ 1:

2階 家、省線 と国道の問位の所



ＲＷ 、 住 吉 Ｉ ＱＱ 、 巾流 一 一本流から点に飛び ｾｐｉ し ＱＺ 洪 2B、住吉川 、中ij{f - - I' 仮念総ド乎、古ir関とは本流

7)(. &吾、非常' な災害を7及ぼしてゐる@ 凶の 1、子 跡、をはさんで同位ｾ

んぬ ぐ~

29、住吉川、 中流一一両ir 闘と 同 じ家、 l 階に計お

が話id込(， L 1Ji 1，流失 しなか〆! l : 旬、肉と忠 lよれ

る

31、住吉川 、中流一 一阪急、彼 F子 、本家は流失し

れが浅されれ餓筋 コン ク リート 迭の土蔵 、がI

闘の岩石は臓の 向に見 える しの 、手前 (士松 の

生 えれ堤

3D，住吉川 、中流一一l仮5口、線のード手、破はしっか

りしてゐる 、@ 闘はこの士識の向ふ領11より l  

手に向って撤影し? こもの 、増 巾し仁川のut rJ' 

にめって不思議にも疫つ1: のは が{ ドの関係

と忠{ まれる

32. 住吉川、巾むfi - - 純 終 約 2mの巨岩 、l仮念線

下手

7 1  IX  



.. -
4‘ 、、咋‘ ! 唱 . 、，

A 対 立 ー も ち

働 、

，Ｎ［ｾＮ＠ ｾ［ｾ＾，［ｴｾｾＧ，Ｎ ・ 1 … ー と 言 明

33、@調をァ丙側より見; t: /j庁、流れが此 のE誌の丙相11

ぞ遜つれこ とを見る

34、住 吉川、 rl' 流一一主流は 同j ふ側に流れてゐる

ヵ; 、積巾 しれ川の中にめりながら危くも主主つ

れのは上手の樹木が原因せる L のと忠! i: れる

阪忽滑m直ぐ下で貯 巾 し仁川の端の方

35、住吉川、中流一 一阪念総下の本流、笠日に於

て既に本流にはＪは ｬ 滴もなく会派ｊＮｴＡ側に￬Ｇｦｩｾ

・れI u てゐ1: 、司君巾 し? 斗 11の中程

に
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開
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の
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…
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る
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住

み

念

r
o
 

内

4

J

37、住吉川、 上流一一洪水 の作つれ河原の挺中に

め り、中央に白〈 潟つてゐるのは洗ひ浅され

に土臓の妻壁であるが、F この旬1I にあ る樹木が

洪水の 主流を左右 に逸 らしれ l 図 になってゐ

ると怠はれる、阪念総の直ぐ上手、前闘の西

手. 手前は本流

38、住吉川、 上流一一主流は樹木; の 向ふ慣11. 阪急.

線の直ぐヒ手、高lir闘よ り少し下手

i X 7 2  



3ヲ. 住吉川、J :: 流一 一 4 日後の主流、阪念総七手

前闘よ り少し下手

州、住吉川、上流一一一府巾しれ川の端の方にある

家， 2 階でみ るカ: 1  階の 背部 は完全に うめ ら

れてゐる 、渇手が h流で;左手は溢れ山 1: 支流

樹木がなかっ1: C，もっ と非道い損害を受げ ? こ

? あ !- ，ー

40、住吉川. 上流一一槍 巾 しれ川の端の方にみる

家、* ' は比の家の周囲を流れてゐるが背部の

樹木が有効に働いてゐる 、liir 悶 より少し下手

42、住吉川、最上流一一足元を洗ひ胸されれ家、

)11が了度山から1! ' . 1: 所

43，芦屋川園遊業卒橋

7 3 1x 
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7. 大石川. 中音li- - 橋に言寄っ1:添木 . ) 11 の巾は

見 去でゐる 橋 巾7J けである

8 、大京川. 中流一一 足元を詰1; は れれ家

9 ，大石川. 中派一一 回道、布手が大石川の俵橋 10，大石川附近の小川の洪水

日. 大石川 の氾濫 12，国道大石川附近製浅 の状況

7 5  IX  



13，紳戸市灘医篠原中町 附近 ( 都賀川涜域 〉 14，紳戸市灘区篠原中 町附近 ( 都賀川流域 〕

l う、神戸市灘区篠原中町附近 ( 都賀川統威〉 16，榊戸市灘EE篠原本町附近 ( 都賀川派域〕

17，紳戸市灘隠篠原本町附近( 都賀川m成 〕 18、制戸市灘阪篠原本町附近( 都賀川涜滅 工

IX  7 6  



19、納戸市灘包l ' 篠原本町附近( 都賀川告1t域〕 20、生岡 山上涜の決法tiJ)jん 手前の涜* は

H音渠に^ るところ

C 妙 法 寺 川 附 近

l 、妙 法 王 寺 川 CI k 須磨) 附近 2，妙 法 寺 川 犯 の 決 潰

入 妙 法 守 川 附 ili V' J 山 崩 4、妙法守 川附近道路 の破織
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う、妙 法 寺 川 堤 の 決 潰 6、妙法寺川 i.;!l:の決潰( 橋梁のみ主主る〉

災 害 強 度 委 員 審 委 員 氏 名

委 員 長 渡 制1 圭
-，hz， 二 同 |剣 場 茂 樹

幹 事 思 li l  茂 同 竹 :f E  ヰ〈 13手

F. ;J  
山 岡 誠 同 l司 俊

司' ーJ  

委 員 iJS !町・ 新 同 中 品
話1

督ー

同 井 新 一 郎 同 1m ぬ 埠

同 YI Jl 口 Jt: 
- [ブ

同 .'1'- 民l' ，'J! 、 刻主
『二3

日] タと 111 JJx 強 同 !体 肝! 円一j 仕 刻l

!日l 出: 111 i益 J ぇ 同
J自iit

l地 辰 制上

おl 大 F凶 ιt メと 応j M I1J  lりj H七

同
う才 陸 ( 次第不同)
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吾 園 住 宅 様 式 の 進 展

大 石
間
】 夫

今日 ;岩岡位宅建築の様式を見るに質に 区々であって甚1.:';1{:統ー-性に猷げて居る。鑓化の

多い所には千控高化の妙よりする美が成立するかも士11れないが、共所には必す・或調革n性 の

イt i.J :が必要であ る。現在岩国の{土宅群には共調和性が甚 し〈快げて居る棋に思はれる 。或

苛は数百年前の姿! t ' 共催に採り Mこそ民の日本様式Tごと自負して起居振舞の不自由さは痩

我慢して居 h 他の或者は賦洲でも最尖端力士思はれるものの直諜的な試作的な姿を共催

に吾閤土 に出現させ、又或者は洋服に駒下駄式又は松に棲の宿り木式に寄せ集めて所謂和

洋折衷主呼んで居る。数百年前の服装もお祭の行列に加! って居れば懐古的情緒商白し叉

品 Ｇ Ｑ Ｑ 官が祭犯 に際して火討に 身を正 して脱 計 ｾＡｴＧ 炎 すれば古の ［ Ｑ 沖代も斯〈ありしかと瞬時ＡｉｴＮ似

の訴に包まれる。服装な れば必要に雌じ て着換へ出来るからい〉も の 入 建 物 の場合には

此着換へ主 言ょ、事が/:H※ な い。依っ て普通の建物特に住宅の場合なんか に肱用きる可くも

ない。此場合数百年前と 言ふ必要 もな〈数十年前と 言は る可きかも女uれない。又近代の文

化は世界共通? 担当際的Tごと 言って凶M民I l k ! t ' 無硯して、凡ゆる素因に於て異る吾園土に、

蹴米の建築aを?共、憧に毛診多建する事は是又徐りに不合理と 言はねばならな し、、。外闘に多年生1，'

し其日常 lににこ二1恩馴馴旬馴11れ共文化 l仁こ心心、醇して居る特殊な人逮は別として、 普通ー般の日本人には到底

純洋風の生活は詩し得ない所であり、若し需し得? ことしても茜ピ不適合のものであって内

恰も暑い夏の日 lこネ クタイを1 E し 〈締めて汗濁々になって居るの部類でゐって甚Tご尋常で

はなし、。純洋風の様式は{ j 二宅の場合採用する必要もなく J宋J 1j しで も始まらな い。

又仕事をする時には洋服に目 ｬｾ る之官って所説洋服を渚則し足には下駄をひっかりで ｊ￺ る

委は一時的な姿としてはよいかも知れないが永久的な様式主しては甚Tご不髄裁に過ぎる。

今少し ｈ 民主下駄に調和がゐって然る可きである。 ｴｦＺｾ むの場合の手 Ｑｉ 洋折家 ｩ こは近時相＿誌の言 Ｔ

fl 暗示す様になって来Tこがより. Q<  E : I 本化し同化しー鰻化せねばならぬ。英凶型の洋服に

トクタ f のみ 日本j武柄物! t ' 締めて見仁川ーで共れは日本) 瓜 e >，J - ょ、には飴り lこ皮相に過ぎる。

より桜本的に検討さるロI き問題である。

フ乙ぅk 日本人は創造主義的である傍ら他の鋭る黙を措J以j，iJ 化する 事 に於ては大いに偵極的

である。叉綜合調和に長じ然かも中正にして不偏的な本質を持ーして居る。洋風住宅の長所

はどん '::> ' : : > 帰取して良いが共れを直詩的に鵜寄みにしては困る。よく岨鳴して掛らねばな

らぬ。 揖iなになにして吾 に不利な貼も探り入れる 事は警戒すべきでゐり向且涯の優れTこ史ii

を棄てない棋に充分注意せねばならぬ。

過去に於て日本山大陸文化石＿輸入して Ｎｑ｜ＺＮＡｻ［ＡｴＧｾ 且鴨同化して今日 の 文化を築いて肘る 。
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設風景とまで思はれる程の大陸の建築 も吾閣 に同化する時は質に温稚な 明.L!) lな様式と なっ

て居る。勿論数百年の聞にぽつりぽつり 竣形 して落着いに苦手であって一朝一夕に完成し? こ

ものではない。共様式を其れは過去の ものfごと 言って来て〉終ふには依り に偉大なものを

持って居る。然し共催では現在の生活を容れる器とはなら ない。今日 のものは今日の生jA

に即臨して新しい様式を樹立せねばならない。過去の様式を持つものの内越す可きものは

践 し棄 てる可きものは築て、新に撮1&す可きものは採 b入れて過去のものとは異つに新品

式を創作せねばならね。今日 の生爪'拡.王式t にi洋洋風が多分にJ掠采り入れられて居るとすれlば工J 引町叩、"

!風孔の採 るb可J き黒賠占は探り入れて1花i巳:う米k玉の和j風武則4引|ニ宅の献3をdl布制柿，1山nひ、 以で新 しい一つの様式の樹立に

溢進せねばならない。

先つ最初に住宅建築の材料に就いて考慮する必要がある。現在住宅に餓筋コンク リート

造のものがあり耐久耐火並ひに強度の鞘より他の諸材料を脈倒して居る。然 し経内上の烈i

よ り一般の住宅に用ふる事は先づ不可能でゐり日本位宅の様式を決定す る材料とはなし作

ない。住宅は又共時代を反映するもの故二十年三十年を経過すればすぐ過去のものとなっ

て改造の必要 lこ迫まれる例も 多 し 敢て永久的な構造法到来I / J する必要もな L 、。常に館筋

コンクリート構造は桂梁等の品目造部への部分的な使用は普迫化さ れる事がめっても 、 任凶

住宅様式を決定する材料とはなり得ない所であって、様式! ( : ' k; {:iするものは依然として木

材である事は否めない所である 。然 し市街地の結集地帯に於ては耐火並ひ' に防火J -_コンク

リート の使用範囲の描大される事は必然であり且アパ ート メントの担式に殻反して普泊の

1朽街地諸建築主同じ核式に登民して行くものと考へられる 。

然う芯へる左き木村は 舌憾 ｼ住宅の 主巣 材料として 未 ＿ご々々 Ｑ 必川される ＼ ｬｦｾ ま隆司 ｉ 語 川 米る 。

ｬ 唯共ｗｉＺ陥 である可 燃性は泊岱な防火材の被告足に Ｑ ｾ くって彪ｊｩｬｬきるｉＺ Ｇ ｊ きであ り、 共被説はＵｬＮＮＮ必

然的に位宅の様式に影響する 事は想像 に$11，< ない。然し共れを放J 也に油11; な空地さへめれ

ば土裁や倉庫の様に防火を第一義的に亜脱する必要もな 〈第二義的に汚ほすれば5El J るPJ i

でゐる。

1千闘住宅様式を外観より決定するものは屋根 と窓の11予でめ る。

政筋コ ンクリート 迭に於ては共特性より陸屋緑色する 34は官; 然でゐるげれども、本51i ill

築 に於げる陸 屋 根はｼ潤仕舞上より不油常なものと見なりれ ばならぬ。タ ｦｦ んど ｨＱ 上ｾｾ バ ｉｪ ｬＡ ｊ も

しないのに、わぎ、、陸屋根左してm1 . 兎りに困惑し十数年後には木部の附桁 に留:Ct せねは

ならな い様な構造法は普通住宅には採用さる可きであるま L、。矢蝦 り屋根{ t > j' ) ; l . 、て趨首な

勾配を付けて雨水を流す型式が岩閣と しては自然の姿である。共非上材料は勿論在来の1[.

: : t ' 別式、るものとは|以ら十j:l:j仕舞良< ，耐火的であり 111米る ならば防熱的 な新材料の11'，現を伐

たねばならぬ。

現在使用されて居る 北 上材料は ［ｫ ＡＯ ｌ ｊ 配さへ 趨首であれば大間 ｼ判決り の 心 白山Ｎｴ Ｑｈｾ ｾ 、と 見ら

れるものの火災に劃しては逃亡しく脆弱なものが多い。ス防熱の製} i I こ闘 しでは土居茸の匂
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合には相首の遮断係数は持って居るもの〉 一一両立の金属板引等は甚1:.' しく劣って居る。 依っ

て共等の3}下地には防火的耐熱的材料を使 l lJする等考@: して虞烈して世かねばならぬ。

叉共色調も明快な ものとし向幾分のrlll 線も 加味して 俊夫な風趣を帯びて米る椋にせねば

ならぬ。現不iての建築はi徐りに直線的であって日本1，Ii l有の温維をWI : ぐの傾向が強い o : l I:も千十

々が飴 りに音寺械と定規に蔀19過ぎ 1111紘の持つ煩雑性を版ふの結果生じ Tこ一つの過渡的な型

式と考へられる。

屋根は木材に依 る村i造及ひ' 雨仕鮮の J -.から昼1mにやI1ぴて11ITを構成する事は必然的であ り

よ 止が降雨と日 ｈ ｻｾ の問題と有利な併決を興へる事もゆめ忘れてはならぬ。 依 って Ｑ Ｑｦｔ Ｉ ｜ＺＺ の 川 は

臼mt 角度や窓の大 きさに釘して利接的闘聯がある と共に他方叉、建物の尚さ屋根の大きさ

に釘して共均衡上意匠的にj ; ' i J 到な官立を要するものである。然 うして徐 りに尚ぃ軒の/1'， は

官l圧J -.韮1:.' 商白くないものでゐって、或加の布教所に見る棋に宏大な反り上つに屋根と 向

い軒先の当分象は飴 りにも 醜 いも のでゐる。若し軒の/1 '， の少な い場合には成る可 〈共勾配を

綬かにすると共に窓 J -. に庇を附 して共突/ +，，よ り軽妙な階調を生む如〈計 主主せねばならぬ。

11汗の1-P，の深い場合は軒下に濃い陰影を投じ且宅内を暗〈する傾向がある。此場合過去 lこ

於ては庭に白砂を敷き ｬｪｬｔｾ には白土を塗って宅内に多丑の反射光線を入れる様な考慮がＮｪ［ＩＱｬ

はれて居る 黙 は再吟味の ＱｾｈＱ Ｑｉ がある。

軒の/-1 '， の和賞に大き い場合には外町商に l U接雨の吹きつけられる事は少〈窓 の採方も大

いに 自 由に なると共に外慌の ｪｩ ￍＡｩ 工も柴なものとなって 、 過度に熱を遮断す る材料 ｾＺｪ ｊＧｾ 定 し

て使 ｭ すれ ば大 Ｚ Ｔｖｾ 民自Ｚの如何に ｊ イ リはらす Ｇ 自 ＱＱＱ にｴＷ ｬｪ ・成さ れる事になる。

窓の大きさに| 制 して は術生.r. の比上位より可及的大きくする事が住宅の場合 に も行はれ、

m( ) ( な窓が然かも附子一軍で外気に接して居る様なものが和世に多かつ fこ。成程:見ーはi); t <  

て良 い が冬の夜は暖房設備不充分のｦＮｴに徒らに去 し 又日 Ｇ ｉｾ は宅内が必要以 上に も明る過

ぎてわも F' 外にあるのJ感を懐かしめ Tこものもあっ1=。

人は 成れ Ｗ こ場合に ｦ￬ｦ ｻｩ陸に 休息し弱い光 ［ ￎＺ ｊ［ ｴ の下で ｍ｛ｾ 、 。安 Ｎ｛Ａ Ｎの場 所である住宅の本ー Ｑ ～ｊ で ｩ 捻

りに北線が強過ぎでは却って休息、の 円的にl T < 結果となるかもう、11れない。澗大な窓は illi 風

換訴に到しては良に合H¥的であるけれども熱の遮断に到 しでは起に不利となり 、陥って ご

虫三重の空気層に依 って熱の逃越を防ー11: せねばならぬ こととなり i:Fi戸川子戸紙附子等の jjj

川 が考ｊＮ ｉ ｊＡＮされる様 に なる。此場合 ｾｩＺ ｬ ｾ 子紙の持つ光線の蹴散性は室内を均等 にＡ照明す る ｊ ＭＮｾ こ

甚1:: 有利であると共に宅内の感じを不11 らげる事に於て優って府り IlfJ 日の 日本住宅に於ても

ｕ として乗っ可きでない。近時 ＧｆＧｪ 自 ｬ ｾ Ｑ Ｇ Ｚ ｾ ＡＱＺは ｽｾｩＨ ｉ Ｚ ｜ｊ式 となり主主外の廊下は責任〈なる傾向にある Ｗ こ

め品等の戸昨子はーケ所に京って ［ 在米の敷居では扶過ぎる結瓜となり ｭｬｬｬ 部的に鋭化を ｗ ，Ｚｾ ま

って来る。

軒及ひずEの日 HH角度 lこ依る影担! はE室長い窓よりも抗長い窓を要求し水平窓の連続が日本

住宅様式を特徴つけるものとなる 。

［ＨＱＺ 予 ｫ の 日本 ｻｌ Ｚ 宅 は ＺＭｬｾ Ｎ｣ ｜Ｚ 本 ＱＦＺ であり各 ｩ｜ ｬ ｜ 寸 法 は出って事をなすに都合 良＼ /1' ，>/<: て居る 。従

8 1  I X 



って今日椅子式を第一義的に採月j する事になる主各部寸法tこ大なる縫化を見る様になり各

部の高きは少くとも桁了・の高さ Tごりは高〈精力Hして行かねばならぬ。例へば窓墓の高さも

在来よりは十二、三極持ち上げられる事になり敷居窓奈の附くなっ? こ事色相f突って地袋又

は暖房並びに換気設備の? こめに好例の到旧を事問、ーする事になる。

様式と言ふ言葉は元来スタイルより渡しにものであり外部より言々するを本義とする故

に屋根と I針窓の形に就て概制してみ7こりれども明日の日本住宅密検討する場合内部的な挫

僕等の問題を決して; 忽せに出来ない所でめる。

外地にある日本人は浴衣、刺身、些に封して非常に大きな執着を持って居る事は良〈聞

かされる。昼には非街生的な弊害もあらうりれども共植物性特有の柔らかさは住宅の安息

と言」、目的に封して相首重要な役割を果 して居る。又何よりも 挫敷 きの部屋のもつ融通性

は苦闘の経済程度に適臆して妙であり百年や二百年で共姿を消す事はない。経済程度の高

い階級人の住宅では総て の些をＯｾま ｊｉ ーする事も可能であるげれども椅子式とは言へ脆靴の必

要の ある室内では盤敷は足に 柔 い感じを興へてなかなか来て ｾ ｾｾい良さを持って居るにめ一

般の住宅では遠い将来まで使用される事であらう口洋風化する部屋の盈はより弾力性に富

むもの主改造され或は又板張床上lこ敷〈分厚い紋艶;慌の類に迄議展するかも知れぬ。

僕は盈と共に共感覚の柔い所を賞用され7こと共に唯一の平面接飾の場所として護展して

来? こ。檎を張って立て込めば間仕切りも装飾 lこも ない投: 様替へも至極簡単に行はれ得る。

今日の室内装飾に於ても此襖の理を臨用すれば軽妙なものとなって商白いかも知れぬ。

健に依る室の開放的な取扱法は居間食堂の聯繋に又は客室に残り他の各室は次第に猫立

性を重んす' るものとなる。居間は住宅内の最も開放的な中心的な部屋となり! 臨接室食堂ぞ

粂ね ?こり 接続して庭に商して自然に親 しみ易い所となる 。和風に於て部屋を 111て縁側に腰

掛りて築山を見ると 言ふ肱景は室を 出てテレスに立っと 言五、様に鑓化しょうが、共テレス

も欧米風のものでは降雨の際依り室内に} 熱気を誘ひ又日中は暑気の反射を強めるものとな

る可し共二黙に劃しては埴嘗な解決鈷を興へねばならぬ。テレスと同じ存在の露華も今

日のものでは部分的な陸屋根の構成になって居るが是も外壁と 屋根に調和する様意ほされ

ねばならぬ。場合に依つてはi1子組の簡単な構成のものが採韮及びテレスに赦迎される様

になるかも 9:11れぬ。

現在官地の位宅様式を見るに依りに国製体統の力強〈比較的早債の高い割合にゴ ｉ ｾ 進歩的

であるかの様に見受りられる。漸進法も結構であるが過渡的な現在に於ては今少しの進取

n: があって欲しいものである 。共結束京に於げる建築家には相蛍の努力家も見出されて明

日の新しい様式誕生の筒に伐伐? こる研鐙を持作品の上に護表しつ〉ある事は掌敬す可きで

ある。衣に於て着物と 洋服の二重生活をなし食 lこ於て混沌として居る今日 、住の形に一つ

の定形を望 む事は不可能な ｾ ｬｦ であるかも Ｑ Ｚ ＱＱ れなし、が 、 持凶 Ｑ Ｍ ＱＺ宅建築もぽつＧＺＺ＾ ' : : >日本的な-

つの様式にまとめあぐ可き時期 lこ入って来1こ。よ¥ｾ品古を日 ｩ み現在を批判して以て明日の

新し い様式樹立に逝進し j支ーいものである。

I X  8 2  
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満 洲 中 央 銀 行

自宣言十・西 村 建 築 事 務 所

施工 ・大 林 組

住 友 銀 行 京 都 支 底

設計 ・長谷部竹股建築事務所

施工 ・大 林 組

1  I X 



外 税 金 景

I X  2  “ 府 立 岸 和 問 中 準 校 " 設 計 ・ 大 阪 府 聖 書 繕 課 ・ 施 工 ・ 中 筋 紐



玄 関

講 堂

“ 府立岸和田中 t 母 校 " 設 計 ・ 大 阪 府 笹 繕 課 ・ 施 工 ・ 中 筋 線 3  I X 



外 貌 の l 部

廊 下

I X 4  “ 府 立 岸 和 田 中 軍 技 " 段 計 ・ 大 阪 府 醤 織 諜 ・ 錨 エ ・ 中 筋 組



表 門

“ 高 橋 氏 邸 " ( 場〕設 計 ・ 緒 ヱ ・ 清 水 組 5  I X 



庭園? より の 外 観

居 間 食 堂

I X 6  “ 高 橋 氏 邸 " ( 甥 〉段 計 ・ 施 工 ・ 清 水 銀



利 風 居 間

堺 i圭 香 山 高 橋 氏 邸

木活 2m建 本館

11務 ポ ーチ玄関ホーノレ居間完走食蛍 日本

間 納 戸 女 中 室 忍所 化 粧 室 浴室

便所

ラ

J

ベムW

削石

室

活

情

配

人

室

敵

強

粗

勉

ル

タ

室

ル

供

ダ

モ

子

ン

色

階

塀

Z

同

J

a

R
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門 扉 種 問J l オイ ルステイン

通 路 銀 苧 石 気 鮎 り 及 コンクリ ート プロック

外視H 屋 娘 日 本 瓦 葺 外 壁 白 色セメ ン ト粗面仕上

玄関及 テレ ス 廻 り燦過煉瓦目白木部オ

イルステイン

居 間 食 堂 天 井 及 墜 西京 壁 梁 型 日 本 松丸太

tt: 及羽 目 板 得宝飾付 ( ホワイトラック仕

上〕 床泰山タイノレ姑腰及緩溜組 'J ヒ

シヤ石斜仕上 飾棚 E型地ホワイト ラック

“ 高 橋 氏 邸 " ( 堺〉計 段 ・ 施 工 ・ 清 水 組 7  I X  



正 面 玄 関 右 事 務 所 玄 関 ・左 病 院 玄 関

治 青 事 5書 室 ・左 厚 生 察

I X 8  “ 京 阪 病 院 "
段計・仁志図・施工・山本組



外 観

l苫 間 内 部

南に低 U 1J に高いゆ るやかな斜面で 、南にはテ

ームスの谷をひかへ、非常 に見晴しのよ い敷地

でゐ る。建物は餓骨造、外壁中空焼、天造、バル

コ = 一英f也は銭筋 コY クリ ー ト造、設備は殆ど

全部電気を使用しである。

CArchit ectural Review. June. 1938より〉

( イギリス〉 テ ー ム ス 河 畔 の 住 宅

2 階 卒 面 図

l 階 卒 面 闘

建 築 家 Chri st opher Ni coIson 9  I X  



第 l 類 1.000弗賞

ｾｊＡＺ築家 w.  C. Hout z. A.  McVoy.  

L. Wayman 

佳品島F

アメリカ主主斯協舎が 、住宅設備に出来るだり叉斯器具 t 使用せしめる目 的 で、 アーキテグチユラル ・フォ ー ラム誌

を遜じて募集し 1: 住宅の懸賞営法園祭でめる。従って、建築設計闘のほかに 、j f 所 やF付平静設備用 の室の詳細園が要 求

されてゐ る。容積24.000立方択を境として大小 2種の住宅と 、敷地のプ ロック ・7 ・ラ y との 3 つに分げてその各々に

夫々 1. 000弗、300弗及200弗の 3 等級のnが附げられてゐる 。

参奥しすこ建築家の審査員は 、E. W.  Holdenby  J. V.  Hundnut .  Ri chard Koch.  A.  P.  Shaw. Ott o  T eegenの諸氏で 、ほ

かに住宅設計家の W. J. Hugh  Pott er. Waverl y  Taylor 及び都市計輩家の c. S.  St ein の諸氏が参加してゐる 。 フォ ー

ラム 7 月の蛍選闘案待総務か ら代表的なしの 2 ・3 r t ' ピック ・アップして掲げる 。

CArchit ectuu F  orum.  J uly. 1938より〉

南 jfll ]
佃

川f

、

J

月

北 側

I X 1 0  ( アメリカ〉 アメリカ瓦斯協禽募集の住宅懸賞雷選圃案

西 側



酉日 禁 固

G U，骨.c.. J与

｀宅ｾＢｦＭ￪Ｑ

北 側

南 飢11

2 階 卒 面 園

-I......__a ... 

M - - . . .  哩度淘ｾ

子三五盟主笠塑

西 側

商B I i 量闘

第 l 類 1. 000弗1.'i:

建 築 家 Al den Becker  

( アメリカ ) アメリカ瓦斯協曾募集の住宅懸賞雷選圃案 1  1  I X 



国E 世 間

第 2 類 1. OOO?WH: 

建築家 ] o.eph  Shil owi t z  

I X 1 2  ( アメリカ〉 アメリカ瓦斯協禽募集の住宅懸賞雷選圃案



日J
回目 置 闘

百E 鐙 園 1. 000弗賞

W.  S. Thompson， D.  Mc  Langhin， J. Whi tney 

唱Ｚ Ｎ ｾ ・

道 路 断 面 図

( アメリカ〉 アメリカ瓦斯協禽募集の住宅懸賞嘗選圏案 1 3 1 x  



断 面 図 外

アメリカ 、 = ユ ・ジャ ージー州 、 メy ロー公園に ゐるこのエ

ヂチン塔l主人類文化の然 にそ の一生涯を捧げ? こ トーマス ・ェ ・

エヂソンが 1876年から 1886年へかげで の10年間に 、比慮 で完成

しに偉大な染被告? 記念し 、 その間彼のなしに最も輝かしい啓援

を務讃 する にめ に建設 されれものである。

従って 、 この記念 培の設計意匠はェヂ ; 1; / に由緒の多い 「燈

火」の償値を巧みに表現する事a中心課題と して試みられてゐ

る。HI l ち笠間に於いては培の効果は 、垂直の控鍵とそれに指れ

れ墜筏 に依って作 られ? こ l 空間営幾本かの垂直線にて絞っ7こ鋭

い重苦照の然に 、かなり表徴的なものになってゐる 。メ使関効果

に於いて は、 Fカか らの氾濫する光の洪水がよ り 1J奇この記念

港に待呉な印象を奥へてゐる。塔のデザインカ) ，iB念 塔 としてゐ

る形態概念に拘泥されているのは別として 、全面的な照明効果

はかなりのところ迄いってゐる。

( Archi t ectural Record. J une. 1938より 〉

I X 1 4  (アメリカ ) ヱ ヂ ソ ン 塔

税 4を 景

* 切断面の図解 &

①遊 ffi 針

① ガ ラ λ 官費光球

①錦織製肋材

@ 納 接 手

①尖り金伸縮接手

①換気用餓絡子

①光也内陣

③ コy タ リート格子

① 披 盤 機

⑮ 釧 上 扉

⑪鋼俄梯子

@重苦光空事館

⑬ モザ イツクコンク リート

版

⑪光 源

⑮餓筋コンク リー卜

⑮背銅製銘銀

⑪板石テラス

⑬花岡 石階段及手摺

⑬ェヂソ ンの最初登明し? 、

白燃燈の模型 ( 1879年〕

建 築 家 Mas s ena 及 D u Pont  

一 部 詳 細



tEZ[ 日沼 7ド目

Ｂと Ｑ ノｾ

l1 !j ": 局下に於け るill 築 家 の立場

古 塚 正 治

現代のiirt 令組織に於て建築界と去五、立 場

は従属的なもので、t J . として主動的な立場に

おかれるものではない。従って建築界の消

長は常に枇併の産業なれ経術界の消長に

支配せられるもので或る時は景訴の上向を

児、或るときは不景気にもなる評で、他の

事業の虫/ l < に克苦粘iuiili して品物を大量に製

産す る主か、能率をおめるとか、販路を? 燐

張するとか、f止持銀に依ってι喋 界 の 仕 事

のi止を増大せしめ得ると云五、詩のものでは

ない。此の黙が週掛J界の仕事の凡てが徹顕

微厄他力本則的? ごと云ふことになる。

住築界 {e 二大別して，11!ftt '者fDl ] 即ち業界主

技術者ー側即ち建築設; 十: : ! f ( 主として共の経

営主主? 指す〉界とに類別せられるが悲では

主として技術者側に就て批判を匙めて行く

こと〉する。

一臨建築技術界には特に自己の資本家的

立場ーとしての基礎が組めて薄弱なところに

大なる献陥がある。今日の枇令組織なり 産

業組織なり経洲組織なりが大資本主義化せ

られ、主主々共の組織が術大せられ共系統が

愈々復雑化せられつ、めるに不J旬、ひとり

建築技術- ! 1 のみが赤手笠谷、制立問歩合句態

度に舟られよう筈がない。果して今円の建

築技術7 f の経営i立が如何なる碓1，ゴの下 lこ立

ってゐると云ふのか。然も fl i!:令l立木r:: 技術

: (){e見るの Ilfj がないの? ごから。

現代の技術界の立ち行〈道はJ l IU:: I つし

かな い. それは=lr後に 資本系統なり何等か

重 大 事 局 下 に 於 け る 建 築 家 ・

の 畳 悟 並 に 将 来 へ の 封 策

古 塚 正 治 伊 藤 正 文 大 倉 三 a [1

小 川 安 一 郎 本 多 正 道 鈴木忠、五郎

大石忠、夫 問中幸太郎 rl' 野)I !.f (次郎

の擁ブJ の大な る援助な くして は立ち行 〈道

がない、11史りに建築技術界を一瞥して今日

所211盛大なる事務所と云へばその背後を見

れば、私見の瞭然? こることを設することが

出来ようと想ょ、。それはiたして共経営技術

家の千 ｊｊｾ 包とか力主主か云ふものではない 、

唯fご背後の力による 他力的結果の現 はれに

他ならない。重ねて云ふ ql事務所必十しも

乙事務所より勝ってゐると云ふのではt J . とし

て無い、要は背後の力の大小、多寡に依る

に過ぎないと云って好い。

ｾ￯ｌ 併組織の複雑化は資本系統をして続々

Ｑ ｾ ｲｴ 化してゐる現献に於ては 、 今迄で ａ 事

務所の Ｑｾ 立たきと考へてゐ ＿こところも、資

本系統の複雑化から B 事 j j yJWへ移ってqj  <  

と云ふのが今日の常態でゐる。斯くの如〈

他力本願的仕事が事鑓下に於て更に ー府具

つにl f . i ) I 'Eが)JII って凡れば共窮境が愈々大と

なっ? こことは他の如何なる仕事な り事業 よ

りも桁切に裳ってゐることは想像以上のも

のである。建築技術者の澗立と云ふことに

疑問を持ってゐる私 には、今回の時局に也

断して確lf に共の継続性のないものである

ことに到述する。此里占建築業{ ' f " は遥かに事

業化され農業化され、資本化組織になって

ゐる黙カ: 強I! 未である。

上述せる i且り松本的に他力事業なるが l投

tこ自己の考へ方や努力では何うすることも

ｉｕ Ｍｳｊ ｅ ないと云 ｩ 、のが建築妓術界の現 ｊｕｾ であ

らう。首局者の云ふところの1等業問題も共

年齢、墜師、生 j目。ー等のあらゆる掛から

果して1鳴135が何れ丈け可能な りや否や、然

らば何れの道にt . l よむ可きや、此の疑問に辿

8 3 1x  



確なる解答案を興へ得るポーがあちゃ否や、

私は不幸 にして名案の持ち合せがな い。

強いて云 i 、ならば業1'i b; 設計部を併置せ

ると反i t に建築技術者」に組合なり令枇なり

に鑓形レて請負業を粂替するのが l 案では

ない fごろう? 口

事 局 針 策 私 見

伊 藤 正 文

過去数年I l ¥l の岡際情勢並びに経桝閥係は

建築家をしてその技術的反行期に世い? この

であっTこが、勃護し、鑓枠し米つTこ時局の

影響力咋、今は従来の澗普的批判の徐地は

全〈許されすも、厳然? こる現f t - - 良かれ悪

かれＭｾこ直面して その現買にま さ ｉ して、如

何に普鹿すべきかの立行的態度のみが浅さ

れてゐるばかりとなっ? こ様でありますo

論議の時季ではない様です。

斐t策としては誰しもさう考へられるでせ

うが、特業 することは別問題とし、次の践

に要約出来ると思ひます。

1)  建築各職場の分立的 ｦｴｦ｛ 向をＭＱｩｩｾし 、

大同国枯して闘策に直接封庭出来る機闘を

作る。

2)  此機| 銅は政府と符接に連絡して全統

'Hi I J の方策に参興する。

3)  此機 ｬ 鈴 ｪ は技術手 ｴｾ 全似 ＱＱＧＱＧＭ｝ に登録して

人事委員令の制度によって 人材の遁能泊底

を考慮して岡家的建設事業 lこ参 )JII せしめる

4)  現職場の職籍制米 イｻせ し め 、軍需 ｉｾｍ

係の需要 iこ可及的[rQ{ じ得る践にすること 。

5)  各種代用品の研究と ｾＩｪ ｾ 主的経的構築

法の討究との部門を統制蹴大 し. そのlf 純

金 促 進 す る こ し 特lこr!if有地建築物法との

閥係に就て阻滑念速なる底置を考厳し置く

;:_ e
o  

等であります。未 Ｑｾ 君主さぬ事項は山もＧＨさ

れてゐると考へますが、月Jj ' m建築家と して

の緊急: 蕗世は以上の様 1J .卸iカ;xr 要なのでは

I X  8 4  

ありますまいか。

n  ! ] : 局下の五k 築 界 断 恕

大 倉 三 郎

先づtrcーは代月j I吊の問題でめる。現代の

都市を耐民、耐火、ffiHl爆 tこ改装する ことは

焦眉の念務であるが 、 ｾｪ コンクリ ートに代

る材料なり構造をなに創出することは、先

づ不可能である。しかし小建築であれば棟

瓦造、無筋コンク リートなどで代り 得る口

此等に1討する緋匙法の案出は建築家に興へ

られに課題であるが、 一方市街地建築物法

等もこの i I 的を援助する様、法令の岩fI民黙

を時じて、 一部の改正を断行するに苔かな

らさ' る肢にし Tこい。

基本的な構造自韓や、又は電線、持械装

置なと- は怠: に代J . I J 品を求め見ijt いが、部分的

材料に就ては、最早研究のみの時期ではな

しどしどし賀行に移さねばならないもの

が多くある。銅及銅合金製品に闘してでも

ガラス 、合成樹脂製品、化撃製品、又は水

竹などで大に部分品を作製七回共して欲しい

と思五、。建築家ばかりが騒いでも? ごめ? ごか

ら、材料業者や開係ー布の! 日lで協議併を閉し、

てもよし、研究や試作技位は協令等の闘韓

で工而して、平一急: の問題として清々作って

もらひ? こいものである。 今日は例人の利銃

や、犠牲はある程度に枇令全轄の立場から

底豆 ＱＱ せねば何も ｉＭ ｈｾｋ ないことになってしま

つ。

共他の材料でも、例へばJJ 参Jrf材の改良も

裕ぷの問題であるが、主J の代り lこ何でも JJ 参

fEする践になれば、 ベニヤ板のJ . f Q{ 川の両度

化、 あらゆる施工のfiti 易、オミ構法の改革、

節約、荷主主りの改良などあらゆる黙に便径

がある。

従オ4寸支の建築部分はあまりに重構法に

過ぎ? こMiひがあ り、?こめに多量の金属製品

を除儀な〈され? このでゐるから 、ょを j或il J



く極構法に改めれば、部分々々 の材料の節

約、施工の簡便に利するところ大である。

此等の問題は事鑓の格了と 共に解消する臨

時的のものでな く相官永久的に考慮を要す

ることを銘記する必要がある。

建築意匠の駄に就ては、所前近代的合理

さ、明朗さの方向に進みつ〉ある最近の傾

向 は 、 宅も反行する必要はな い 。そして ｾｒ

J法改苔が叫ばれてゐる様 lこ、建築も長い制1

::t':7iじ誠袖に切りつ めて、無駄を省き合f 1H、

Ui 時1. )、 簡明に新形態を整へねばならない。

唯色彩の鮪 lこ於て防空上の考慮を加味すれ

ば足 b る。特に防護設備 lこ就ては こ、に 多

言の要はな い口

政て今日 の故大開心事は建築そのもの〉

節約の問題、 V ｉｾ 、 て建築家 、 従業対の失業

の問題で ある。

しか し今日 の建築界の表徴は耐1:令全般の

不況から＿ｪ ｱ こ Ｑ 恥存で Ｇｾｩ なくして、一方には

l 戸市工業が米特有の市況を呈してゐるので

あるから 、大局からみれば一方に侃 しに部

分的不況で、同省f全鵠としては 11: むを得な

い、むしろ陪|策の方向に: 進行してゐる加で

ある。 .，ごから建築界が封外(I"J によをど うす

ることも何等子の下し肢はない。建築家も

先づその前に剛氏であらねばならな し、 から

亡。市もその不況は愈々深刻へ危機へ と臨

みつ〉ある。この建築界を して打撃を放少

限に喰ひJ I : める回生策は II U; - 'つ、l頭手/i 統制

ブJ を以て! "] 策に呆り IHすこと である。

繭Ｊｾ建築界には ｦｰ ， ｪ 々の問題が制めて多い

これをf解決するには全韓の園結し? こ力が必

要である。建築界詫多種多様の分子の混入

つにものは齢い、その結果でもあらうが、

Ｑｴ 際建 築 界を打って Ｍ Ｎｾ ｲ ｩｬ とする代 表 的機 闘

のないことは大きな (1決陥であると思」、。こ

の事に就ては過般先輩竹腰氏が本誌上に論

ぜら れ＿ことこ ろで 、 ｊｾ 謹的結論はなかっ Ｗ こ

が、 その註企せらる 〉事は双千を事げて同

感 である 口 ｾｗ＿ ￭ は更に こ の統 ｩＯ ｪｬ ｬ 機闘を肱 ｭ

して建築失業者の割策、工事の. fl 指按配の

問題、満秒1・| 北支斯界との連絡、市i/l 制度の

改革、工事事務の改善、或は政策J -.のiitf問

機 Ａ 矧として琵動する こと など 、 ［｜冬 ｾｕ こ おり

る; i I i : 米なる建築界の問題に岱てる可きでは

ないかと 思ょ、。叉i -ii i記の1-¥::J IJ ｲ ｲ［ｾ ［ ｩＮ＾ ｜Ｑ Ｇￍｾや隣地

法の研究など、別の製合と 11予肱して貨際方

面の仕事を分拾すれば、か〉る時局 iこ肱じ

て同家の ?こめ貸すると ころ大であら うと思

ふ。

J1: 盟問題としては大なる同期1，も作ふ こと

は liJ j 仁iでーあ: 5が、少くとも官自主民I i Hを問は

子 、 笠 ｉｾ 建築 ｬ こ Ａ ｪ ｩ ｊ るもの 〉 一致し ＿こ統 ｩｬ ｩｉｊ ｦｦｩ 且

織を 以 てこの主fWMI こユ工j 二らなげればならな

い と考へる口組織を結成する暇がなり れば

とにかく1 Hl にでも皐令、 協令、て|二千?、聯 合

千? などを動日してイト也ちに 非常時的! i 策 聯

介 委u千?を作り 、一部の研究事項に前川し

てをられ る様であるが、之を強化筑充して

早急: に建築家登録7より 、工事登主主によ り、

建築凶家奉仕を初め 、各種のまf策を一貫事

業と して爪動を開始 しでもよ し、o iょとして言

ひ過ぎに芸でι i な し か く し て こそ非常 時

|必i家 lこ君主す建築同氏の使命力部在立され る主

盟、主、白

建築がｦｲｉ ｾ人 的翠術 ｬ こ ｊｉ Ｚ まり 、 その温床の

中に華かなnl .m: を誇つ? 二時代は既に過去の

話， ｬｾｾ となりつ〉ゐる 今日で ある。皆療険 ｬ 替

問題を主j; 止の火硯してゐる¥i '，Jに、何時建築

界にどんな必然が起らないとは、何人も否

定 tl '，?{七な い ところであら う。 ( 13. 8. 6)

重大時局 KirT面 し都市建築改善

の 促 進 を 望 む

小 川 安 一 郎

この. t : tt/(j 'の大事鑓でーある 日支戦争力主、

i尚一ヶ年を経過して今や長期聖戦の建前 tこ

向って我が業界は| 剖策に順/.' ft して、戦時粧

ｴｲｾ 統 ｩｬ￬ｬ ｬ ＺＺｴＧ i宣伝し建築川材の使川制限を守り
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只管共の時期の到来を作って居る。

j長がそれからそれと矢地平に 則材の侠川

禁止含見る今日 、:吾人512才f の苦柿察するに

絞りあり 、然し大局に日を廻して考ふれば

兎や角と lat 痴を云」、時ではない。狽〈 聖戦

の目的を達成せしめる 10め銃後の業界人と

して進んで我慢出来る事業は一時中止すべ

きが至首であり 、叉そうすることが官; 局の

希望である。然し夫れはそれとして之の場

合、業界人は只共の米る'時1明石テ扶手広r11凹も

H' ，? ! ( ないことは勿論である。問〈所に依れ

ば人道石及び石材磨き工の如き 、餓筋工の

如寺 、電時工、銑工の如きそれぞれ軍需ipl

ユ壌に特更し、月一パ イの働きがHl 来て却

って一定の多〈の収入に有就て居るとのこ

と誠に車1;f，Y i な話である。然し向き向さがあ

って犬等に向かない業界人は立に共の深刻

3 加減を感十ると同時に、非常時の今日政

極的に業界の安定を計ることに努めお互に

此の局商の打開策を ii 与するは業界の義務で

はなきゃと考慮せらる〉のである。勿論、

首局持及び新聞批共の他 協令、業界に 於て

は既に代m品 lこ就ての座談千? 等極々のiWが

あり 、共の打開策 lこ精進せられつ〉あるこ

とはTf に菩ば しき極である。

今や日支長期聖戦に加ふるに日ソ防] 係も

風ｾＺｦｩＮＺ， ＢｊＺ を告げつ〉ある今円、扶乎傍 Ｑ 院の秋

ではないと思」、。 軍部に於ては、既に} j ミ部

北部中部西部と全土を医 ｾｾｊ して 、 ν ＧｩＱＮ Ｚ三の演

習に献身的に 11民共に何時か司王る敵裂にイJ'.:

へる低め、間氏の安全を; 十る11めと第一戦

に立つ将兵へ不安の念を起きしなる事なき

俵努力せられつ〉ある。

然しこの防空設備に就ては絡に同氏一般

は共の結泉佐認識 して、 それぞれ川似る丈

の設備に注 ｦｦ しては居るものの ｊｴｾＨ 、 我同

の建築そのもの〉大部分は本長ｾ建築にして

防 Ｒ さ には勿論 、 Ｊ Ｍ 持 、 耐火 、 日 ｉｈＧ ｾ 何れのブ ｊ

而. より見ても全世界では比般にならない

キ寄rlt 抗力の剥き建築物である ことは)}i j j ; 1I す

I X 8 6  

る所である。

この品劣等 の ー ‘ 千存 ｊＴ ｾ き士ｾ物にＱＱＺむ・ｼ或 Ａ 民に

向って軍部 の方では 、 ［ ｴｾ 夜の別なく ｉ Ｍｉ｜ｾＨる

丈の災難を ｩ￺ がれしめんがおめ 、 敵機製ｾＨ

の時の施設を命じ同民営して安づきの易きに

置かんがj:13め焦lι せらる 〉のでゐる。

会'J 論軍部としては融機一千来撃墜の記念、

飛行を ｩｗ す科ェの伎界有史以 ｾｅ の荒鷲達金持

つ飛行機と�ｽとがあれば 、 何の心配は Ｑｮ ｾ き

事ながら残念な事には、世界でー呑材 き建

築物の集介である都市に、i Iミ居を 、只世界

の強き軍部丈に任せて世〈丈では相桝ま

んのである。

その訟の ことを，E へば、矢でも鈍砲でも

地民でも火事でも水でも保れと 言ょ、世界ー

の都市及び住居を造営することこそ建築家

業界人の義務では なきゃし夢見? こ様な話ー

であるがJ f 現せし tr べき努力が必要とする

のである。

現に 一夜の 1: j1で も阪I1i' llj : 也方の大災害を見

ても 、竪同な施工の家屋、又は塀一重でも共

の刻を逝がれ? こる lt 例を見せられて居る。

叉南京、J - )N:方而の出; 爆によ り完全なる

建築物は、- }ぷ そこそこ位で爆撃に地へ得

ると云ふことを硯保持各位よ り承り? こるこ

とにより考へでも 、 将 ｾｅ 否門下の急Ｚ務 Ｕ￨ し

て都 ￯ｬｩ 丈でもおｾ｜ｾ十の速進を促し 、 完全の建

築物の比現を計らさ' れば忠を即座に起し、

光輝める似l，i!l. Lに釘し宿り巾詩なきことと 思

五、のである。

特に大阪di の立fl きは日本一の粧柿都市で

ある。この日 ｉ｜ ｔ ｬ ｩ の左右に依りゴ ｉ ｾ 常時に韮大

なる; 訟判を及す所あれば、民先に主t現を計

る方針。に 、促進せしめぎるを焦慮するので

ある口

前 述の如 〈 統 ＱＱ ｩＱｊ に統Ｚｬ ｩＱｊ と矢檎 Ｍ ＷＭｾ こ Ｚｉ ［ ｉ ｊ 血ｻｾ

交りつ〉あるノト円 、 到底ＯｉＧ［ｾＨさ Ｇ る相談なれ

ども 、業界人は勿論、附家の東大事なれば

此彪に業界の有名なる諸先生、諸先輩各ui:

ヵ; 率先して、建築家の閤髄? こる墜台、協 合



を率ひ軍部並に共の他有力者及び共の筋主

協賛協力せられて都市建築改良の促進に迦

逃せられんことを。

此の事こそ業界人の圏髄? こる接合協合の

岡家にきj する 御率公であると同時に、扶手

傍観的態度を取られつ〉ある業者の大部分

の生活の途が開り、都市・は是正せられ防空

耐火耐震の建築が築かれ、軍部も後刷の憂

な くー注に暴敵の機械に猛進する事を得、

銃後間民は安心して銃後の業務 iこ阪l家産業

に従事し同家百年の根本的基礎の出現を希

ふてJ I - _ まない次第である。

何卒建築家諸先生諸先輩方の御奮起御荒

力lこ預 b度く此庇に JE考を述べて訴を打切

ることに王立しますo

嵐

寸

J

.

H

H

E

 

の 建の

本 多 正 道

A 戦 争

日本の建築は古来 しばし ば自然の最も偉

大なる力の前に試練をうりに。大震災、大

火災、大風水害等々数ヘボる と、佐 々数年

又は十数年のI i ¥l にも、 誠に世界に稀に見る

強力な大規伎な試練を受けてゐて、その皮

j手に、建築技術に多少の進歩を見fこ事は我

々の熟知する所であるが、此の自然の試練

に加lふるに、今や人力の最も大規模なる嵐

の一つが我建築界を一貫重な試練の柑塙 tこ投

ぜんとしてゐる。云ふまでもなく之は、資

材の猷乏と ［Ｕｾ裂の 恐怖とである。 そ して、

それが人類の平和l時生前に何程の貢献をな

し得るかは別問題と して、建築技術の上に

一極の進歩; ーを、粛らす動機となる事は否め

ない。

B 資材節約

次から ヨたへと矢次平に佼m制限を交ける

資材の中に は、餓鋼の如 く大部分の週きた工

事を不能ならしめるやうなものもあるが、

架

同時に、此様な制限をうけて初めて、今ま

で如何に無駄が多かっ? こかと云ふ事に今夏

驚かされるものも少 くなし、。例へば今 まで

我々が銅及共合金類を使mしてゐ? こ程度は

平時に於ても 1，¥1高しt ( 1こ近かつにと考へ られ

る場合が多しそれ等はこれまで、あまり

￬ｾｾ＠ ¥研究される 事な 〈只習慣的に伎はれて

ゐ?こと 考へる事が11'，来る口建築物の212dbと

之に使川される各種材料の: fMF とを 、全然

一致せ しめると云ふ事は不可能か もしれな

いが、各種の附属材料の二日行がなるべ 〈主

要部分の存命に近い事は望ましい所であっ

て、建築設計者は 、 常に此 のｾ［，Ｚを考慮 に入

れて材料を蝶搾 すべきである。克も 、平時

に於て少々材料を両L川しでも 、 それが資材

の議肢の形式でなされる場合も考へられぬ

ではない o {y1Jへばブロ ンズの商絡子をはづ

して戦時に佼mすると云ふ手もあ る。叉今

日の如き強力な ili lJ 限下にあっては、少々の

節約で追付くものでなし、から 、区々7こる節

約を考感する{ 染地はな い との考へ方 もある

が、従来の建築材料の慣例的な使用方法に

無駄のめつに事が此際l明かにされて、再検

討され? こ功A;i' lは見のがす事力 qL¥朱な い。従

って粧j内的な建築に到しては l つの進歩が

も? こらされ? このである口

叉、新しい材料に劃する認識、芭来の材

料 、 ｦｾｈ 主 ｬ こ釘する再認識を飴 Ａ 義な くされつ

〉ある事もi ) として一時的の現象と して見の

がす事が出来ない。む しろ平時に於てもっ

と組織的に研究され、建築技術者全般の専

門的常識の高まってゐる事が必要で-あ つに

のであって、今日 の如き切迫 し?こ事情に即

して見ると 技術者の知識程度の低さ 、平時

の不勉強、安逸がまざまさ' とパクロされて

米る。念に人記i樹) ) 行や、竹材や:ti U瓦構造或

は本1引12迭のデユベル等が事新 しく 論ぜ られ

るのを一概の情勢の然らしむる 所と肯定出

来な L、o ./むも ，人11¥1 と云ふも のが本ボ怠惰で

健忘性でー近MlflRで、天災、地鑓、人 1.0のisi t
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によって覚醒を うながす必要があるかもし

れない。

人造ゴ ムの研究費は /:Hしし ぶってゐ ?こj攻

1(.)' が、今になって急:1こ、研究設を いく らで

も附すから -7-< 完成するや うに催促 してゐ

ると云ふ話もある口

叉先般の Ｗ ｫ ＡＺｩＮ ｴ ｾ に於ても 、 被害の中には 、

不可抗力叉はT象期せざるもののみでない場

合もかなり多 いが、同級武J i 1f 川鍛僑の沈下

も、 その最も簡単明瞭な l 例 であら う。即

ち此の被害は l l
i に矯の桂! 仰に於げる流水の

吸引作川によって土砂が吸取られ、柱! 仰が

沈下傾斜しにものであって、此様な吸引作

川 は 、位 ｦ ｝ｊＮ ｾ の駒 ￭ｩ 即 ｬ 予を ｆｹｲ［ ｗ ｬ 流線型とする事

によっ て、 ，j;ffi めて谷弘二世り得? こであらう

事は、専門家なら? ともむも lこ汚へっ く事

であるが、 それを、大きな岡J診を 2 つなら

べて附築されてあるがTこめ iこ、恐るべき強

大な7K眼力と吸引力が同時に作JiJ して位を

沈下せしめにものと考へられる。

水流の方向は一定 し、 そのiili 度もほ Y 想

像し得る以上、完全に近い流線型が察易に

求 め得られる筈である。列 Ｂ Ｑ Ｑ の 流 ＱＺ ｊｻＡ ｟ｲｾこそ

質問以外に外制上保川 されてゐる ftii 向が多

分にあるが、流水抵抗が桂l仰の型の如何に

よって影枠さ れ る事は買に -K rごしいから 、

良に流紘型の必要なのはむ しろ後者ーの場介

である。

同様な例は、建築に於ても無敢に見られ

る。資材の介111 1 . 的節約をはかる』こは、]Iに

高度の知識が必要であると同時 l二、資材の

節約に之げよらん とし て昨日の試練を忘れ、

後日に大なる災を残す恐れな しとしな い。

C  人造木材

木材の建築材料として の性質には、他の

主要材 *' fと蒋し く異つ? こ鮎が多 い。例へば

餓材は、有史以外七使川せられてゐる制めて

古い材料ではあるが、 その製j J t 2え使 川11手式

は極めて近代的であって所Ji 'i 生工業の11止荒

I X 8 8  

要部門を占める大工業産物 であ り、 コンク

リー トも亦大工業製品を主要原料 とし て化

墜的過程を純て凝同構築されるものである

が、木材は、 それが天然の材料をそのま〉

lこ使用せられる瓢に於て、石材と共に、 il t:

ｔ ご 原始的な材料と併する事が ｉ ｐ ， ＿ｪｾる。天然

の材料である結果として、師、主IJ れ、入皮

腐れ 、 ｾｾ他の液珪を如何ともする事が出米

す¥叉 その故 も大なる J決黙 fこる可燃性、腐

朽性、虫特等を完全に illi げる事も容易でな

し 叉人オイぞ得る事も 、 自111 な11予を得る事

も容易でない。繊維方向しょ に出角な方

向 とで強度の rl Uごし〈 相法する事も( l J t新と

云へば欧烈iである。之等の紙製Ii の中の向れ

か一つをでも除 〈事がtI ¥米るならば、木材

の慣値は』むこ尚ーまると共に、現在に比し て

著し〈純情的に使用する事がI i ¥手kるのであ

るが、円 本の如き木材闘と云はれる 所 で、

木材の献乏になやんでゐるのは 、 ｾ Ｈ以 ｫ

の如き猷貼があるからである。若 しも、木

材でさへあれば如何なる雑木でも 、校十fiで

も原*' f として支附ない と云ふ事になれば、

材料はうむっ711til t離にあると考へる 事が向ボ

るo そして此の 木材ぞ原料とする 新材料は

大別 して次の二障と Ji るであら う

( . . . . : こヤ材ー

1 . 人工木材( 線状又[ ま先，1l 状の納長 It ft'合

1せて大材 としれもの

2. 人ili 木材

( 1) は不特性、:ィミ朽性、耐7)( '1主の勝清材

をもって材 ｊ ［ Ｍｾ 接 Ｍ ｦ 干 し て 任 立の形の大材を

得られるであら うし、 ( 2) は一旦木 i'{ をi容

1f J 平して均質の人誌!i 木材に製造す るものであ

って、勿論よも不燃性、不朽性舎もってゐ

る事が望ましL 、。

此の日iな 材料は現在で は全 〈安想的存在

にある。 しか し現代の H壊を以てすれば、

武現はさほど閑灘でな い と考へる 事が 1-1 '， ?j <: 

ゃ う。そして若し此践に して、天産木材の

昧駄の一つでも除かれ に材料が、安慣に得

られるとすれば、建築 に最 も大 きな革命を



予k 寸であ らう。

D  消極防空

室爆の威力は大である。放に我々一般建

築家の閥興すべき 民防空の建築は大部分、

防護設備を行 はぎるより も行ふを可とする

程度の効果しか1附 'ill 同ミな い。従って、今

日の如き必要紙くべからぎるB l 築すら差控

へねばならぬ時期に於て民防長建築の施設

が軍事的の必要な施設であると巧へる ｾｩＮ に

は疑問がある。火災の危険に比すれば、施

主 ｊ 安全を期し Ｊｾ ｉ ｾ い防護 ｦ ーなど 、 それ程大 き

な犠牲を按ってまてヘな迭する: 必要があるか

どうかで ある o ｾＩ ｪ ｊ 住宅 に つて少し大きな爆

仰ならば貫通する 。無防備の述物の Iいで爆

開に命 中し? こ ら迷が思かつにとあきらめて

も、不備 のそしりは交げま し、。7bt がすなら

ばセロフ ァ ンの蚊帳ででも防ぐ事が ｉ Ｇ ｐ ， Ｏ ｾ延そ

うではないか。先つr 宗爆と耐51，1との防!係が

確立されねばならぬ。

軍:大H手局下に 於ける建築家の覚

悟 並 び に 将 来 へ の 針 策

鈴 木 忠 五 郎

ill 築界の豆大問題であり、亦岡家の重大

時局T にある時、 ;iL! J匂; の仰としては重過ぎ

る。何かうま い針策等考へないわりではな

いが、 目前に辿る事rt之の前自ら先悟も 出来

ねばならぬ。; 符* への苛i 望もかりられる。

自分如き見聞の狭いものがの立見を拾て〉

足、ふま、書いて見?こい。

時局いよ いよA 大性を帯び、事鑓の見通

しはっきかねる 、長期の計設は岡民に耕せ

られ七、此底に韮大究。| 苦を岡家 tこ訴へる 。

問民線、動此、岡氏は欣然此の責務を分婚し

な くてはならな い。勝? こん常には、先づ戦

争資材ーを充分に準備し な くてはならぬ、銃

後人の義務である。 陥って 工戸市助l係の産業

をして充分にその機能を殻姉せしめ、此以

外の産業は極度に生産ilil J限又は全! 立すべ き

である。之が1 . 0 に失業をけんじ、特業を? 菩

ばねばならなし、。開策遂行の需に間民は何

物 をも 、4三位しなげればならな いから であ

る。陥って建築産業は ｉ ｾ 1，米るにり紡少さ れ

ねばならない。

軍需励] 係資jJf，[ 問護協j係の産業協張の173に

要する建築は巳むを? 得す・とするも向最少額

に切め? こ い次第である。 一方粧前統制があ

り、資金統制、物資の使JiJ ililj 限の結果一般

的建築も ｹｾｾ < なつ? こ。

併し一般的に 見れば、。千平'1産業倣j係の建

築家 には仕事は少いが、軍需MM係並びに 資

源闘係の建築家は多忙を極めてゐる肢行現

象を 見て米? こが、全般的の前ii少は岡策であ

ると同時に事業である口叉現在の物資の使

川:l Jl J限、労力のび1¥底、即 ち人は得られぬ物

は貨はれぬ1 ' J : i 伏では同策でない lこしても瓶i

少さるべき i革命にある。物資の不足は平和

産業jl Jlj限 tこよるし、持力の汐11底は軍需閥係

への陣業 、 名勝あるＡ岱召 ＷＱＧ の ｉｾ 日係である。

之は全般的 であるが、多kに建築界への新に

なる就職者の減少にもよる。 1¥刷iJj l7k害後殊

に著しくなって米? こ1脱がある。 水は低 きに

つぐが、努力不足は賃銀の低き につ〈は査

し至言 である。

建築従業者は同家の需に此の時局を|岱忍

自重すべきである。生計に事故くあれば枠

業も亦巴むを得な い。併し11
1

1米るにけ剰'f(

をむji し、 苦痛を沼、ぴ、建築技術 の保持に努

力すべきは現在舌々 iこ訴さる〉 義務であり

ｾｾ Ｇ ｲ 苦でなくてはならな い 。今Ａ･Ａｴ喋産業閥 係

者 iこしてその縮少不振により脅威ぞ受げる

志のは

A  設計! 佐併を業とするもの

( 官艇ヂ柿! : の管結係、防72三警察技師設

計事務所目及代願人等〉

B  施工を業とするもの、請負業者ー

C  建築| 掛係職工( 大工、左 '(f 、石工、
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ぺイント工、手付共他〉

D  建築材料の製造並びに版買をｾｾとす

るもの( 木材、建具、金物共他)

E  建築設備の製造又は版買を業とする

もの( 水道屋、電気屋共他)

F  建築施工用機械エー九の製造又は販百

を? 来ーとするもの( ミツサ ー、 大工. 道孔

共他〉

A B C までは直接影科! { t >交ける 、 D 以下

勿論困るが大瞳多角経営のものが多いl枚、

亦稗ＺＺ｜ｾの仕易き職業さへ少くない故、問題

は主として A より C までを建築界の問題と

見るべきものと考へる。

事越中如何にしても建築が府米不必要に

ならさ' る映り、否事縫中でさへ軍事施設に

必要なる建築なる故少〈も優良技術者4 及び

優秀1哉工? ごげは保持しなくてはならない。

之が需には強制雇傭も考へねばなるまいと

忠ょ、o ｾｑ 事業時 ｩ こは巳むを得な いが、か〉る

時局に於て軍事施設への参加、 ｪ 繭洲 ＧｉＧｾ ヒ支

への波泣又はなるべく連繋のある幸に不足

せる土木; 界への進出等も、相首民剣に分巧きよふ、

べき時と思よふ、。先つ

耐へる方法を佐 ＿考へる ｏ 困 Ｑ抑ｾＨ困苦は御五であ

るD か〉る縮少不振は問策の上忍忍、ばねば7な4  

らぬ力が; 、 さて単 lこその11¥1を2討をするか、か

〉る時こそ; 将来への準備、研究をすべき時

と信すら。之が天の吾等に謀す一大試練の

一時と信子べきものと忠 i 、。やすから準備す

る、先づ開策順臨から、栄界の職業統llil Jの

完備にi直進すべきである。従来の無統11i l] が

今事鑓に封し、何等酔| 家傘i主できなかっ? こ

否手も足も Hlなかっ fこ{ 士末、吏』こ平時tこ於

ても職業会通じて同家伝仕をする、手IJ 己的

分野の外に滅私奉公の一部を力11味し? こ統制

に進むべきものと思五、 D

次 lこ施工法の合理化、延喋職工の養成、

労力供給方法の研究、建材代月 J ，日の研究、

防空防護よりの経附施設の研究等技術経営

等再検討さるべき時と思ふ口か〉る時機こ

I X 9 0  

そ各自力Z真剣になる i枚、IH来易い好機であ

るo 過去をナ清算し、) ¥利七への準備研究、事

業の合盟化等を検討してこそ 、来るべき時

代の進展があるもの e Ｑ ［ｾＮ す・る。今や建築界

へは七日制より泊、制へ、清算時機へと供fこも

のと思ふ。

戦後はどうなるか、事挫の見通しの1.J か

ぬに今夏戦後は分る筈はないが、こ の真剣

の時局の終了は、建築に J4' l に好調を併すか

否かに拘らす、次の傾向は現はれるにらう

と室長E: f i は橡言する。手IJ 己的制磁的傾向は一

時的にもせよ抑医され、全開主義的岡家的

要素を? 合む業界の幾腫かの岡龍が生れる。

之が業界の統制をなし、同家との| 鈴! 係を濃

厚にする 、時に法制化するかも ｾｾｉ れない 。

建築士の資絡、 ｡ｬｾｩ 負業者の資絡 、 職工の資

格告書; はその l 仔肋〉と思よ、。

設計ぽ ＧＱ 千ｻｴ＾主とする Ｇｭｲｾ の技 ｦｮｬ ｊ が何頭に

進/"1' ，し、 よりi ' r 際的の蛇'1千{ t >する。材料1I 1，年

入、必 ) J 供給までも迂tむのではないかと思

五、白

百j 負界はその業界が介別化されて行〈に

つれ、次第に多角経営に移るのではないか

と思ふ。人的の合国化粧術的安定の常に。

更に建築職工の地位が向上し、相首統制

のある厚生方法を? とり 、共の技術の科接的

研究と経営の合現化石? モット ーに或種の協

令又は組合が生れる 、更に一定の責特技術

資格が考へられるのではな いかと思五、。

建築教育、之も次第に業界の統制されに

機関に連絡がされ 、 次ｾｾ［に貨際的教育更に

連繋教育が生れるのではな いかと思」、。

考へれば未? ご幾向かめるであらむとに

かく真剣に砲弾の下に者へられTこ、1主戦的

のもの即ち 、机上でな〈貨際的のもの、全

韓的のもの、岡家的のもの k 巧へられ計設

され、 それが法制化されて行〈のではない

かと筆者は諌言しで陣らない。

戦後の建築: W- Iこ革新的の色彩は自然に表

はれるのではな いか、亦か 〈来る べきか と



思 i 、事態に順/ ! Qi ; すべし研究溢挫すべきで

はな いかと思ふ。再度予k るべき非常時局に

首 h 充分に岡家奉仕が匙喋業者として米

る様、亦建築業界の進展の活にも新しき事

態に合致させねば駄目であらう。

現在は、綿布屋の主人が浴地主?買 はない

で呉れと丘体する 、同様建築家が家は建て

ないで、出来るt . : け現在の家でそのま刈:n

に合はして貰い? こい k 叫ぶ。之が平時なら

誰がうjヲへ付い? こであらうか。この滅私奉公

の精神戦後の組織に影押せぬと抗力 Z断言 /-1'，

31王様。

現今は忍べるにり忍ぶ、不足も不平もヱぐ

はすも只同家へと奉仕せん、一方技術の保持

はしなりればならぬ、否更に進展すべき方

法を方策を考究なし、全髄がー固となり時

局克服に泌逃すると共に、その内に :決着あ

る研究の内に見守来の方策を練ること再々の

取るべき只一つの遣と信する。

( 昭和 13. 8. 6. 稿)

非常時局下に於け る建築家の免

悟 並 に 将 来 へ の 針 策

大 石 忠 夫

時局は愈々 .然し徐々に戦時鰭制に入る。

附民線動員のH守なれば行々は勿論時局を認

識し岡是に則り 行動す可きは首然であって

小来的な利己主義的 1;' 泣事は言はる可きで

なじ。週操事業が抑制され? こと は言ヘ 他

商に於ては相首繁忙を極め建築技術者の不

足をornって居る分野のある事も知らねばな

ちない。共方面には進んで進出或は特出し

て援助せねばならぬ。此際吾二々周囲在米の

仕事がi成つ? こからとて、狭い島問内での共

喰的な車L蝶はお' I I . Iこ遠慮す可きである。

共職務上有閑に向ふ 人々 はよく現在の建

築界を批判して明日の殻展への素地を作っ

てお く可きである D 凡ゆる部分に於て i徐り

tこも欧米建築の直諜 に過ぎでは居ないか。

建築材料も 、1'W浩も 、様式も。現在x . 合 々

2誌の干r : u: なるもの世?ご" 英げかわしきもので

あるが、此非常時局下に於て主主々 全日縦横

の結束を絡にし大来的見地より民範な各詰

問題の解決に努め以て帰米への良引等換機

となしEをきものである。

重大H寺局下に於ける建築家の賢

官 並 に 将 来 へ の 針 策

田 中 幸 太 郎

問主? 禦げて暴支j問懲の長期戦を敢行しつ

〉ある今日、苦手々週; 築家も同氏の l 員とし

て聖戦の目的途行の10には、あらゆる犠牲

を-Ij -受忍耐すべきは勿論である。長期 tこ亘

る事鐙の員長持に悶り一部選築家の多忙は例

外として全般的建築界の不況は叉巳むを得

d るものがあらう。

現在の閑時に古って苦々建築家には近来

の建築界の趨勢及ひ官製二物の意匠、構造、

材料等の諸製: にgt J する反省批判の徐裕じ

将米護展すべき方面の研究の機千? とを! h1へ

られてゐるものと考へられる。 即 ち建築家

は今まで果して最も良塾なる態度を以て意

匠{ f 計重しτ 来 Tこであらうか。自己満占的

な渦‘ 足そ得る? こめ、意匠、装飾の上に多額

の経費と資材とを、浪費しては居なかっ?こ

か、高層建築物や特殊建築物の構造上絶封

必要 なる銭骨餓筋は日IJ として、必するしも要

せぎるものにまで油大の安全E与を加算して

不必要なる銭鋼材を使用しては居なかっ? こ

か、煉五造、 石造併進法を? 依 りに もilfili ili見虐

待しては居なかっ fこか、叉材料方商に於い

ても有事の際に必要 なる 2石市資材共他とし

て統制、制限せらるべきものは平素より橡

想し、か〉る重要資材を 愛護 して共の浪費

を防ぐ? こめに代m品の研究普及に充分の注

窓が梯はれてゐ 7こで あら うか、統制され、
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11i1J限禁止せられて始めて代用品の呼!Ft を日

くするのでは所 前泥縄であって、建築界不

況の立任の大ノ!こは建築家自らが甘んじて: f ' l

ふべきであら う。

建築界の純米に就いては杭々の制袋も n

され、各 人 の 窓比 も1 m: で々あらうが、 J -_速

の如き過去のJ l ) ，態を買ーI百円に反行する時、

必す・純米の建築界は斯くあるべく 、建築家

は斯かる方針金以て逃まなりればならない

と云ふことが琵比される筈である。

吏に1寄付t の主L喋 界 に、首商のZI:傍として

研究部組となるべきものは、行! 羽建築業将

の j 三時illl ll'，;; '1'  :i!l:のil
f
，備? こる 地方 1'1句5A11民、風

俗、初町、及び産11'
，する資材司令J

のfViJ1f し

よれに: 11止も泊介し? こ建築技術の研究完成と

でなければならな い。

又械11際情勢は抗々緊迫し、 l除閥戎剖|附w防j のj愈註々 J男P:

i宮E なる 1秋d火E!とこ?岱;12ft; りh、 j干行I咋千剛土ぞ敵製よ T J謹並るべ

きF防jぷj 2空;足宅k到述l主: 築の弛まぬ拶研f究と普及と 3を?計計. らな

Vげ7ればならなしい、、D 現 J点lピ:の1子ι

して防2主;-4的3考雪!胤ι 力が;f}掛例tはれて周居. る Tごらうか、

都市 に於ける平特特宇討i集木込味屋や防Z空さJ上卜 の施i設試

5を? 有? 仁こぎる頭要建築物等は、 Illt - 度の空襲

lこも莫大なる危待を彼らねばならないであ

ら うD

然らば建築上の ｾｊ 辺 ｾ ｩ 地 ｩ 設 、 ｪ う ち ｾ Ｍ ｉ 段 、 出

也、形 態、色 彩、 防護設備、防護常等はど

うすれば良いか。残念乍ら此等の諸問題は

現 必 辛 うじてJt の研究の紺に就い にばかり

であって、 的確な柏市街はJ:出か或程度確立性

のある 想定 す る- i ' ¥' I ¥J . 立志建築家の11¥1 1こ検討

されてゐる に過ぎな い有様である。

j折<: : l ラへる とき、:;fえ1?引の|必! 虫fI をナ克服 し

凶 JO， { t > 四海に琵HJi せんとする 今日 、 州民 生

mと同 家 経if' i'の「容れ物J 1こる建築 lこ批る

建築家のYt 任 は愈 ;々京大なり と去はなげれ

ばならな い。( 完)

令て 3キ ずf
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建 築 ゑミ の 場

A 、

中 野 順 次 郎

｛ＱＧ ＱＢＯＧドｾＨ Ｚ［ ｊ［Ｚ縫に 依 って起つ に と こ ろの影響

のーっとして参者迄に オリム ピッ クの例を

犠げてみる。

1主か二年後には日本で最初のオ リンピッ

ク大併が東京で聞かれる筈になってゐて、

法礎的な計官ｽｩｬＧｾ備は ｆｦｦ ど纏つ＿ こ と こ ろへ遂

に米? このがこの 1-¥1.11:返上の こ とでーあっ? こ。

;東京からへルシンキへ縫更され? こ こ とにり

でも 、 世界的の大きな 問題に注ひないが、

併し要援 ｾ ｩ はＯ己松な 外 Ｉ Ｑ 予 的 の Ｑ ＱＱ， 付記事と［えよ、の

でーは1! 恥、。

あらゆる努力を掛って遂に )文京沼致金決

定させに凶. 1 . ( の熱; むと1 i ' i望であっ? こ tこも イ¥

ｊ 旬 、 遂に忠ひ切って ｾ Ｑｾ Ｎｉ ｉ Ｚ と云ふことに下さ

れ? プlolj 断に就いて考へなげればならな い。

殊に専門の fJ1l J として日本韓育界にとって

は、聞かれると否とに依ってどれTごりのシ

ョックを交げにか賛に想像以上のものがあ

っ ?こでもあらうと 忠 ふ。

兎に f{ l既に 日本はオ リム ピック東京大併

を紙めて慌現に時宜 lこ則 しfこ底世と してJ ' (

i辰lこ返J-_ して了つ? こ。

凶家非常時の| 際にオ リムピックど ころの

騒ぎでもめるまいと云へばそれ迄亡 が、1Jj・

1，'，J深〈注工吋べきことは斯様 lこ瓢 と々 も!Jl め

て、 J p- 静のlI ¥j lこ! 必世されに判 断の疋し さと

これの京に 働い仁和!J府11ブ
j に就いて Y あって

事こ〉に王ればJ比中オリムピック _ -f，i，jのIi i]

閣ではな い と Ｉｩ｜Ａ ，ｾ 、。

ｊｾｮ 考へて今事縫に於りる同 Ｒ ポ ーと し ての

円的を遂行するがnには、斯 くの如 きあ!i'i lirll

と究間企が各方l町院J !1i に去は れなり ればなら

ない筈であ る。

建築界の 問 題 ＱＩｾ 然りであ って、 最 初 の 一

歩を誤つてはならな いので ある。

建築界に於げる; 協稗は既 lこ賓施 され? こ統

WIJ や'i! il J以 の数々 に依って みる も相首 深刻 で



めるが、何と云つでも場介が場介であるか

らi l l E げることの川併ない::: J nMであって、今

後に於て引続き如何なる［［診 ｾｂＡｾ が生じるもの

か云々強恕することも川米ない。

法王に残され? こ111] 題は斯〈の如き事態の¥1'，]

に於ても ｾｲｾ ょく建築人として同 ［ 託金躍のお

めに役立つが1 . 0 には如何様にすべきである

かと云ふー黙であって、我々建築家の場合

はどうするかである。従而この|捺建築家が

他の倣業に林業することに依ってより以上

の御卒公が出米ると云ふのであれば何の路

躍も無 〈建築家主? 版業すベ主であって、こ

の事が何等恥す・べきことでもなりれば亦艮l

る限 ILi も無い筈で あると 忠ふ。

或は一時 ｽｾｩ の粧告を ｾｗｲ 散して火々の方面

にれ員の技術を分散してぷ公するの党情が

あれば、徒らに扶子して時局の推診を眺め

てゐる持の態度よりは遥かに立誠な・態度と

云へるであらう。

併しこ〉で一つ考へる必要がゐるのは果

して想像の如〈建築界の純米が時j院と して

ゐて建築技術家の多数ド肱就に迷ってゐる

事責の程度についてである。勿論事態はこ

れからオ心格的にやって外えるとは思はれるが

それにしても現在のところ 少々 思過ぎてゐ

る駄がありはしなし、かと Ａｾせ Ｇられる。

試みに各墜校卒業生の就 ｩｦｩｪ ｾｾＩ ｩＺ態に就いて

xへてみればわかることでゐるが、 H' I"年九

月以降即ちこの事援が起ってから 以後 iこ於

ては建築技術者を要求する き与がj ド常に多く

なっ ?こにも不拘、1[，誌を求めて遊んでゐる汗

は非常に少〈対と無いと云ってもい〉位ひ

である。

続に織を求める ;おーはあっても此の際に多

少でも将来性のある方面に越l J F 1 t い希望の

若干であって、差岱 り何彪でも柿はねなぞと

i徐裕の無い求職者・は、殆どなかっTこ棋に思

五、。

ｩｾｊ 新卒業生採 川 の 巾 込を ＿ 以て想像 Ｏ Ｋ ｜ 来る

と沼、ふが過去に於ては弘年の例として一月

から 三月以iにrll 込まれることになってゐる

ものが- H' I"年ゐ? こりから 三7cmに繰J -.って似

てf1' F年の如きは) L 刀から十二月主主にFfI ど採

} 日決定と云ょ、こ主になって聴いに。ところ

が本年になってからは既に四月から七月友

迄に卒業生j設を遥かに超過する1 "1. 1 込密交げ

る様な有棋になっ? こことで、斯様な j伏態は

建築の卒 業 生を有する各製校Ｚｊ ｾｉ こ経験され

にこと〉思ふが全〈従米にな い ｾ［［ｽ要の多い

時機では Ｑｍｾ いかと思」、のである。克も ｲｬ Ｍｬ 込

先の方面は数年前とは大いに経って満洲、

朝鮮さき; の述方も多〈或はl:j Iiidに闘係のある

生産工業方而とか際立ってゐるこ とも注立

すべき駄ではあるカヘ ｾｕＱ めに従外長の主 日 ｾ

工事l刻係からのr ! 1込が減少しにと云ふので

も虫恥、。

主II 築卒業生の就職i状況のみを以て云々す

ることは/H外えないが、只徒らに建築界を悲

imする態度に釘 して越分かの参考にはなる

と思はれる 。

悲でー Ｍｬｲｾｻ 現 ＱＱＺ の建築界に於げる特殊なＺＺｊｾ ＾

'lI ¥f e は何であるかを翠げてみる必要がある

ヵ:

第- 1こ1

1

，先手1i: 1こ必要なる物資は建築工事に

伎はないこと

第ニ に匹接戦争の能率に縁ｾい建物はノ ｪ 、

規模の建築以外建てないこと

第三は戦争に匹接閥係のある建築的仕事

が非常に増加して技術家の同要が: 増

し? ここと

jl; IJ阪や統制のことは既に周知の問題である

から論じないとして簡単ながら以上の三貼

は現在の建築界が有ってゐるところの特例え

なる僚1 ' 1 ' として考へなりればならない要拡

である。

ｕｾ ーと第二の事情は既に ｩ 喧し く 論ぜられ

に事項であ って、平和時の建設的仕事のみ

に馴れ切ってゐ? こ建築界に主つては無理か

らぬショックであっ ?こ。これが10めに失

栄云々特 設川題等が考へられる椋になっ

9 3 1 x  



? こことも亦 lf: むを得ないであらう。; 併し

こ〉で特に強調 し? こいのは第三の事情であ

る。

建築中の仕事が中止され? こり 、新規の百十

笠が許可さ れなかっ? こり 或は使川すべき材

料を買ふこ主力 ;/+1，来な〈なって、文字mr lJ

手も足 も出な〈なるかと思ふと他方には建

築技術家が不足で困り 、 どしどし・派遣して

貰ひ? こいと云五、希望がやって来る事貰に就

いて、真面白に考へな りればならない t 思

五、。

第一色第二の事情は岡家の法令として琵

せられにことである。需めに非常に歴然と

してゐるが、 乙れに Ｓ輩岱封｛ ｾ討 Ｕオ ｉ して Ｒ第 ｦ布 Ｕ 三 の如き事 ｩ抗 Ｑ

は之と 云つて強制的に やつて企外米!( ないのであ

るから建築界全韓 i仁こ認識さ れることがどう

しても少い詩である。之

られ? 仁こものは目立つが奥へられ? 仁こものは感

じないが如き人情が湧〈のも亦白然で dめbら

うと思』ふ、。

誌で向注意すべきことは東京や大阪の如

き内地の大都市にゐる建築家が今日明日に

も失業、持職を? 心配してゐる他方に於て、

新興満洲閤の資源開張にも生産工業にも建

築人が不足して困って ゐる事賓があるとし

? こら、これが果して建築人として御奉 公す

るの態度ーであるかどう' かである。

勿論斯様な責任は建築家個 人に あるので

は無〈て統制の要衝にある政治家なり或は

建築閥係国惜の指導者にあると 云はなげれ

はならない。

今少し〈述べTこいことは建築界に於ける

我々の究悟と 心構へ lこ就いて Y あるが

先づ第- ( こ青年建築家の諸君はど う考へ

てゐるかである。撃校を卒業する昔時は別

として現在も向同じ様に束京や大阪の様な

大都市の建築にのみ闘係し1: いと思ってゐ

られるかどうか。勿論建築界の進むべき方

向云々の如き問題は先輩建築家に任せるの

態度がし、、として併しこれから大いに 技術

I X 9 4  

の修練をやらなければならぬ立場iこある若

い者ど して 一服は覚悟を定めて置く必要が

あると思ょ、。

今迄lこよくあつにことであるが家庭の事

情で地方の現場へは行げないとか、或は都

合で無ければ勉強力;/1¥米な いとか、増して

満洲になぞ足が向か ないが如き過去の考へ

方についてである 。只無暗に今様桃太郎の

態度をす〉めるといふのでは無 〈若い建築

家として存分に働き得る職場を得なげれば

非常に惜しいのでは無し、か。勉強と云へば

仮令外岡雑誌-i J I t 手に入らぬ様な不便な場

所に於ても建築の勉強が出来な いとは限ら

ない。働けるところには必今勉強出来る資

料が特がってゐるに泣ひないのである。注

意すべきことは建築政治家の如〈統制がど

うの制限が どうのと建築界将来の硯透しを

論争るが如き態度もとらする、それかといっ

て徒らに扶手消極的の態度で納まることも

せ子、文句 は兎に角ι 分に働いて勉強を続

け明日に備へるの覚悟が必要では無いかと

思ふのである。若い建築家諸君迄が心配し

て建 築界現 ａａ のｾ Ｚｴ策を考へなりればならぬ

様では既に失敗であって共篤め tここそ中年

jji 年J 老年と各建築家層がある筈なのであ

る。斯〈の如〈建築界非常時の際なればこ

そ先輩は先輩らしく青年は青年らしく各層

の本分を蓋してこそ建築界は健全?ごと 云ふ

ことが出来るのでは無いか。

次に考へることは中年並に先輩建築家の

立場に就いてであるが、建築界を指導し青

年建築家の養成の任にある者として今回の

如き建築界を如何に進め様とされるかであ

る。

共のｾめに各種建築の圏睡も結成されて

平素に於げる連絡なり園結を計ってゐる筈

であるから 、今日の如き場合にこそ先輩建

築家として大いに活動して貰はなげればな

らないと思ふのである。若し建築圏、韓の統

ーが出来てゐない主 認め る執があれば、先



づこの賠から着手されることも結晶ーであり

或は建築技術家の需要供給が闘tf} でないな

らば進んで濃淡融通の迭を考へて) ' t ひ? こい

と ｹｾ 、よ、。

別 に亦建築界の賢 ｬ￭Ａￍｾ 政 ｪＨ ｪ 要簡 ｬ こ説明す

るの必要があれば向時? こりとも油確なる資

料を以て共賀をよl ! して頂かねばならない詩

である。

重而強調し? こいのは先輩に先輩と しての

| 臨分があり、後輩には後輩としての勉強力4

謀せられてゐる筈で是等建築人の各層が有

機的に活動することに依ちて始めて建築奉

公の貨を奉げられると信子るのである。

若い手すが大先輩として主主敬する所以も或

は大先輩が荒い: x - にイ， i 頼して明日の建築界

を婚はせんとする希望も、現在の如き非常

時に於ける各々の持場や立場を生かすか否

かにあるのではあるまいか。建築界自瞳が

一種の: 戦時開制であると思へばイザとなっ

て腰の無い隊長も駄目である し、どんな命

令にも忠、賓iこ働けな い兵卒も役に立? こない

泊四である。

同様の究悟は建築の撃者、数育者、 設計

家 、 工事者と各部 ｲＧｾ I二分り? こ債の連絡に於

ても必要であること今更言葉を要しないと

思ふ。

主ｾ 築 界の非常時が如何様 ｴ こあらうとも、

事者に現場監作舎やって貰i 、詩には行かな

い。主同様に青年建築家が老大家の考へる

こ主を やってみにところで始まらないでは

無いか。さればこ そ平素に於て撃者は撃者

先輩は先輩としての順序ゐ h 統制ある建

築界の組織が出来てゐる筈なのである。

建築家が枇合的に有つべき使命に しても

亦然りで建築家が必要なればこそ存在の理

山があるのである。他に奉公の道が無げれ

ば特業も致し方ない主して何も急: いで廃置

を誤る必要もなからう主恩』、。寧ろ向落着

いて建築家各々の職分と使命に就いて充分

の検討が必要では無いか。

最近撃校卒業生にきIして技術者採用の統

制が愈々責施されることになっ? こ。建築の

卒業生は範囲外に置かれてはゐるが精神に

於ては鐙 りはない筈である。

技術者の配給が必要であれば法律であら

うと無からうと同じ精神の下に誰かこの仕

事をや らなりればならないのであって、 j祈

る際にこそ建築各国韓の統制ある行動を一

層望んで止まない。

要は建築人として如何に判断し如何に鹿

世することが岡家奉公の道に添ふものでゐ

るか狛深〈考へてみることである。
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- 時 報・

大 都 市匿 域 の 開 後

￟ ｉ ｾ 接する産業並居住施設の併合を通じて見＿こるグ

テ キ サ ス 、 ハ ウ ス トン

‘ ヨ ー ヂ ・ピ・ク オ タ ー ス

都 市 委 員

都市が その境域を披張せねばならな い第 ! の塊由は私 は次の如くでゐ ると 思ム。 N!l ち都市はそれ自

慢将来の霊安達の角に計設することは 、 !: lJ l . ，直さす・その近隣地のすl' 査でゐる様な立場に 置かれてゐ る

からでゐると。

近郊地は元来 、資総的存在ではなく 常に その活力は中心都市の都心部から来てゐ るのでゐる、 Hous

tonに於ても 亦他 の多〈の都市の刻J ＼ 、 郊外輪環 ｉＡ ｉｾ ( the  suburban ring) は都市の賢官皇の l 部分ではな

く今 日より見れば涙孜とも云ふべき絡始無計蛮なるを苦展に委せられれ る弘元域でゐる。凡での大都市に

近接する幾千 ｾＱｴｴ 町歩の土地は遡Ｇ｛ｊ［ な る地域制ｬＮ， Ｑ ，Ｇ，［［針縫唆もなく絶えさＧる後展と地僚の昂騰のみを ｪ 羽 ｦ 寺

して而 U $大なる地域が米t:' 嘗' てその目 的遁りに芹1J 用されれるこ となき目 的に まかせて居 ると云ふ愚

さを牧てして居つ? このである。ところで問題は 、 是等の外飢Jjに ゐる府大なる土地の更に秩序の立つ1:

開をまに 当時して都市が妹 lこHoustonが何んな計量Eff 樹立し得るか v 問題でめる。これらの土地は都市の l

部として併合さるべきものでみらうか? 或は般に試験すコみのカ法によって何等かの管綜織が行使さる

〉でゐもうか?

Housl onの場合 lま併合問題が考慮せられてゐる o 1，郡市は近郊以域の人々にはその税金に匹敵するし

のをのみ奥へる 1/。との言紫は近郊以威力 Z若し遡t;? な計君主を持ち合はして居る易ー合には容易に論破し得

る。N[ l ち大都市の内部に居住する者 L その外廓 に接して居住して居る者 L 何れ L その亭有してゐる刺

使と云ふ L のは頗る高僚 なものでめる。 そしてこの近郊版域が［直蛍な言十君主ｾ持って居りさへするなら

ば住民は彼等の支挑ふ税金の似値以上の ものを得る筈でゐる 、 と云ふのが都市計 :訟・芸誌の意見であ る。

事 ｴ 主彼等 ｬ ま非常に多くの利 主主主＿受取って居 る。近知凶成の住民は中心部市内にその生活の精 ｬｾ 得る械

耳 Ｑｊ を持って居る。 ｬｬｬｬ ち中心部市の現 在の 状況ではその周図の近郊 ｖ ｬ ｫ 域に多くの利盆ｾｦＡｴ Ｑ 奥してゐる 。

都市は衛生に 、警察及消防に交主ii ! J l i . に道路 iこ、大規模にして経済的 な利便施設 に、 厨普官官、 公園並に

慰型軽休益機隙J等に J1; の程度の差 こそゐれ 、 凡での機関にして近郊地の利便に供せ られき' るはなレ状況

でゐ る。

Houstonの近郊区域の輪闘は略 々直径 19哩であ り、H ouston 行政胤幅減は溺立準園地場一一濁立感園

地滅 ｬ ま現 ｈ ｯ ｵ ｳｬｯ ｮ 市全部全含み更に市のｾ域外にも及んでゐる ーー か ら 分自 ｉ￉ して居り而して郊外地区

後 Cit y C ommu nis引 oner，Houston， Texas， G eoge B.  Waters; Development a  Metr opoJit an  A rea 

Ameri can C ity， Ma y.  1938.  P.  61  
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に含み得るた'vt ｾ 多くの 土地金色容して居るの でめ る 。 Ｑ ＹＳ Ｗ ｾ ｦＭには ＴＰ ヶ所の 新 Ａ ｍｾ 創 整理 が都 ｉ ｈ Ｑｩｬｩｬ ｴＺ委 員

合によっ て認 ロI されれがその 内11 ケ所が市域内で、29ヶmが司J 成外でめるが 、 いづh L 撃園地域内 で

のつ? この 11輿水める" $ ' Uでゐ る。 1938
1
1三 1 ) J には33 ヶJiJ i'の新悩釧墜J !ll.の;忍 pJ 申請の願告が従rH リ リー

のでゐるが 、 その内 Ｗ は 市域内 で ＲＶ ヶ所 ｻ式市域外の塁手園 地 域 内 でめる。比の ｛ ｬｾ 貨 は諜秘からは滋が ｴｌ

1  : ，、が 、大都市と その勉皐組織の央へる利主主oば主主受し? こし、と、云ふ 、 住居地域の欲求の程度カ :極めて

似力なる ｚ 与を 物議 るものでめる。市 域憐 Ｓ 長 に ｻ 宇ひ編入さる、土地の地 ｨ が地ｻ ｾ 鴎 ＱＮＨによ ｢ 牧人以 ｬ 二 ｬ こ

多くの税金全支扮はねばならぬと云 L 危険は殆んどなし、。

AR{ A. )  Ｉ υ Ｑｔ ａｾＡ＠

ｲ ｯｾ＠ Ol Vl LOPMl NT INm 

同 RK5 4  ｉ ｎωｾｔｒｉａ ど ｾ ｲ CTO治

( l Tl '  p ¥. 山川崎 ( on向 日 目。"

同. .. ・畑町 l 6  PTQN  J fI 

. 日刊吋‘ Jl .. .. ・、 .，...... ・" ‘喝叫・・

官 ｅ 際問題と して 、 反に成大 ー に民域をｾげて行くことの都市の利 主主 ＱＱ 、 多くの税金を Ｑｾ トると云ふこ ｴ

でな いこ 、 向治惚金惚の救済に役立つと云ふ事でめる。か〉る後化o遁じて 、郡及市の各公共園骨堂I i

都 i fj l十えの統制と浪伎の軽減の然干Tって一丸になることがt l ' . i > k るで ゐらう。都市 に地威市IJの布かれて

居るところでは同級な原則を大都市阿域に資して遡用さ るべきで若し者I¥ili が 、 その金領土 に到して管

結械 o持って帰る ならば大都市恒域に就い て、 より ｅ 互い百十 査をな し ｾｾ Ｑ ＺＱ Ｚ でゐら うと云 ふ ことは確かの

やうに忠ばれる。道路、極創整 理、公主主卒業等の事業11、都市 の授主主及人口の要求に除lす る府鎚国な

研究調査の Ｑ Ｚ Ｑ こ その基礎 をお い Ｗ こ包括的言十道に従って ｬｩｾ ｩ￯Ｇさるべきものでゐらう。

農 村 計 壷 と 保 存 市 有 地

汁，lf t ; l 的のj 蓄に 、災 村地方にま で恒域を7波大 して行< ｊ お合 、 ｾｈ ｉ 封 Ｑ ｾ に就いての珂解と段村地 ｊ ｪ の

地J点制が必要でゐると いふこ とは短めて自然の事である 、 鮮に必 要な る場合 に限ってl比例地 を述築地

にドJi劃割合なして附j 誌をすべきでゐ ると云ふ理論が行はれて居 るやうでみるが 、 私 11 ( -;'!i :者 〉善L 、品1ii，，'，品
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のやうに思ふ。 Houst on .の大都市区域に編入される近郊阪城の 2 5 %の土地は事情の如何に拘 ら子 、施

行方法とは無関係に住宅地として提供すべきものでゐるとキ燥されてゐる 、 J 十五f の有無に拘らすユ2 5 %

11限度でゐらう。 即ちもし自然のま、 で政任されてゐるとするならば浅りの7 5 %は農耕地、森林、必

国及無区劃整理地となって居るであらう。叉計査がゐる 場合 には段耕地、公園及森林等は勿論好都合

に保害されるであらうし 、そして関電まさるべく経済的に最も適して居る土地のみが 、 自治生活の匁に

利用されるのである。我々が都市の混雑と騒音を根絶しようと努めるならば賢明な百十査は我々の求む

るものを見 ｈＧｪ すであらう。康 ｨ としれ空地而も美しい 景 観を禦しみ且叉 ｩＩｾ ｪ 車な周固と現代的利便とを

亭右し得る環境で生活し得る機舎は我々の求めてゐる所のものでめる。

だが然し、如何にしてか、る結果がもれらされるであらうか。 i 如何にして j とは我々が今、 郊外

輪環帯 の戎る 科度の 、否大多歎の地主に到して 、 彼等の土地を如何なる用途に充宮すべきゃれ 、ふこ

とに就いて物語 ちん とするところのものでゐる、市、郡若は州は炭火な土地を賀牧し、之に地域を定

め然る f去に闘をま者、住宅組合 ( Cooperalive housi ng organi zati on) 或は政府の住宅周( Government  

housing  authori ti es ) 等に再び扮下げるのが遁蛍でめる。 Houstonは今比の事業が如何にせば閲滑に tr施

しをるかを研究中である 、敵洲言者燃では燦張と統制を目的として留保されれ土地が、 数年間共のま、

放任されて居つれ事例がめる。 テ キ サ λ に於いては市域に適用しっ、める地域市IJ の法規があるが他に

5哩の範囲内に於げる郊外の監理主? 認可し得る概[ 獲を奥へてゐる法規がゐる。放に市域に i浪らす叫bの

権限を僚張するならば農耕地若は近郊地に 謝して地域制を布く事が出来る様に思ばれる。比の外に向

織地々民を創設する憾I浪、公園地の買収又は維持管埼を市に附奥しれる法規がある。

1tJ r  (  ｉ 藷限ｾ披張すれば我キは此の法規に依って公園として近郊地に成大なる阪創を留保し Ｑ ｾ トる筈 で

ゐる。

Houst onl こ於ける最近の併合

客年 Houston に於げる併合は3つの昔日分を合併して都市商績を 888
2
) 平方眼になすこと でめっ 1: 。で

是 等 3 つの部分 ( Spot ) は西及南の部分で 、 その l 昔日分は地問 に示 Sずる刻l くその最 トーの l つIi Eurek 

a  

J uncti on 及 Washington Avenue でめる。そのすぐ 1: の l つは Bri arwood として知られてゐる Oaks M 

と Lamar 高等皐校でゐる。西南の l つは Brasewood 阪劃整理地阪の l 郊である。

Eureka J uncti on 及 Washi ngton B晶ve町叩m凹 の併合地は多〈の空地と歎本の餓遁の引込線5を? 昔蹄寺つ比鮫的;工工

業的な士地 でゐる。

Bri arwood.  Oaks  fiiJ 及 Lamar 高等皐校併合地は善〈聞をまされれ師、到整理地及互に闘ををせんとする十.

地で ゐ る。 そして Brarewood の併合地は美しい住宅地でみる。 Houston はか》る披張の結果英の詐償

償値 1. 000. 000弗の喰加である。

現在Houston都市計査委員舎は 、主要なる市の市域搬張に除1する勧告案ぞ周到に調査前究してゐるの

で何れ主主からす， Houston の郊外輪潰帯の殆んど全出の土地はi ll に編入されるに至るでゐ らう。( 勉弁生〕

2)  Houston 一面積 185方粁、人口 292. OOO(  1935) ; 大阪市一面積 185方粁、人口 3. 2 15. 000; 都市年

鑑 、昭和 13年 、P. P. 963- - 964 ( 謀者説〉 倫本編諜f I -'J にあ? こり N 課長の親切なる校関と添削と

がめっす: ことを附言します。
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ニューヨーク州新法令による土地匿 劃整理の制限

強 化 に 就 い て

W ・D ・J 、ィ デ ツ カ ー

ユ 4 ー ヨークリ‘ |ー| の都市計査委員舎は今回土地の阪i U 整理に闘して新? こに重要なる憾限金奥へられ 1:

HjJ ち、最近の立法議舎を遁過し 、Leh man長官の署名を絡つ1: 4 つの新法令がそれでめる。今度の改革

:J: 、 それを惹起せしめれ事態の方がむしろ重要腕さるべきであ ら う。 殆 ん ど 100名に主主する地方都市

計変鞠係官令官誌が l 昨 年 ( 19361ド) 10月21 日、Syracuselこ於て 、州都市 立十軍部の主催により院j飽 きれ 、

それは叉直ちに 、州都市計東 部、都 市 協 合、及び市町村長及び繍係官舎議として継承され1: 。 之等の

席 i二、現行法令の級車占に就し、て終日熱心な議論が闘はされ7こ結果、 l守B歎民より l蕊る委員舎の指名決

定となっ? 二のであっTこ。( 委員氏名省略〉

比 の委員合 l士数回 の 合合を績行して 、遁切なf修疹正を含?加

うと3努苦力し ?こ. 0 ｾ夏吏に ｪ人、 ｨ の質疑 ｍ賂 ｅ 主答許の結果 、 市、町、村各 言計 十 霊章主法令 に附して ｌ 呈金旨〈同様な ｦ修彦正が用意

されることに Tなよつ‘. ，にこ。 リ州舛t十'閣 l市言計f道古部目をを「統括する州含では、法f律幸顧問でゐ h地域制及ぴ都T市有言計十芸叢王方面の

白名 な専 問主家反で dゐち るE日d w哨 ard M.  B弘ass担et出t口t氏を招いて法令3を? 推敵し批剣させ? こ。斯くして件? こ結果は再 び

昨 年 ( 1937Jド) 12月14日、 Syracure に於て関かれれ第 2 回全州合議に附議され1: 。歎多〈の修正が加

へられれが 、議に最も注目すべき事は 、彼 等 が皆 、 委員合により議出されれ修正案を緩和I するのでな

い 反 謝 に 強 化 す る 事 を 短 調 せ る 事 で ゐ る 。 斯 く し て 最 後 的 修 正 案 は州 法制 局に廻附 され 、悩めてfE

電に審議され 1: 。乙等の漁備工作の非常に完全に行はれてゐ? 二; おに 、 3 つの法案はそのf議議合を遜過

し、唯 i つの小修正案のみが! ' f ! なる様将j 的な裁を訂正 され? 二に過ぎなかっ? 二。 嫌 いて行はれ1: . 置は

細郊に 亘 る事項の公布であっ7こが 、之等は要するに 、 彼等が如何なる政Z誌にも ，lt ，してゐなかっ7二事及

び、作成に常つ1: 人々の努力により何等大修正を加へ られす' に議舎を主主過せしめ得1: 事 、 l! iJ ち賓際に

経験のある 知識の劉宵な都市計j I f 闘係官等の図鐙が 、 仕甲斐のゐる法令制定 とい ふ事を立涯に匁 し主主

げ得ると いふ3劫: 設明され? こわりでゐる。

計 壷 と 土 地

J t b の法令は歩; の諸星占lこ要約される。 但 し ‘ 第 205主主は都市に 、第 44主主は村に 、第264主主 (i ll! rに夫 k i盗

用され る ものである。

10  W現行法規の誇要鈷及び詩 言Hl n震を 包括する 総 括 的言十重 ( Mast er Pl an) を準備するこ とを得。』

従 来は 、 この総括的言十査を法制化 する i方法がなかっ? 二のでゐ る。 もし も計 蓬局が従来と同様 に、 英

橋 Way ue D .  Heydecker  

New  Y ork St ate's New  Pi anni ng  L aws Strengthen  Subdi vi si on Cont roI. The A merican Ci ty， 

J une， 1938. P. 37. 
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の準備に就いて責任のみを円高感してゐるのならば、 今度の新法令で法制化されれ総括的計重な るもの

は単に都市計査部並 びに其のf也の部の手引きと して役立つに過 ぎないも のとな るで あらう。 それは決

して拘束的なものではなく 、い つでも随時 l二、 計輩局 によっ て聖堅実出来 るもの なのでめ る。

20  W一定の土地に望せする 言十査局の認可は 、90日以内に適首に書類を提出するか若く は登録 しない限

り無効 となるもの とす。』

従来は 、言十支局が或 る土地に 謝して認可 すると 、役所の書類の上では書記及び登録簿に依って機械的

に合法的な鑓更として 記載されてしまふ 、がしかし、所有二白ま屡々この械な圏直の提出金濯らせ? こり 、

それ以後一向に 悩劉整理を行はうとしなかっ7こり することが多かつ1: 。比の事が従氷 、認可演の土、

;kJiHの土地 を会〈不確賓なものにしてゐ 1: わげである。今回の改正は質に此の結を吹め? このでみる。

30  W現行法規中に 自f に含まれてゐ る細目事項の{也に 、新らしく l民主リ整塊され る土地l立、防火を Vu住

し、; 道官な3限度に街並 z > 整備し 、百t 草地闘 に一致せしめ 、 総括的H十主 に示さ れれ言者果占とよく j盛合する

様に設計されねばならね。』

新法令の此ゐ部分は非常に意慨深長でゐる o l'lllち 、 ヒ速の立11 き一定の土地は上述の如き 諸{ 傑イ牛をi補

足せしめねばならない;絡に 、震に 易h と、健康に 主主する危害や 、火災、 洪水等の危険から; 宛がれしめ

るこ とが出来る のでめ る。元来法令が制定され? 二時ーから 、保健といふ見地力もは 、その土地が安全に

使用される放に要求されてゐれのでゐつ1: が 、 最近の経験 に依って 、低泡に於げる洪水&. び住居地域

に於げる居住の過者i千七が も れ らす燃え4J ! ， い 品物の集積によ る火災の危険の増加が待に認められ1: 結

果、今回の虫f I く 法令僚交の吹正とな ってき長ばれれ L のであ る。 新法令中 に含まれる 4 火災のfι 験タ及

び 4 洪水 その他 の災害クと いふ新らし い用語は 、 百十道局 に到して重大な12任 全課すると同時 に、此の

意味 にJ i をて従来よりー暦大きな怖限を附奥さ れれことになる。近年洪水に見舞はれ 、英の1走路i乎とし

t 住居用建物の建築を禁止 されに低地々阪を御覧になっ? こ事のゐる人な らば認でも 比の新らし い持川

市1) 1 俣の電・要性に到して正しく許償してrt へ るものと忠ふ。

街路及び地面下の改夏

40  Ii 計査局は 、その土地の所右主に到して 、公共の保健 、安全、及 び一般脳此の111巡の尽に必要と

忠はれる街路及び地面 l、の吹支を? 命 じ、 耳民ひはそ の代りに該 1'( 用以上の鉾謹金を徴牧することにより

民的の明かな l長劉笠理を確固れる信念の下に主主行することを件。 』

新法令 に於ては非常に細かな注意が扮はれてゐて 、 もしも茶の土地の闘後状態が最初に 定められ f:

￟ｾ 夏 ｅ 主主に不 キ目熔 な る事 公認めに場合には 、 排 設金の金 額を 縫 ￯ｅし得る絞 にし てゐる 。 比 の 用意 ｬ 工 、 米

Tご主主築用地と して充分遮嘗な程関宮を されてゐな い土地 を 早 期 lこ『也到空白里してしま ム級なお金防〈に役

立つであ ι ぅ。之等は P. H.  Corni ck氏より 州計東部へ; さつ 1:ω 市街地 に於げる早期土地民主リ笠I_'!!. に就

いてげ と題する報告書の 'IJ に録す f1i.な く舎かれてゐ る:m. と金 〈一致する。小阪城の土地の J早期土地阪

劃整理がその土地の需要者蓬に莫大な経済的損失 を奥へ、従ってl ! I ! l I l ! な税金の怠納 となり 、 結局f也の

居住者 のカへ特嫁され 、 Th笛・局の信用は失墜するとい ふ伎な事態はI r t ; にニュ ーヨータ及 び{ 也の詩作11こ

於げる rh佑lj の質例1;; 理策抜 きに設明してゐ るJi) iでめ る。

二斗 ーヨーク州に於げる今回の新らし い用意は、 現在イ也の数州に於て u効に'i!r・u包されてゐる{ ，のと
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一致するのみなら子 、 最近の都市計誕の環論及び資際とよく合致するものでめる。市町村ｾＮ局 ＨＱ 蹴に

Ｍｴｊ￭ーらしく土 地 以劃笠子型地 ｦ ，Ｇ Ｎ ｾに建つ住宅の貨同Ｈ士 、 その住宅がその場所にふさわしい様にするに必要な

道路改支裂の遁蛍な分官ir { t >営然災脅 すべきでみると レふさド fr 確認して居る。; 童話・な 会トト水道もな い所

で、 しかも市制が布かれてゐるばかりに 、 納税者の金 ￬ Ｇｴ ｬｬ に夫 々キ 日常の道路 改夏授を支 ｕｾ せしめるか 、

或ひは待}.;I J の賦課法により道路政支授を捻:H し、手軒先の怠納といふ苦い経験をなめ? こりする現在の絞

な求開後地 に於げる住宅建設の力法! 士 、確かに不綬演且つ非科事的な Jj 法でめり 、 明かに公主主に反す

るものでめる。

50  ｗ Ｑ ｩ Ｇｬ 替 ｾ･ 官 ｬ ま土地の登録叉Ｈ主性類提出後 Ｓ 日間以内に言十重局へ主主建せねばならなし、。 』

従来は 、 認可され＿こま、になってゐる土地の ｾｈｾ 類が提 ｉｐｉ され ＱＺ かどうかを絞かめる銭 ｬ 二 、 計変局の

方では所有主からの遁知に績るか或は舎 ｾＸ 官の ｊｊ へ ｬ 安々附合ＢＱＢを尽さねばならなかっ ＱＺ 。今度の新法

令により 、簡単な要求によって此の鮎が改正され1: わりでめ る。

60  W私用道路の如き或る待定の IJ 月草若者のみによって用ひ られ る道路を除き 、全ての道路は必宇一定

の未f士を要求する。』

計主主局が官n百する問題の中で最 L 悶難な R つ鈴雑せるしの、 l つl立、 める道路がな用道路でゐるか

公共道路でめるかとい ふ卵Ij i'sをすることでめ ι ぅ。従来の法令に 於て L 、一定の土地として闘示され

所有主の沌意 により私用道路の如〈 専用されて家 1: ことのな い一般公衆用の道路や腐ー務 に針し司王仕含

要求する事は 、暗に含まれてゐ? このであるが 、 今回の新法令によれば上述の様な公共道路や殿場に針

しでは狩一定の司王仕が明かに要求される事になつれのである。

70  W今後毛主録 され る土地の中の道路は皆、其等が公共用 に本仕的に提供され 、且つ規則 t J F . 式にそ

塊されない限り 、私用道路と見散される。 』

比の事は1奇衆の私用道路の定義を 明般にし 、 同時に 公共道路 になる一定の方法を 示しれ L のである

が 、a : に次に ;ｾｩｊ す事項と関聯して待にＡｉｦＮ要となる ものでみ る 。

8
0  

Wヒ注の. l tnき松用道路がj盟諸・に吹Nせられ正式に受喫されるまでは 、市営局は如何 なる吹頁工事

に L 着手せき' ることを得。 』

問題に 明確な決着をつげる 7こめに 、新法令では 、 図面上に明示されれ道路又は高速道路が夫等 に待

有の環境に鈎して 、公衆の衛生、安寧及diJi直前11: の貼か ら遁常である様 l二、 市営局の夫 h の鴻門 により

設計さ れれ一定の標準に 従って 、 之等の道路及び高i裏道路lま言十設局の満足のゆく伐にl J l C _ 頁されて行〈

わげであ るo f!. ¥l ち比の項では道路及び図面に明示されてな い道路に接する土地の建築に 闘 して漣べ る

と同時 に、 後者に鈎する市営局の吹頁工事総行が 、 新法令 によれば主主法とな る勤を明かにしてゐ る。

従来計叢園面上には 、公共道路及び私用道路の雨者共図示するのが習慣となってゐ 7二。新保文 による

と公共道路以外の道路で計叢薗面上に明 示さ れてなし 、ものは 、 市常局が一切 吹支工事を施行しではな

らな いのであって 、 道路の満足すべき攻支を 必十件ふ建築認可が. l t ll 何に電要なものであ るか といふ事

11直ち に明かとな るでめらう。f ! . fJ ち不充分な吹夏工事の t幸、公衆の衛生や安全 と危害を? 及11' す様な道

路に商する 建築認可は 、新法令で禁止されるでめらう。新法令は更に 、一般の財政的軍IJ 主主会も保護す

る L のであって 、その俄放置すれば市民等に刊し危害 fr 及ぼし 、 ff 撚となる様な不健康な場所のを量生

及びそのをま展を I! 阻止する L のである 。 之[ 士更に 、将来の早期 土地以劃繁理を防止す るまで に準 まねば
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ならな L 、。同時に 、責る目的を以て低地主? 適正な建築用地に鑓へる匁に 、必要な道路改夏工事に財を

投ぜんとしてゐる挺面目な関費者を保護してや らねばならな いのである e

新らしい許可樺限

今回新らしく添認されれ様手IJはすべて「許可を奥へる J 性質の L のでめって 、それ白 身 としては強力

なものではな し、。従って町営局 、村合評議員合、町村合、及び彼等の選任せる計東局等が 、投機的な俳i

後者逮の魅力 に封抗し作るカと勇気とが果してみるか E うかは今後 営みなげればならな L 、。若し彼等

に勇気がめ h 比の z ユ ーヨー クチ1'1の新法令によって奥へられれ新らしい憾利を行使することが出来

れば、比の州の自治制は、 早期土地阪劉豊富現による最悪の状態 を有効に 防止出来る事になるわげでめ

る。 何 となれば、主主築用地として岐に改Eまされれ小区域に純正な幸運が見舞はない限り 、2、3の関俊者

は彼等の土地原劃整理地に到し必要な道路改頁に要する投資を路践するでみらうからである。若しそ

んな幸施があっ1: とすれば、 そして吹頁されれ匝域に華きする正営な要求がめつれとすれば、 in百回 な

関 費 者 ならば彼の 吹 頁され＿こ土 地 ￍＢＮ｜Ｇ芝る気に市場に出しでも充分有翠だといふ信念をｾ l ，って上主主的秘

な吹J { I " 行ってくれるでめらう 。 新法令が州言十護局によりi f { に強化されれ L のとなるには 、それが不

賢明な早期土地区割繋理念防止するに紹大な威力のあることを質際に Z夜明せねばなんないのでめるむ

よ水及び下水道設備

以 t 説明し来つ? こ新法令の他に 、1938年の法令中の第 260 主主がめるが 、 之は州言十叢部が活路1の結果

やっ と慾得しれ L のである 。 之 れ は 1933年の法令を改正しれも ので ，1i'1の衛生局長に封し 、 1二水及 ひF

ド水道施設 の計査を認可 する俄限及び必要と 認む る場合には要求する 械限をも奥へ? こものでめ るo 全

ての土地民劃笠理地に 謝 して、法令l立、 それ 自身のみで は決して強力なもの といへな いのであ るが 、

新法令によれぽ、香 ;氾官はどの町村の土地阪J l r i J整理の園面を受取って い 倫 更 に 之等の土地以 劃盤理

に謝し要求又は設備される上、 r7!c遣の改支に 蚤しつ 、みる衛生局長の設明容を添へな い限り、受理

ｉｉｾ 来 な い ことになってゐるのて、此 の事は法令をひと りでに強化してゐることに な るわ げであ る 。現

行法規では 10戸未渦ーの住家が建てられ る土地鼠劃整理地に 封しては 、 法規が適用されない事になって

ゐるが、経験によ れば、 比のおこそが法規の抜げ道であり 、弱鮎である事が1 a 設されてゐ る。故に此

の鮎を改正する ; おに 、 立法百Rの歩: の合期に は更に努力して l 歩前準せしめねばならないわりである。

比の新法令は、必要な !こ水道及び F水道施設につき 、 言宣言十の不適営な或ひは設備の不手い訣つに土地

以制整理をｾ ｾ｛ｬ ｊ ｊＭ ｟する の に大いに役 立つ に 主主ひな し、 。 そして最初に述べ? こ新法令の有力な補法として役

(につ に速 いなし、 。 勿論之等の新法令はかl に瓜能楽でもなげれば、それ自 身強力 なカの めるものでもな

いから 、肉事が之等で解決っくものと期待しではならなし、。 しかし計護法令として州 の採り作る方法

としては新らしし、 l 歩を踏み出し? こものでめらう。即ち 、個人が彼の好む依に其の土地I " ｉｾＺ ［ 到整理 ｈ Ｑｊ

来 るとい ム符yj ; f IJ による利主主に針し強力な 制限を?加へん とするもの であ る。 公共の利主主を第 l に考へ 、

併j後 者 に 劃 し て い 既 に 建 設 され一般市民によって;持されれ開授の標準 に順隠せ られん事を初め桜と

する L のである 。 一般的に云って百十設局 に採用されれ方法は大なる効果を期待し作るものでめる炉、

比の法令の成功は言十護局の勇気色鮮殊な利金に斡する 抵抗カと に佼つ ことが非常に大なるものがあ l'，

う。( 姻内三郎 〉
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防 空 l:t 園 ミ グ 護 る 事 で 1) る

防空指導委員長 ワノV タ ー ・ ジ ユ ν ー グ ー

ゲーリン グ元帥が彼待有の明見) j さを 0，て云ってゐる。「防空に従事する戦士は前線にめる 各兵士と向

ほに震大なる tt 任と偉大なる名I': H e猪 ょ、L のでめる。 j

比闘家防空組織の設立者の言lま， -1ft 界大戦力 Z終結して以来、空からの危険が凡ゆる都市及溺民 に到

して生じT二と去 J 、待JJ IJ なる意味を決してゐる。複雑なる未来戦に於ては 、前月設に於る兵士ばか りで な

く全市民 L 亦本閣の譲りに着かねばな らない事: b 明瞭でめる 。 力、》る事 lま多くの人身にとっては王手新

い事柄であり 、制限的に云ばれる事柄であるので、 自然全園民が Jt事を納4与するまでには長時間を要

する? ご もう。

多くの人々は空から押し寄せる危険を黒く塗りつぶしてしまふだらう 、 そして他の人々はそんな事

はどうで L よい主云つ1: 風に去ってしまム t:' らう。雨者 ι L 慈し、のだ、防備の方法が数多くめる事公

説明し 、そして叉大都市、工業中心地、 4"地は何等の防禦カ L な〈攻継機の怒まになる L のなりと仮

定する事の間違ひなる事を頁〈説明して 、資際に 秋へ込む事が今やオ ーストリ ーに於ても闘家防空組

織の任務となってゐる。

戦線後部に斜する敵の攻般の目的l立、主重要なる経理事的、或[主、軍事的施設にのみある ので は fμ 、t:'

げに 、比の任務は竜太となる。比意味lま著し〈廃絶固にみるわりである。力強く 敵 に鈎抗する事が必

要である。何故にか、る事を云ふかと云へば、 1ft 界大戦でドイツが得? こ苦い経験が近L頁等閑に附きれ

っ、めるからでみる。大戦嘗［時ｼ散が用ひ＿こ重要 ＱＱ る戦闘手段の一つ ｬ 士 、我 が図民の道徳的抵抗力ｾ先

づ弱め 、主主に破媛せしめれ意志と能力とであっ1:
0

将来に於ても叉同ーの方法が行はれねばな らね、

そして殊に 、 決定的に本図を被援するべき可能性 を果敢なる敵の手に奥へるものは航空機である事会

〈疑ひもない事である。

飛行家と高 射 砲とが ｾに空の敵 に 封抗し議してゐるの ｔ ごから市民主主の防 禦 は 必要 でな い 等と去って

はならなし 、。 ゲーリ ング元帥ほど痛切に比誤謬を聖子告 してゐる人はなし ¥ 劉抗してゐる力を打ち破る

事Ｈ士全〈可能な事で、凡ゆる務合に於て 、 時機ｾ作れば 、 それは妨げられるものでな い事に彼 Ｈｊ， ｹ 七意

合促してゐる 、外岡 b ;.1);明か に比の立脚駄に立ってゐるのである 。 敵戦線の背後に到達し作る可能1 ' 1

がどれ位めるかと云 J 、事lま一定閣の戦闘機に劃する一般に知られてゐる積載規定から 、 疑ひもなく 、

坐じて来るのである 、比時に営り 、殊に 、軽量焼夷磁が待殊なる役をするのである。各飛行機lま歎- F-

の爆習を持って行〈事が出来る。若し卒利時に防空哩戦線が遁宜に作られてゐないで 、全国民一一男 L

女も一ーが充 分 比 ｦι 念存 亡 の時 に、なすべき事を 知ってをらな い な ら ば Ｎ 容易に屋根来ｾ貫遁し得る

比爆強 は 符住都市に於て 其張力な る破 媛作用を霊堂搬するＺｴｽｾ明 瞭で ある。

本圏内の市民の防援は官隊によって組織付げられねばならぬと云ふ様な事を屡# 耳にするが共考[よ

談つ 1: 考でめる。防空の幌域は居者大で多積多様でめ るから各個 A の留民が自分自 身を救ふ事 と自由意

持 Wal t er Schraeder; Luft schutz ist Landesvert eidigur弔 問 r Luft schutz. Mai. 1938， 
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ＷＵ 的 な協 力 どを＿断念してし土ふＺＧｪ， ｾ ｉ Ｚｴ Ｚｊ Ｇ， Ｊな し、 ので ゐる ｣ ぞれ故 に、府軍E図 にti立り 、各: 哀を 色合 してゐ

る組織が1乍られねばなら 山 、 そして ｊ ｉ ｾ 組 織によって 市 民は危険な る 時 、 彼 等 に Ｑ 滋ひＪ る 危 険 ｦ･ 完全 に

l持へうるだ C} うJ ｾ 七 組 織は戦寄 与 の勃をきし＿二時に始めて作ら る べ き ｌ のでな い そ れ は卒 利 な る ｉ 得 、 集

長に ilI¥frii i :S るべきでめ る。図民{ まとが、常に繰り返へして行はれ る演習 によ り、またくべからさ z る執務 rい

に於て L 、彼等が凡ゆ る要求に耐へ得 るほど続投'でめらねばなら向。

比任務{ ま長期j に惨つてのみ貿践される L のにして根本的 な、 A W; 買な る方法でのみ行l::tれ作る と云

ふ事! ま疑ひ L ない '1，:でめる。 同 様に市民の教育と測線 と は官 ￞ＮＨＺＺ［｜ に よっては賀現され 作 な い と云」、 Ｑ ＱｾＱ ＮＺｴ

1年聞に於 る淡漁より 、確かな事:でみる 。 それ放に 、ゲー リy グ元前IIJI 立国家紋合的革命の初頭 に一一 19

33
1
:三 4 )] 29 日一一ー: 週家il方空組織を創立し 、而 して防謎戦線を組織する !必要がめ ると 云ふ事を 、 空より

現ひか ¥る 危険に就て説明 す る司王 により 、認識せしむべ き任務全共閣穏 に命じれのでみ る。 更 に元flll J

l主、「自 C身 を諮 る事が必要でめ るのみなら 争、 それは 可能である」 ことを?全閣民 に出 来る 丈早〈儒t ' ，

しめ るt: め、tt 際の訓練 に着手す べ き任務を 岡家防空組織に命じてゐる 。

l刻家防空組織に命ぜられ 1: 任務[ 士最高級 の図民教育 の任務 ? 二る 事は 明かであ る。 先 づ 第一に 、本 闘

に衿: ( をする 男女カ; 完全に iJ ¥めされ 1: る任務ケ賀行し作る ? 二めの凡ゆ る前提を作る 事力 :肝要でめ る。 常

に繰り 返へして行はれ る演習 と教育 とに よって恐慌 と絶望即ち憶病 とめ きらめ とが取除げられ 、 自己

を＿諮らん とする 全国民が断平 ＱＺ る 共同戦線ｾ張 る 時 に は 、 前述の こと が可能 と な る 。

苦し比任務が悉行さ る 、ならば一 一 吾 々 が最支の力法 を取ってlゐ ると云ふ事が行はれ得る ならば一

一 徹[ ま堅同に 連絡の取られれ道徳的に 5郎 、fi実線を 冒す事が利食 をなるか ど うか考へさせられ るでi PJ t'， 

う。: J t設 に形成されてゐ る戦線の存釈のみが多〈の場合敵をして空襲を 断念せ しめる原因 とな る、和J

と な れ ば 市民 を道徳 的に 破壊し ｾ ｾ十な い し 、 変 に 大被害公 ｌ 輿へ Ｑｾ ト な い 事を＿敵は支〈角 Ｑ つてゐ る カ ‘ ｌ＾ 0  

吾々 が比見地 よ りして闘家防空組 織の大任務を祝祭する ならば 、 町 捌を Ｇ 愛する 男も 女 も 凶 ｾミ 需Ｚｴ合 的

健 悟ｾ ＰＮ て 、 ［ 立漏な き 本歯Ｚ践 ｾｾ ｪ ｾＰ 殻 ， Ｇ｛， する ＱＺ めに 、 全力 Ｕ 件 ｬ 二が ね ばならな いと 云ふ ｝ ｬ ｾ が明 瞭と なる。

〔小 111 ｬｩＭ ｾ Ｉ＠

曲 つ ? こ 管 当 ? 遁 る 水 の 流 れ

本文 ｬ ＺＺｴ米 闘 の Ｑｾ 林 常に Ｉ た て質験され ＱＺ 結果の概要で 、 庄内 Ｖ Ｑｬ Ｎ ｊ の ｾｳ の積 荷 の 曲 り に 到して 、 そのＱ｜Ｇ

o遜るJ / ( . の速度、及び7k慢の縫化 を7示し 、* 力投五l に有主主な資料を? 輿へ1: 1 ，のであ る。

慨 説

的 つれ ｾ τ は Ｑ Ｇ ，郊の 日 恥 、 て ゐ る ｾｹＮでし父 、 明 い てゐな い 管で も 直 ｾｾ ＧＺｉ こ 比べて 、 ＷＯＨＮ ν ＧＩ ｲ ｻ， ｴ れを 妨 げ る し 、

貝その Ｊ ｾ Ｚ ｾｾ減す ･ る ｴ ｬ ￯ Ｎ は明かな こと であ る 。管があ る ｦＧ ，｜ 度 的 つ Ｑ Ｚ bのl士可成 りの何度に内郊の沈れ の

者 F low of  Wat er  Throuめ Pi pe Bends.  Engineering  News，Record June， 2， 1938 

l X 1 0 4  
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第 l 肉 質検設備 ( A ＩＴＵ 皮の出 ｬ りｾＧￎＧ ( B  ) ¥80皮の逆曲り管 ( C )種々の曲り管( 岡巾 C I. : 1標準的 1) Ｇｦｾヲ〉

速度理塁化の原肉を? なすし 、叉出lつ7二時渠 ( H ydrau¥ic  C onduit) の効率は可成り滅ぜられる。 槻言すれ

ば、派れの妨げられると いふの 1.:1、 * の洗れE寄の金問iiiii が最大効率をl -Jグ得な い といふ. m{ f 意味す る

のでゐるが 、 この詳細は充分に理解されてゐな い。

ぞれ放に この研究に於ては 、手〈の刻1き事項につき研究し7二。

( ¥) 曲りの部分及この近〈の1 i j - 内の速度の分布及び派出 切線。

( 2 ) 曲りの部分及び匂j 線方向の摩力の轡化。

( 3  ) 的りの周りの* の通過によるエネルギ ーの長量化。

( 4  ) 曲り による苦主義減損( l oss of  head) 。

( 5  ) 幽り の同国i ' 動< 7Rとしての洗の線の方向。

( 6) 曲りの近〈及びf ; l ; : M'，七万線に於げる惇襟損失。

このi f 験 l主直俊 611 . ) の曲り管で行lまれれ。 曲りの部分、及 この附近、総 11'，切線方向は透明セル ロイ

，. " 製とし1: 。

この質検の結果次の立l巾結果が導かれ1: 。

Ｈ ｜ Ｉ 線 、 て の曲 り ｾＺｲは涜れ に 劃して 、 妨 げ と な る 、 Ｎ＿ｬｙＧｴ直ぐな Ｊ の等し い 長きの ｌ のよ りも務 差 滅 執

の大な る原因 とな る。

(2) 泊りの内側に沿ふ 1: 流線の泌皮 1.:1塙 JJ 日し 、 外側lに沿ふ 1: 遜皮1. :1曲り 附近 の切線方向に於て減す'

る。

( 3 ) 浴室長滅識は材料及係 f斗が 同 じで 、出i率牟領、管の大 きさが等し げれば、 幽り の長さに比例し て

大とな る、何度の幽 りの岡管に起 る務差減損 を標準 にすれ ば、45皮 の幽 りに到し では 0.25倍、 ¥80度

り ｩｬｩ 綴 ｾｉｉ りに 潤しでは ｉＮＵ ｦｩ 古 、 ¥BO度の反封曲 りに 聖母しては 2. I倍、270皮 の曲りに謝し ては 2. 71;音と な

る。

( 4  Ｉ輿へられ ＱＺ 山 り Ｑ 庁 、 ｾｩ￮ｾ へら れ ＱＺ ｦ［ｬ［ＺＺｬ ｴ の 量に於 ては 、 出l りによる泌差減損 lま7)<流の切線方向に於

げる・速度分布に 大な る影響? を受り る。 aJlり の内側11に於て切線方向 の速度の高い もの にゐつて は、幽り

1 0 5 1 x  



による務差滅設は、切線方向 の流れの 1 ｾ 業な時 に 得られれ ｌ の、 ＱＮＵ Ｑｩ脅から Ｔ Ｑｩ者誌 に 主主 する 。 曲り の

外側 の切線方向 の水流の速度の大な る ものでは 、 水洗の l 様なものよ り、ほんの少し大な ること L め

り、 まれほ んの少し小なることも め る。 涜れ の切線方向に於てJJ( l'lTi に於てその速度の大な るも のは 、

1;燥な派れのものに よっ て符られ? こ落差減損の 1. 25侍から 21i去の 聞に あ る。統れの七万綴方向に於て底

部に 於て その速度の大 なるもの は l 様な流れによ って得 られ る L のよ り滞差減損は 1. 3 侍から 3 併 に

達 する 。

( 5) 管の大き さ及び幽りが定まってゐる なれば、 E霊力の最大の差を?生" f ' べ き幽 りの 内側 、外側 の陪

カの差か ら、卒均 の速度を算出 し得 るし 、 これか ι 涜れ の琵; も計算し作 る。 曲 り管の直径が定められ

れ なら ば、 それ を涜出量計 むして用 ふれば、他 の管の流出 f査は、 !'tt に図書カの差をはか るこ t によって

得 られる。

( 6) この賓験に よっ て

f1lJ っすこ管 の務差減 損は速

度 の 2 飛に 比例するこ と

がわかつに。f也の研究者

の2.25* に比例 す ると い

ι 設に一致しな い。

[f. 用

ニの宮E験の沼尻に於て

明かな虫11 くE主力言十を任意

防ii 百の騒々の討に とりつ

げその各 貼 のｾ力を充分

正確にはかつ1: 0 i1u  IJ の

星占の近くに単一の底力計

を?と りつり 1: 如き 以前の

'lt 験は正し い ものでない

このtf 験上主u賀幽1) i設

の滋差減損 は逆の曲り舎

の務差減損 よ り少い こと

を知る。このことは脅の

倒置をなす場合国軍用しｾｾＺ］

るので 、曲りの逆になる

のを早官接して罰すること

は出来作 るTごり遊げなり

ればならね。

上の質験 上波差減損は

切線方向の謹カ分布が不

I X 1 0 6  

第 2 闘 ' I ! l 験方法 ( A ) 270皮の山 Hi ' ( s )  180皮 の lili

綴曲り管 ( C ) 幽り 昔日及び勾J線方向 の隠カ言1



同でゐることか ら起ることを?知 る。故に若し配管の際、同じカ向 、同じ曲り線の方向にこの幽り管を7

Ili B置する時、 l つの ' iS{e曲りを近接して現寵すれば、 先機にしないものより落差減損は大でめるか υ

さげなげればならぬo ( 狽口 甚吉〕

1 0 7 1 x  



題 ロ 茎 吉

Cl J 日 本 建 築 上 容 洗 谷 五 郎 長 尾勝 馬共事E

菊列353頁 昭 和 13年7月版 修交官官 2. 9回 和風

建築構造には教科書、或は参考書として手頃のも

のに乏 しかっ1: 。比較的長く用ひられれものに鷲

藤兵次郎氏著、日本家屋構造( 明治37年干1]) 吉間

金三氏賞用日本家屋構造( 大正 11年刊 〉池谷五郎

氏の日本建築筆上下( 大正 12年刊〉等は屈指のも

のとしてその霊堂刊営時の時代 時代を代表しつつ 、

現在迄行はれ7こものでめる。比日本建築は池谷氏

の前者を長尾勝馬氏の助力を得 られて新時代に適

合する 綴啓き 改め られれもので全然の新若ーである

本容に於 げる日 ;本建築の誇は 、 中村主皇太郎博士

の改訂増補日本建築続実( 昭和 5 年版〉のはしが

きに見られる如き進歩し 、披張し f こ意味の 内容を

有し 、 ｾｊｲ 吉岡純和風勝進のみを論じれものでない 。

その 内容は地形工事、建前工事、室根主主雨仕舞、

星空工事、事量作工事、雑工事の六編に分り 記述は材

料 、施工、構 造、見積り 等を綜合的 に記述され、

本書 l 加の議 了によ って 、住宅を主にし木誼を主

にしれる主主築鎮の総てに遁じ得る やう になされれ

準の岱が出 1: 0 ｾｾｾ白 ｜Ｑ 屋時七 御 自身も架級新論の 解

読書とも目すべき ;; t t 06 加程1: 1'， してゐられる。 ァド

ラーメン新 論[土、10年1mの望書衡の illi 歩合虫" 貨に 表

{ まされれもので 、前者: に JJ J1 ムるに曲 げモ ー メン ト

分 割 法 と鈴角分耳目法を府補 されにものであ る。

高級腕せられ1: ラー メン拶を 、兎に角計算家の

常識に迄にしすこと L、ふことについて! 底部犀博士的

功 績は大な るも のがめ る。その意味 に於て本格は

入りやす〈 、且賞用性の大なる¥1 } である。

C3J ラ ー メ ン アルス 鍛 筋 コンクリ ー ト工事講

座 6 稲岡武雄著 239頁 昭 和 13
1
1'- 5} ] 版アル

ス安行 2. 5岡 本容はアルスの餓筋コ y クリ ート

工皐講座の第2問問本である。 o )j 盟主の本欄にて紹

介 しれやうにこのコンク リ{ ト 講座は土木方面を

主としてゐ る。本手F は第 1ｾ寄ラ ーメン の解法 、 第 Ｒ

篇銭筋コンクリー トラ戸メy の構造、第 3 篇ラ ー

メン公式絢' i . lf の3篇よりなる。第 l篇のラ ーメンの

解法は線、論、挑角法、3述モ ーメン ト、 4連モ ー メ

ント、カスチリアノ の定現による解法で 、比 較 的

簡皐な ラー メンの解法について述べられれもので

既刊ラ ー メY の舎におして緋色色も いふべ き裁を

認めな ｌ 、 。第 Ｒｾ 書 の鍛筋コンク リート ラ ー メ ン の

構造は総論、 ラーメン の隅角古¥1、ヒンヂ 、餓筋コ

y クリートラーメン 橋 、 ラー メシ小屋組 の うf，tに

分れ、本脅の最も待1教をなす部分である。ラ ー メ

ンの隅角昔日の研究は建築土木機械の各身長合容住誌 に

これまで多〈聖堂表 されてゐれが 、こ れをま色め 、

遁 Ｗｾ な位 置 に間列して 大 破ｴｉｾ来るの容 はなかっ ＱＺ

本訟はこの勤甚だ便利 でめ る。 叉、 ヒ y ヂの布陣誼

ものである。

印刷鮮明 、清新で 、説明用の持闘も 237闘の多 に謝しでも可成りの頁駄をさき 、 その設計計算法

きを入れられ、設明は手を取って教へるやうなさ 構造法施工法に到して記述がめるのは大いに 有主主

れてゐる故、本書を諌むことによって 、素人も一

主主りの建築のこと を理解し得、耳i 門 職 工 し 皐生

生 徒 い 直 ち に 設計 、施工が出来るやうになり 、

夏に進んでは立添な技術者や筆者 も得る所大なる

ものがめ らう。

近来建築 界に於げる N.. ｴｴ のｾーであらう。

C2J ラ ー メ ン 新 論 ! 驚部屋脳卒著 46(1告剣 252

] t 昭和 13年5 ｊｬ 版岩波容 ｪ 占 ＴＮＵ 岡昭和 Ｒ ｾ 三に

銀総新論と慰して鴛 ［部屋博士の ｈｾ され＿二合はラ ー

メン皐の普及に偉大のカめつ? こものでめる 。その

以前I には内藤 博士 、入木幸衣郎氏等の著泌があつ

れ にすぎな L、。架構新論の HH: 後 、多〈の架犠カ

I X 1 0 8  

でめる。ラ ー メン小屋組も建築界 に 有主主な ［［ ｃ ｾ 患で

め る。

C4J 河 海 構 造 物 アルス俄筋コンク ロート 工 夢

講 座 4 f，黒問 、樫昔il 、内林、金子氏著 254頁

昭和 13年6月版 アルス 2. 5岡本舎には岸里在、

護 岸、後 橋、防波堤、船 巣、IIIIJ門、7)(.門 、画誕 に

幸せする構造法、設 計計算法、計算質例 について、

綿符 のJt 惑がある 。建築家の方には直接、かくの

如き種類のも のぞ扱ふ本11少 いが、 これ等を設計・

する WI 合 のア イダイヤ を生かして 、設計計算しな

げればならぬも のは海 ＱＱ Ｑ ある口矢板岸里， ｾ［ｮｾ ＧｬｬｉＺ例

とかII I'，J門の基礎床版計算とかは甚だ宥金でめ る。



筆者が本誌 3 Ｉｾ放の ｬ 時報欄で紹 介しに、桟僑に封 「弟の洋行を主主る」とか題してのべられTこ文学も

する船舶の ｩ 露経等に到してし ｉ［ｾ 漣がめる ｯ Gちりめりと :i8憶にのこってゐるが、氏の遺稿集は

出t: か出向か私は知らな いが、氏の随筆集も現在

( 5) 耐震構造委員曾報告 第l践 U本豊島街振

に於て ｌ 商品償値め らう と思ひ 、何 ｾからか出版
興 合第 14小委只令編 、 M !l 4番剣214頁 昭 和 121，1"

12)) 版 、岩波帯広資捌。 2. 5閃

せぬかと思つれりする。

本 ｦ ｊｽ は 文 古 ｪ￭ Ｚ 古内 の 日本皐術 原典 Ｔ 干の ｾ ｉ ｉ c - 土木 ( 7) 建 築 年 鑑 昭和 13年版建築主廃合編 A 5剣

建築〉常置委只舎に附j銘してゐる ml4委 員 合の而.t 303頁 昭和 13{p7月版丸善意音質 1. 5凶 本協令

震機 迭 に除する 昭 制 Ｙ ｻ Ｑ ミ Ｔ 刀よ り昭和 ｗ ｉ ｾ Ｓ 刀 迄に n(土建築皐令民 主?完走ね てゐら れる人が多 い故 、今

なされれ研究の概要を殺せられれ L のでめる。そ 夏本 i".!.1:: の紹介でもあるまい主も忽はれるが、叉 拳

の内容は ｬ 、 ｗ ｉ 羽村及び涜松 ｰｴｲ に於りる地震 ｬｾｩ ｫＦ 合員ならぬカ h nJJ !X. IJ める放 l 言fJ. t き加へる。本

I，¥J刻の観測〈石本博士) 2、i N央販問fl の比較的大 協舎に於て も述築年鑑のまE刊 は年来の希望であり

なる地震による点京近傍卓;也振動j河期 ( 石 本 t!ff. -f:: 立案すること 10数度合合すること 歎 10度殆ど案立

3、不規則な形状の往築ラーメンの攻 III命的研究〈小 ち執乍 lこか、 らう とし種々の事情でと b止 め とな

野 民 ) 4、担是正iJH'I!. ; ; 命による l耐震計算法( 河野民〉 つれものでゐ る。今整合の出されれ年鑑を手に し

う 、 勝造物のｾＡｉｩｊ ｊ 勢力 ｩ 急激 性 皮ぴ認 ｬｬｖ ｊｬ ｕ Ｑ ｝ｴ辰 法の￬ｩｽ ｦ て孜々の立案岱H与の理想 が、他 の人の手を遁 じて

先( 妹i翠憾で七〕 久 木 造家屋の振動に1 #1する 研3b 質呪されt: やうな糸がして 、なつかしささへ覚え

( ;' t干岡氏) 7、 ラーメ ン楳" 1の仮到J破1' }i ' f1J 在〈似 る瓦歎の超過の? こめげす・られに外園文献も是非次

自¥1屋 隠 士 ) 8、ill 築 i. i l G骨の振動性 状の研究( 棚橋 誠よりはつげてほし い L のでゐる。

博 士) 9、住築物の振動減点性に協j する研究( 谷

μI事士) 10、木村》誌JL柱梁の仕 U の倣皮及岡l閣 皮の

n : 験的研究 C M野 氏 ) 11、木活用惚の!f1. 餅抵抗に

u  

*  

A  

u  

闘する質験的研究〈河野氏) ＱＲ 、木 ｩｬｬＺ 耐震ｾＱＡに除 ｬ 吉 田 信 黄

する研究( 防 法t¥i i 士) 13、も4塑 li [に抗日j. 1カ の賀験

地 方 計重 の 理 論 と 賓 際 工事博士武居高四郎氏

( 井 坂 民 ) 14、俄筋コ ンクリート 締泣の材齢と磁

皆 、 昭和 Ｑ Ｓ ｾｆ 7  Ｉｾ＠ 5 日、- * 京紳岡i 7 . 山房霊堂行、定

性の書量化〈坂博士) 15、同日域をイf するラ ー メン i

似 金 10問。久し く111: に刊行されなかっt: 地 方言十車

附する研究( 政藤博士〉

)1守又都 市 計道界に於げ る最近の名著である。著者

以 t の 15論 文 を掲殺し t: ものでみる o t ，;L!の L

(1永 ら く京 都 帝国大祭工事部に於て、 日本唯一の

ので建築雑誌の大合論文集等にてA の概要のうか

官 ｜Ｑ 市 ［［ 十 ｭＺ 講座を ＿抱 任してゐられ 、 又 質 際ｴｓｾ とし て
川土れるもの L めるが 、構i i Lに拠i j ; を7右ーする合員

( I 是非 1)}¥I は兵へるべきで めらう c

L 多方面に豆 り活E揺され 、斯界の指導 に蛍って居A

られ るこ e( まi世人のよく 知 る所でめ る。本容の 内

( 6) 筆書妻随'官 匠 房 難 詰 佐藤功一者 46剣371 容を? 大別すると 、地方言十遊の理論と 地方言十重の賓

頁 昭 和 13年SB 版。来 宛，;tW} o 2問。本舎は早大 際とに分れるが . i I ! : に之を 、地 方言十蛮の意義 と英

樹係者の皐繋随筆の第 3 容で 、佐政博士が大正末 の彦主主、大都市の査を達、理想都市の俊塗. 地域制

期から昭和の初めにかげで主として中央公論に授 交遁施設. 級地並に自由空地. 公 共的施 設、都市

決され t: 随 宮古7集長奈されにものでめ る。私はこの の快適と 美 椴、米 図 並 に 欧t州諸国に於げる 地 方計

百苦衣'M' 時大将分に自を主主し大いに指導をうげれ b ;:.l E.. 我園並に満州閣に於げる地方言十輩、地方言t m:

のでめる。この r¥' 、「建築の話 」は25頁より 144頁に の法制 t 財 政、結ー論の各平にわかれれ 、詳細 なる

至る大艇で佼注史的に古かれ 、lli 築};!.>.HI Jill 築皐槻 d日逃が試みられて居る。各学共にj ! J : 霊な る資料が

論で 、犯 は 務衣せられれ 'r;_; i王子( しっ ともこの l 昔日 明瞭なるお ｩｦ￮ と共に摘げられ 、 叉参考 文 戯 ｨ ｾ 笠 宮

はかなり以前述築許論に ｈｾ されてゐ ＱＺＩ 大 ｌ 、 に感 に紹介 されて居 る。地方言十重閥係者H! : 築制係者 ，l t

動して 、雑 誌の切り 抜 き が今しどこかに保存し て の 他 投 術者に神主をする Ｉｾｲ 頗る多 い 。

める院でみる。 その他 工裂 に除j するも の 等、今議

んでみ ると面白い 、 このn;f句、放附同信一郎氏カ:

10 9  J X 



ｐ で Ｚ Ｎｾで ｐＮ 汗 ＮＺＺＧｴＮ ＿ ｾ ー空照明ぞ芳ＧＺＮｾぞ切戸 Ｚｲ ［

ｾＺｾｾ 薄じさ

本協曾員中軍務公用者氏名

前 抗 議 表 後 に 於 け る 本 協 合 員 中 の 軍 務 公 刑 者 は 下 記 の 通 り で あ り ま す <MI Hm良)

叶

山

活

京

君

行

三

義

郎

俊

軍

正

三

合 員 恒 岡

同 山 田

間 金 安

普遜賛助員 鹿 瀬

住 毛 委 員 曾 ( 第9図〕
了に付刊行要求の件

6 全国都市問題合議第第六回総舎に闘する件

7 日本ポルトラ y ドセメント同業舎三t 飽コンク

リート 専修講座後援 に附する件

8 給仕辞職願出の件

9  r建築と祉ffj 印刷契約の内 l 部鑓更に闘す

るイ牛

10 潟挺版代値上に附する件

日 神戸市水害復興資材展示合の伺ニ

12 合 員 詮 衝

報 告

l 日本建築士令より蛍路者nこ具陳のイ斗

2  7月分合計報告

7月16 日午後6時30分 - 9時

協合倶楽部室

幹 事 岡 田

委 員 伊 藤

好f究事項

住宅設立ド作成に闘するイ4ニ

曾 〈第6回〕

7月20日午後6時30分 - 9時

協 舎f具築部室

委 員 長 永 海

委 員 坂 本

宮崎

問中

員

中野

委H: 数

時

所

1"1'，席者

時

所

出席者

'1' 村 !問中f協同

8月4 日午後7時一8時

盈築材料陳列ｾＮＸ Ｇ ｊ 室

幹 事 長 今 林

幹 事 小)11 児 玉 中 西

主機工業株式曾祉 111 口氏

西原衛生工業所ー 伴 氏

協議事項

l 紳戸市水害復興資材展示舎に出 品に闘する f4

建箆材料陳列場事宇& 曾

i待

Ji)i 

出席者

鈴木

研究事項

大工資格検定試験制度 に闘する件

三 浦

曾 ( 第 15回〉

山手主 fit!

伊I i t 編斡

樋口主 ;i 日

三 浦主計

棚 橋 編 総

務

8刃l 日午後6時- 9時

建築材料陳列場. 8

'

J室

理 事 中 海 孟'J 舎長

害 主 事 清水 監 事

常 務 井 上 主記

松 井主 計

吉 岡 編 斡

常

時

所

出席者

神戸市水害復興資材展示曾

8月22 日- 28日

神戸市立動書長官官( 湊川公園〕

蛍協合m築材料陳列場出品者中よりの出

品者下記の遜り( 五十音順〉

愛高大理石株式台位、朝日 λ レート株式

合位、j包有背子株式合位、合資舎社河津塁走

飾家具底、側西ペイン ト株式合量士、桑岡

裕子合資令祉、佐久間工業株式曾量士、株

合 期

省 第

fH品者

議 事

1  8月例舎に掬するイ牛

2 非常時立法措置に闘する聯合委員令解散のイ牛

3 災害強度委員舎より紳戸方面水害総査役要求

のイ牛

4 災害強度委員舎より 臨時委員一名増員方要求

のイ牛 1  

5  j災害強度委員合よりポ ーリ シグ表増補原稿完

1  1 0  I X 



式合祉島田誠子製造所、株式合祉須賀商 : 出 席 者 幹 事 松 久 保 楠 瀬

合、岡島際刻化工株式合祉、高松菊治郎 j 委 員 秋 同 小 川 島 問 進 国

. 商底、il! 邦建材工業所、東 洋建築板株式 ; 研究事項

合量士、41原家具袋飾底、 日:本機械工業株 木材市場品規絡統一 に関するイ牛

式令位、日本陶織社、 日本洋気株式合祉

1-1 ［ 率七メン ト 防水榔 ｪ 製 造 Ｉｾ￭ Ｍ 、 野津幸三郎

商 jふ 船 木 由 松 商底、合名合祉ペ= ヤ商

命、 日本建築協合

郡 市 計 重 委 員 舎( 第 10回〕

時 8月4 1: 1午後61号30分- 9時 30分

所 協 Ｇ ｾｱｦ 具禦昔日室

出 席 者 委 員 長 鳥 井

幹 事 亀 井

委員小宮ｉ｜ Ｍ ｉ Ｉ ｉｾ 神 間

研究! j : I : J.: 頁

全国都市間組 合議第 6 同線、舎に挺/ l IJ の研 究報告

即ち

l 都市工業地のまを畏と 専用地版

2  [ ] 照と者l ¥市疎開

法 制 委 員 合 ( 第 10回〉

時 8J'l 41j 午後6時30分 - 9時

所 協令f具禦昔日室

出 席 者 委 員 長 玉 置

幹 事 山 μ

委 員 武 田

研究事項

建築闘係法規 l 覧作成の件

災 害 強 度 委 員 舎 く第9回)

時 8月91: 1午後6時30分 - 9時30分

)i)r 協合1具築部室

出 席 者 委 員 長 渡 部

幹 事 黒 岡 山 岡

委 員 沼 口 矢 田 菅 ↑ A r.rlI Ii富島

河 岡

研究事項

u、Y

向i

i ポーリン グ表府補原稿に闘する件

Ｒ 紳戸市大 ｊＯＨｾ 調査 の 件

材 料 委 員 曾 〔第 15回 〕

8 )J  11 日午後7IhI' - 9Uヰ

協合1具媛削岩

常 務 曾 〈第 16回〕

E寺 8月12日午後6時 - 7時30分

瓶一 建築材料陳列袋iJ lJ 室

出 席 者 現 事 片 岡 合 長 竹 腰 副 令 長

中海話IJ 令長

従事 清 水監事

常 務 井 上主s日 伊際主旨己 中凶 とt 日日

山手主記 鈴 木主計 松 井主計

伊ifffi. 編斡 掘口編斡 吉岡編総

議 事

l 往築技術者封策に制する件

2 図策代用 t日1大展覧合開催に付援助方申 越 しの

イＧｾ Ｚ

3 さを凶都市問題合議第 6 回総合出席者に闘する

イキ

4  :; 1}:i 1J Ｑ ［ 名僻 戦 直 ｾｈＮ｜ に陸相する件

5 給 i上 l 名採用に闘する件

6 ポー リング表増補印行のイキ

7  - e- . n詮衡

報 告

1  7月分合計報告

2 紳戸市水害復興資材展示合出品鈴旋経過の件

時

所

激 化 委 員 曾 〈第7図〉

8月17日午後7時- 9時30分

協合f具集部室

出 席 者 委 員 長 永 海

委 員 鈴 木 偽 問 中 村 宮 崎

研究事項

大工資格検定試験制度に闘する件

都 市 計 蜜 委 員 曾 〈第 II 図 〉

時 8月18 日午後7時 - 9時

所 協合f具集部室

出 席 者 幹 事 亀 井

委 員 脳 知1 小 宮 中 弁 稗悶

: 研究事項

市街地 に於げる空地に闘する イヰ

i去 li J 委 員 曾 ( 第 II 回 〉

1  1  1  I X 



l時 8  Jl. 18 日午後6時30分 - 91均

所 協 合f具築部室

IH席 者 委 員 長 玉 置

幹 事 山口

委 員 武 岡 本 悶

仰究事項

m: 築闘係法規 1 ｾ草作成の件

ザ ザd 一一---- _' _、

合

国民 動

重巴尻、 r  

問予 j  

舎

入

員

曾 者

メ!J )ド 欣治; g- i!Jj J品込凶 凶 係 1/ 12

森 岡 i台君 l付ドt辺能昔日南盟島村勝音IW

森田充 宏 君天王寺阪 六 ｲｾ 鐙町 ＶＹ

: 1 l ; 永 消 火 君 此 花 区 吉野 町 i ノ146 ( 村3l j ' .主主祭:Ji

務戸万〕

逗

舎 員

柏 原 竹 夫君A

喜 多 村主主従軍司会

喜怒飾品中賢一君

杉 山 手一一君

曾 者

通間 二 fil' 君

中前 十 一 君

i皮古II 官、;g

M内 現主主

亀 iHi J 弘主司

前閥 幹夫主主

紳林ｾ三ｈ｜，［ｆＺ

清岡正雄- 1 '1

地 方 合 員

!-I! 和市君住吉版湯里町 ＵＴＸＨ 大合土木株式台 。 家 ｩｰｾ 泌総君 主 ｾＩｪＧ Ｍ 普 勝 沼

祉〉 。特 別 賛 助 長

七 尾 健 三 君 北 極 川 崎 町51 ( 株式合社銭高 組 ) : 世間 啓 之助 J l 行 占 角 治 沼

成 瀬 誠 司 郎 君 普 遁 賛 助 員 よ り 鱒 格

地 方 舎 員

普 通 賛 助 員

池 田 本吉宗 '1'¥111 隆 明 君 後 瓦 久三 茅J

大 西 宅) ; : I i ! ，君兵庫県系加古郡卒附村高畑52 ( 天 尚 rl' 西 信 市 君 今村 ＱＱ ｾ 之助君 奥 消沼

工業舎〉 横 川 博沼

特 別 賛 助 員

小川 繍 市 君 北 阪 鶴野町 37 ( 日- * 物産株式合社

大阪出張所〉

HJ
j  向 井 佐 次 郎 君 主 長 成 民 中 川 町

49 (  1: 1本ド y - チ

エ ツタ製作所〉

中 村 和 夫 君 住 吉 区 昭 和 町 西5 ノ37( 三建 七回カ

工業所〉

湾問 四 郎 君 西 区 阿 波 座 下遁 l ノ9 ( 室内装飾輸

出入業〉

南 大二 郎 沼 尼 崎 市 長 淵 長 江21 ( 日本へキタイ

ト工業株式合祉〉

普 遜 賛 助 員

石弁 主主鯛君 兵庫県系武底部住吉村室 ノ内 279

片 iJ l 繁 弘 君 旭師、生江町522 倉 橋 祭 太 郎} i

小 島 文 治君 来 J.x.. 極 腹 見 町 l 3S

下回 主主夫君 東淀川区木川- * 之町3パ9

多 岡 英 右 君 比 花 区 中 江 町99

高 木 {彦君ヨ 住 吉 匝 天 下 茶 屋2ノ7

棚 回 昌治君 西 淀 川 区 御幣 島 町275 ノ2 岩淵 }j

中島 清 一 君ー *阪 小;橋元町 129

中日耳 元 彦 君 京 成|高中 JIlIl!f363

巾村千代 松君 堺 市 京 町 通3 ノ43

I X 1 1 2  

4量

韓 居

員

韓 勤

池閉 鎖 之 助京 市1ド戸市 兵 庫品li 永津田r l T tj60ノ3

村 井 ili: 君 横浴 di 榊奈 川 紙百5都 Jj 計道委員千T

( 間合〉

匂 坂 3人夫君 静 l湖Tn出品開J l 05 C静 岡 版 部 i b' 百li t

謀〉

石町 f吉夫君 天王寺阪悲 田 院 町 IBノ2

大岩 近入京 品f 1'-茨木 町 上 rl' 係 179

坂口 正 雄君 兵 庫 鯨武 E京都武庫村正記京 ノ荒 81

杉 干 字代 一君 兵庫版武 J京 都 大庄村 泣怠 日本餓 総

綱 索 株 式 合 祉 大合土木株式合祉作

案 内i

回路 勝利治 住 吉L'. :; 住吉田J l 360 ( 粂:本法築 事務

JiH)  

津 田 敏 雄京 兵 庫君臨t i京都元支村鹿臨字桝採46

/  13  ( 電仁川265)

根 * リl、沼 1尚111"!A小 田 郡 締 島 外 村 外 浦

市開幸 次郎沼 西成品" 西萩田J 7

地 方 合 員

有同 住 太 茅:- ＧｉＧ ｾ 長民図上潟 市 施高塔路興業以 ｢



38蹴 阿 木 方 )'[111  秀夫沼 J.l L};i 市瀧野川以 rl' A. 岡[ 312 正問佐

岩; } ! 二長三郎沼 >J' j! H市流川遜: 勉の井ホテノレ すし ｵｾｪｽ

問中 留男君 大牟岡市安坂町 l ノう2 飴 谷 義一君 ｦｬＡｩｩ ｩ 州閤演州線安 ｩ 主工務ｾ［Ｚ［｟

二宮 太 卒 君 大 迷 市 桃 源 窒257 松 本 平三お兵庫版武庫昔日精進村23屋字辰己

、

吉 岡 正 一 君 前 橋 市 北 曲 輪 田rI 4 899ノ3

設 紫 貞 雄 京 市' ! ' 戸市須摩霞梅木町 3了目武庫阿佐 吉岡光太郎君 東京市下谷 ｢ＧＮｩｾ '1' 根岸町 108

宮御門前 亀尾前大耳[11l 北偏相生町27岡本進方

特 別 賛 助 員

公 卒 君 住 吉 凶 山 坂 町2ノ81 島田方

上同盟太郎君 ぐ町名 llfc若年〉旭hLE古市町大主! i 2ノ 19

改 姓

手字国 一土佐草寺 阪急; 沿線曾根悪事* 1了;1じ入

藤問主主一郎君 JR};i 市麹町区有楽町東京朝 日新Il. CJ
舎 員

社論説委員室
祭文幸次郎君。( 俗姓楠田〉

普 通 賛 助 員

死 亡

十Ip川忠、夫君 京都府宇治郡宇治村五ケ庄大林

主 計 一雄君 商宮 市今津字 Ｗｾ 波 ＱＶＵ

桑岡美代治 君 稲 岡 市 社 家 町21清水組九州支底

: 寺川 三 郎 君 昭 和 13年 5ｊｾ＠ 22 日逝去

浦野紋次郎君 中華民図上海市揚樹i T 1 i 勝越路 2鋭

( 上海大康紗廠〉 問中 i!主君 昭和 Ｑ Ｓ ｾ Ｑ 三 Ｗ 月 ＲＴ 日逝去

桑野 茂君 }(' f  F守口町土居222 森本光昭沼昭和 Ｑ ＳｾＱ 三 Ｗ Ｉ｝ 逝去

阪弁准太郎君 市中戸市. H合阪首長内橋主主5ノ 10 ノ2 Ci : ' t ; んで哀悼の l l {e表 す〉
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、，、伊.，...、，、'"内，、，、，ーーザ向山内向...，...，、内角....，..，.、""' "̂、内角"'"、向句旬、内

( 五十音)1頃〉

大阪府建築課遺築技師

大阪市教育部建設課長

大阪府立西野回戦工事枚数議

内外木材工饗株式合社取締役

京都常園大型軽瞥繕課長

大須賀巌法律事務所主

大阪市経理部管絃課設五十係長

大阪府立今宮職工皐校教総

株式合祉大林組住宅部

工準博士 ・京都干有国大型住助教授・本協舎常務

大阪市立都島工業準校教総

古塚建築事務所主 ・本協合食事

大阪市教育部建設課殻言刊系長

大阪府立今宮職工皐校教議

浅 野 新

伊 藤 正 文

大 石 忠 夫

小 川 安一郎

大 倉 三 郎

大 須 賀 催

新 名 種 夫

鈴 木 忠、五郎

問 中 幸 太 郎

棚 椿 諒

中 野 順 次 郎

古 塚 正 治

本 多 正 道

山 口 {義三郎

訂 正 ・ 本 誌 8 j l 君主 「小 都 市 の 産 業 的 臼 宛J ; i j 亀井幸次郎氏の時報44頁は43頁 の 談
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